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Ⅶ 基督教独立学園に関する文章
キ リ ス ト

Ⅶ
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7-1 基督教独立学校創設に際して
キ リ ス ト

たとい人が全世界をもうけても、自分の命を損したら、なんの得になろうか。

また、人はどんな代価を払って、その命を買いもどすことができようか。
だい か

（マタイ伝 16 章 26 節）

このキリストの御言葉は生命の尊貴を最もよく教えたものであります。言いかえれ
み そん き

ば人の生命というものは全世界ともかけ替えのないもの 即 ち無限の価値あるもので
すなわ

あるというのであります。人は誰でもこの 尊 い無限の価値ある生命を持っている点
とうと

においては万人は平等であります。他の種々な不平等もこの無限の価値の前には無に
ばん にん しゅ じゅ

等しいものであります。「神には、かたより見ることがないからである」と聖書にあ

りますが、 誠 にその通りであります。
まこと

基督教以外でも人の生命の尊貴は認めて居ります。何処の国でも何か災害があっ
キリスト そん き お ど こ

た場合第一に人の生命が 害 われたかどうかが問題になりまして、何億円の損害もこ
そこな

れに較べれば後まわしにされます。また必ず死ぬと定まった病人でも全力を尽くして
さだ

療養に努めます。しかし生命の 尊 さを真に教えたのは基督教であります。すべて人
つと とうと キリスト

の生命は 尊 いものである。悪人の生命も、知的障害者
(1)
の生命も、障害や病気のた

とうと

めに通常の社会生活を営めなくなった人
(2)
の生命も全世界ともかけ替えない程 尊 い

ほど とうと

ものであると解ってこれ等の多難な
(3)
生命のための児童自立支援施設

(4)
とか、知的障

わか ら

害者のための施設
(5)
とか、精神障害者のための病院

(6)
とかの慈善事業が起こります。

これ等の社会事業の 源 は基督教にあるといって差しつかえありません。
ら みなもと キリスト

しかし果たして人の生命というものは斯く聖書が教えている如く 尊 いものであり
か ごと とうと

ましょうか。身分の高い方とか非常な才能を持った人等の生命は 尊 いであろうが、
とうと

凡人の、あるいは悪人や知的障害者 (7)の生命は 尊 くないではないか、悪人や知的障
ぼん じん とうと

害者 (8)の生命は 亡 してしまった方がいいではないかという思想がないではありませ
ほろぼ

ん。悪人や精神障害者 (9)を身内の者が殺したという悲劇は度々聞かされます。自殺者
たび たび

の多いのもこの生命の尊貴ということが解らないからであります。けれども聖書は人
そん き わか

の生命は全世界ともかけ替えのない程 尊 いものであると教えます。それならなんの
ほど とうと

ためにかく 尊 いのでありましょうか。聖書は何故かく生命の尊貴を教えているので
とうと な ぜ そん き

ありましょうか。

それは第一に人の生命は霊魂を宿しているからであります。あるいはまた人の生命
れい こん

は霊魂であると言ってもいいでありましょう。聖書の教えるところによりますと人は
れい こん

誰でもキリスト・イエスの十字架により罪を潔められて神の子となる事が出来る、不
きよ

滅の霊魂、永遠の生命を与えられるというのであります。「そこにはなんの差別もな
れい こん
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い」（ロマ書 3 章 22 節）でありまして、どんな無学な人でも、身分の低い人でもま

た悪人でも悔い改めれば、信ずれば与えられるのであります。この資格があるからこ
く

そ人の生命は何物とも替え難い価値があるのであります。この故にどのような人 (10)
なに もの がた ゆえ

でも人を殺すことはいけないのであります。犬は如何に高価な犬でありましても神の
い か

子となることは出来ませんが、人はどんな悪人でも何時回心して救われるかわかりま
い つ かい しん

せん。その人の心次第で救われる可能性を持っているのであります。如何なる人でも
し だい い か

この無限の宝を持っているのであります。

第二に人は皆神に創造せられたものであります。神は何事かの御目的をもって各個
みな ご かく こ

人を生まれしめ給うたのでありまして、どんな人でも無用な人とてはありません。
じん たも

権力のある人、才能のある人のみが有用で 貴 いのでありません。すべての人が皆そ
ゆう よう とうと

れぞれ有用なのであります。愚かな人一人欠けても神の御創造は完全でなくなるので
ゆう よう ご

あります。どんなつまらない人でもその人が天職を果たさないではその代わりにその

人の職責を充たす人は他にありません。多少似た人はあっても全く同じ人とてはあり
み

ません。この特殊性が、個性がまた霊魂を 尊 いものとするのであります。
とく しゅ れい こん とうと

人は何人でもこの如く 尊 い生命を持っているのであります。基督教的独立とはこ
なん ぴと ごと とうと キリスト

の霊魂の尊貴から来ているのであります。この 尊 い霊魂を持っているのですから各人
れい こん そん き とうと れい こん かく じん

が自 重 しまた他の個人を尊重しなければなりません、この霊魂の尊貴の自覚から真
じ ちょう れい こん そん き

の独立が出て来るのであります。また真の独立によらなければこの 尊 い生命を成長
とうと

発達せしめることは出来ないのであります。信仰の純粋を保持するにはこの基督教的
キリスト

独立ということが絶対に必要であります。人に頼らずして見えざる神に頼るのであり

ます。神に頼らなければ真の独立を保つことは出来ないのであります。頼るべきもの
たも

に頼って、初めて独立は可能になるのであります。あるいはまた神に頼る為に独立が

必要なのであるといって差しつかえありません。また独立は孤独ではありません、他

の独立の人と協同することを否定するのではありません、むしろ真の協同は独立人の
どく りつ じん

間で初めて出来るのであります。

霊魂の尊貴を自覚せしめ、基督教的独立人を養成するのが基督教独立学校の第一の
れい こん そん き キリスト どく りつ じん キリスト

目的であります。これが正しい信仰を保つ最もよい基礎であるからであります。また
たも

人が生き甲斐のある 生 涯を送る第一歩となるからであります。特に捨てて 顧 みられ
が い しょうがい かえり

なかった、 自 らも 諦 めている農村の人々にこの自覚を与え、どんな山間僻村 (11)にい
みずか あきら へき そん

る人でも崇高なる 生 涯を送り得ることを知らせたいのであります。これが小国の中
すう こう しょうがい お ぐに

でも僻陬
(12)

の叶水にて基督教独立学校を創めます第一の理由であります。
へき すう かの みず キリスト はじ

（「聖書の農村」第 1 号、1934 年 10 月）
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7-2 基督教独立学園の歩み
キ リ ス ト

－－教育を守って30年－－

基督教独立学園高等学校は、1948 年 4 月新制高校発足の時に認可され、5 月初め
キリスト ほっ そく

から一年生 10 名で、普通科の高校として授業を開始した。高校の認可は県でするの

であるが、学校法人の認可は文部省でするので、所定の条件を整えて認可を申請した

が、文部省では余り少数定員であるからと言って認可しなかった。教育は少数ほどよ
あま

いではないかと言っても、常識的に限度があると言って認可しない。利権でも欲しく

て法人認可を申請するのではない、文部省でできない教育をやってやろうとしている

のである。何も文部省に頭を下げる必要はない。大学へ行きたい人は検定試験を受け

ればよいから、資格等はいらないといって廃校届を出したところが、当時の山形県知

事の村山道雄氏
(13)

が文部省と交渉してくれて、一年遅れて法人として認可された。
むら やま みち お

2 期生は 5 名、5 期生は 3 名であったが、次第に増えて来て、10 名が 15 名になり、20
し だい

名になって来た。特に公立高校が受験準備教育のため本来の教育を放棄したので、ほ
ほう き

んとうの教育を求める者が全国から来るようになったが、一学年 25 名以上にはしな

いことにした。ただ 1973 年、高校生急増の時に、その対策に少しでも協力するため

にと 30 名にしたが、十分な教育ができないので、2 回だけで、25 名定員を守ること

にした。しかし減らすことは仲々困難で、現在でも 1、2 名位定員をはみ出している。
なか なか

早く一学年 25 名、全員 75 名にしたいと願っている。

入学選考は書類の段階で 50 名位にしぼって、前年の 10、11 月にわたって 5、6 名

ずつ父兄と共に一泊してもらって、丁寧な試験をしている (14)。昨年はテレビで紹介
てい ねい

されたために志願者が多くなって、80 名近くの選考をしなければならなくなり大変

困った。

今、日本中の私立学校が困っている。それは公立で教職員の給料を毎年ベースアッ

プ
(15)

で上げているので、それにつれて上げて行かねばならないが、授業料をそれに

見合うように上げることができないからである。しかし独立学園は困らないでいる。

授業料をまだ上げる余裕があり、職員の給料をふやすことができるが、これで足りて

いるので、余計にもらっても仕様がないからといって上げないでいる。認可を渋った
し よ う

文部省の役人を始め、世間一般の考えと反対のことをしているから困らないのである。
せ けん

第一に、世間では学校を立てるなら大都会の近くでなければならないと考えている
せ けん

のに、山の中の不便な所に建てた。そのお陰で、職員は無駄な生活費は要らないで、
かげ む だ い

美味しい空気を吸い、新鮮な食物を食べて、目を楽しませてくれる環境の中に住んで
お い

いられて、薄 給 (16)でありながら都会の人々よりずっと贅沢な生活をしている。物質
はっ きゅう ぜい たく

的面でこのような贅沢な生活ができることに加えて、精神的面においても都会の生活
ぜい たく
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に較べて遙かに高い生活をしている。都会の人々は外見は立派な風をしているが、誰
はる がい けん ふり

が儲けた、誰が損したというようなくだらないことに心身を摺り減らしているのに、
もう す へ

こちらでは世界一流の文学、音楽、美術を論じ、最高の文化を楽しんでいる。

第二に定員を多くすることが学校経営の秘訣と考えられているのに、少数定員主義
ひ けつ

をとっている。定員を多くすると教職員を多くしなければならないから、止むを得ず
や

金儲け主義の悪い教師をも採用しなければならなくなる。世に人材確保法ほど愚かな
かね もう

ものはない。給料を多くする程よい教師が確保できると思うのであろうが、高給を目

当てとするような金儲け主義の教師に教育ができるはずがない。
かね もう

第三に、世間では受験準備教育をして、進学率を高めて、所謂名門校になるように
せ けん いわゆる

努力している。受験準備教育は教育を破壊するものであるから、独立学園では絶対に

やらない。試験でよい点を取るために勉強するのでなく、学問の 貴 さ、面白さがわ
とうと おも しろ

かって勉強するように指導している。そのためにはほんとうの教育を求める志願者が、

断わるのに苦しむほど多く集まって来る。このように、世間の考えと反対のことをし
せ けん

ているから、独立学園が困らないでいるのである。それ故、人間的なものに頼るよ
ゆえ

りは神に頼る方が確かである。まことに「鼻から息の出入りする人に、たよることを

やめよ」（イザヤ 2 章 22 節）である。万物の創造者なる全能の神に頼るに優ってよ
ばん ぶつ まさ

いことはない。

今日、教育の荒廃が叫ばれているが、それは受験準備教育のためである。学問がで
こん にち こう はい

きる者は、考えて問題を解くから時間がかかり、全部の問題の答えを書くことができ

ないから合格しない。学問ができないにもかかわらず、この問題にはこう答えを書く、

と考えないで答えを丸暗記している者が全部の答えを書いて合格する、ということに

なる。学問とは、考えて真理を探究するものであるのに、考えないように訓練する。

したがって学問ができなくなるように訓練する。今日では、数学さえも暗記物と言わ
こん にち もの

れるようになって来た。数年前、連合赤軍事件 (17)が起こった時に、何という考えな

しのことをしたものだと日本中の人が思ったが、考えなしのことをするようにと教育

して来たのである。その他、若い母親が 享 楽 (18)の邪魔になるといって、自分の子供
きょうらく じゃ ま

を殺すというような人間性に反する犯罪がふえて来ている。社会をよくして行くはず

の教育が荒廃してしまったので、こんなになったのである。これは恐ろしいことであ
こう はい

る。考える力を奪う受験勉強がこうさせるのである。社会の趨勢
(19)

で仕方がないと
うば すう せい

すましていてはならない。学問と教育が社会をよくして行くべきものであるのに、学

問と教育が悪くなったから社会をよくしていくことができなくなったのである。

知育が社会の要請だから、知育のみをして徳育をしないからこうなったという人が
よう せい とく いく

あるが、これも間違いで、知育もしていないのである。知育とは学問を教えることで

ある。理解させないでただ答えを丸暗記させる教育は知育ではない。知育をしっかり

やって、考える力を 養 っておればこんなことにはならない。よく考えれば、悪いこ
やしな
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とをすればそれが何らかの形で自分にはね返って来ることがわかるから、悪いことは

できなくなる。良心の英語はコンシェンス（ conscience）であるが、よく考えると

いう意味である。学問を教えて、真理を求め、真実を愛し、嘘やごまかしの嫌いな人
うそ

間にするのが教育である。道徳教育といって、単に徳目を並べて暗記させても何の役
とく もく

にもたたない。戦前の 修 身 (20)という学科が日本の道徳を高めるために役立たなかっ
しゅうしん

たことを見てもわかる。学問を教えて、ほんとうの教育をすることが道徳教育になる

のである。戦前、小学校で優等賞というのを与えた。それには大抵、学力優等品行方正
たい てい ひん こう ほう せい

なことを賞すると記されていた。学力優等の者は人間も立派である。戦前の小学校時

代の友人を思い出すなら誰でも気付くことである。今日、所謂成績優秀な者が人間と
こん にち いわゆる

しても駄目であるのは学問ができなくて、受験技術が優れているだけだからである。
だ め すぐ

世の中がこんなに困るようになったのは、教育が悪くなったからであるが、何故悪
な ぜ

くなったかと言えば、金銭万能主義がはびこり、教育が金儲けのためになされるよう
ばん のう かね もう

になったからである。教育を受ける者もよい就職口を得るため、教育を授ける者も出
さず

世したいためと、いずれも金儲けのためである。大学へはいれなければ出世できなく
かね もう

なるから、受験準備教育は必要悪 (21)だ生徒のためだと言って、教師は本来の教育を

放棄して、受験技術を訓練する。生徒のためどころでなく、生徒の希望など無視して、
ほう き

お前はこれ位できるからこの大学へ、お前はこの大学へと勝手に割り当て、進学率を

よくして、自己とその学校の名声を上げようとする。これでは教育が悪くなるはずで

ある。

信仰をもたない偉い学者、偉い教育者のあったことは確かである。しかし世の中が

こう金銭万能主義になってしまった時に、学問、教育を金儲け主義から守ることは信
ばん のう かね もう

仰がなければできないことである。ほんとうの教育は信仰がなけれはできないもので

ある。「人が全世界を儲けても、自分の命を損したら、何の得になろうか」との御言
もう み

葉の如く、人は誰でも全世界よりも大きい無限大の価値を持っている。これを引き出
ごと

すのが教育である。教育のヨーロッパ語はいずれも引き出すという意味である。この

無限の価値を持っているものは命とか、霊とか、人格とか言うべきものである。人格

を引き出すものは人格である。故に教育は人格の接触である。心の触れ合いである。
ゆえ

ほんとうの教育は人間のこの無限の価値を知ったものでなければできない。

日本でも教育学としてペスタロッチの研究がなされているが、ペスタロッチの信仰

を抜きにしてはいくら研究しても何にもならない。ペスタロッチの教育はその信仰か

ら出たものである。信仰がなけれは教育はできない。今日の教育の荒廃は日本の学者、
こん にち こう はい

教育者が信仰を馬鹿にし、捨てたからである。真の神を信じなければ金銭という偶像
ぐう ぞう

を信ずるようになる（マタイ 6 章 24 節）。そして必ず金儲け主義になる。身を立て、
かね もう

名をあげという卒業式の歌は金儲け主義を唄っているのである。教育を金銭のために
かね もう うた

売り、受験準備教育に専念するようになるはずである。
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公立学校では教育の改善は望めない。教育機関が立身出世主義の官 僚 機構の中に
かん りょう

丸め込まれてしまっては、教育が崩壊するのは当然である。国立大学が学問のできる

人を締め出して、できない人を入れる愚かなことを止めることができない。入試が悪
し や

いことはわかっていても、改善することができない。度々改善策を講ずるが、かえっ
たび たび

て年々悪くなって行く。特に、今やろうとしているコンピューターを用いる共通一次
もち

試験は、最も愚かな、試験地獄を激しくする 企 てである。こんなことを考える文部
くわだ

省や国立大学の愚かさは測り知れない。進学適性検査
(22)

や能研テスト
(23)

で失敗して
はか

いるのに、同じ愚を繰り返そうとしている。文部省でこの愚を繰り返そうとする理由
ぐ ぐ

は、アメリカで共通試験でうまくいっているから、日本でもやれないことはないとい

うのであるらしい。しかし、アメリカでうまくいっているのは共通試験の故ではな
ゆえ

く、競争率が小さい故である。アメリカの医学部の競争率が 3 倍弱になったら、医
ゆえ

学生が悪くなって、カンニングをするようになったので、1974 年 5 月 20 日の『タイ

ム』に、カンニング防止のためにカリフォルニア大学で一列おきに並ばせて試験して

いる写真が載っていた。その記事には、学生が一番でも上になりたいので、お互いの
の

勉強の邪魔、研究、実験の防害をすることが記されており、最後に喉切りの医学生
(24)

じゃ ま のど

は「喉切りの医者」になるだろうと言っている。医学生の喉切りは点取り虫という意
のど のど

味であろうが、医者の喉切りは人殺しの意味である。アメリカでは競争率が 3 倍弱に
のど

なったら人殺しの医者が出はしないかと心配しているが、日本では医学部は 20 倍、30

倍の競争率であるから、超人殺しの医者が多く出るであろう。医は仁 術
(25)

でなく、
ひと ごろ じんじゅつ

算術
(26)

という医者ばかりになるであろう。

教育改善というが－－崩壊してしまっているから再建というべきか－－公立学校で

はできない。私立学校に待たなければならない。しかし、私立学校は公立学校の悪い

教育の真似をして、所謂名門校になろうとしている。この世的誘惑に打ち勝って、ほ
ま ね いわゆる

んとうの教育を守りとおすことは信仰がなければできない。キリスト教主義学校の使

命は大きい。ところがキリスト教主義学校でさえ受験準備教育をして名門校になろう

とする学校がある。これは「生ける水の 源 である私（神）を捨てて、自分で水ため
みなもと

を堀る」（エレミヤ 2 章 13 節）ことで、悪しきこと、愚かなことである。キリスト
あ

教主義学校の問題というのは、生ける水の 源 である神に頼るか、じきに水が乾いて
みなもと

しまう水ために過ぎない人間的なものに頼るかである。名門校になりたがるか、ほん

とうの教育をするかの問題である。答えは明らかである。信仰をもってほんとうの教

育をするより他に道はない。有名大学、有名校にはいりたがるのは金儲けのためであ
かね もう

る。学問、教育を金儲けに使ってはならない。学問の 貴 さはその応用にあるのでは
かね もう とうと

ない。真理を愛し、真実を愛し、嘘とごまかしの嫌いな人間にするから 貴 いのであ
うそ とうと

る。応用にとらわれて公害問題が出て来たことを考えれば、学問などない方がよいと

いうことになる。
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力以上に出世することはかえって不幸である。裸の王様の童話では、ふさわしくな

い地位につくことは、馬鹿と同じ位に不幸なことである。佐藤栄作さんは運がよかっ

たから 8 年も総理大臣をしていて、大勲位という最高の勲 章 をもらったと言ったと
だい くん い くんしょう

のことであるが、実は運が悪かったから 8 年もふさわしくない地位についていたので

ある。自分の運の悪いのに気がつかないことが最大の不幸である。有名大学にはいっ

て出世してもつまらないことを、生徒に教えるのが教育である。夢中になって受験勉

強をやらせることさえしなければ、こういうことは学問をすれば自然にわかるもので

ある。何としてでも受験準備教育を止めさせなければいけない。入試改善の目標はこ
や

こになければならない。国立大学ではこれができないから、国立大学はますます悪く

なって行く。私立大学でもできない。キリスト教主義大学がやらなければ他にやる所

がない。キリスト教主義大学がキリスト教主義高校と協力して、高校では受験準備教

育をしないで、高校本来の教育を行う。大学では学問のできる者を締め出して、でき
し

ない者を入れるという愚かなことをやめる。人数を各高等学校に割り当て、その人数

の選考を各高校にまかせる。そして入学後の成績で割り当て数を増減する。こうすれ

ばほんとうの教育を行なうこととなり、 情 実に捉われない推薦をしないと、大学へ
じょう じつ とら すい せん

行ってからの成績が悪くなって、割り当て数を次第に減らされるから、教育が改善さ
し だい

れて来る。こうしてキリスト教主義大学、高校でほんとうの教育が行なわれ、社会か

ら信頼されるようになる。学力を与えないで、学歴だけを与える国立大学は次第に衰
し だい すい

微 (27)して行くであろう。
び

もう一つのキリスト教主義学校の問題は、職員の信仰の問題である。全員信仰を持

たなければならない。学問をほんとうにすれば必ずキリスト教の信仰に達するという

のが私の確信である。信仰を持てないというのは、結局己が腹を神とするからである
おの

（ピリピ 3 章 19 節）。信仰は強制してはならない。しかし、学問を愛し真理を愛す

ることは教育者には要求しなければならない。今日の学者は信仰を否定することに
こん にち

よって、一廉
(28)

の学者になったつもりになっている。こういう学者の学問の 誤 りが
ひと かど あやま

目に付いてしようがない。第一にすべての信仰を理論的でないからといって迷信とし

て否定しているが、その否定が理論的でないので、迷信として否定することが実は迷

信である。唯物論を科学的に証明できてないのにできていると 誤 って信じている。
ゆい ぶつ あやま

人間の理論には 誤 りがはいりやすいから、常に反省して 誤 りに 陥 らないよう努力
あやま あやま おちい

しなければならない。ソクラテスの言う如く、人間は己れの愚を悟らなければ学問は
ごと おの ぐ

できない。今日の学問は、ソクラテス以前の詭弁学派の学問に堕落してしまっている。
こん にち き べん だ らく

学問を金儲けのためと考えるから堕落したのである。真理を愛する者、学問を愛する
かね もう だ らく

者は、必ずこの科学的迷信より脱出して、最高の真理なるキリスト教の信仰に、罪の赦
ゆる

しの十字架の福音に達するであろう。ソクラテスの如き謙遜がなければ学問はできな
ふく いん ごと けん そん

い。これはすべての人間に要求すべきことである。こうして、すべての職員が信仰を
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持って、ほんとうのよい教育ができる。

（「福音と世界」 (29)、1977 年 10 月号）
ふく いん
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7-3-1 真の独立

ある人が内村先生の「初夢」に王国という語があるといって、不満の意を漏らして居
も お

りました。それは王国という言葉はすべて圧政を意味するように考えてしまっている

からです。言葉の外見のみを考えていて内容を検討して論理を進めるということを致
がい けん いた

しません。これでは自説を主張することは出来ても、真理に到達する事は出来ません。

注意しなければなりません。天国のもとの言葉は、天の王国でありまして、天の共和

国でも天のソビエト連邦でもありません。王以上の絶対者なる神の支配し給う王国
たも

であります。自由平等を好む現代人には不満のようでありますが、実はこの事に大い
おお

なる恩恵が含まれているのであります。宇宙万物の支配者が正義と愛の神であり、私
おん けい ばん ぶつ

共の為に最もよいようにして下さるのであります。恩恵よりも自由を欲するといいま
おん けい

すが、これは神の恩恵の何たるかを知らない者の 言 であります。また自由といって
おん けい ことば

も神を離れて真の自由はありません。神を離れての自由は放 縦 (30)であります。罪の
ほう じゅう

奴隷であります。神の律法のレールに乗って初めて人は自由になれるのであります。
ど れい

神は人に罪をさえ犯し得る自由を与え給いました。この自由意志をもって神に仕え
たま つか

しめんが為であります。この為に神の創造が失敗に見えることさえ避け給いません
たま

でした。実に驚くべき自由であります。真の自由は神の御許にのみあります。平等も
み もと

同様に神を離れてはありません。共産主義国においても民主国においても、その平等

は限られたものであることは明らかな事実であります。神は 偏 り見給わずと聖書に
かたよ たま

ありますが、神の御前には万人が平等であります。神の御前には、法王も牧師も教師
み まえ ばん にん み まえ

もありません。皆平等であります。真の平等は神の御許にのみあります。我らの学園
みな み もと

の名前である独立も神に頼る独立であります。神に頼って初めて人に対して独立であ

り得ます。何物にも頼らずとは神にのみ依り頼むことであります。基督教独立学園と
なに もの よ キリスト

したのは、この独立が低い意味での独立ではなくして、神に頼る真の独立であること

を現わす為であります。また真の独立は孤立ではありません。神を通して人が互いに

援け合うことは独立に反することではありません。今日まで神にのみ依り頼んで来る
たす よ

事が出来ました。今日まで支えて下さった神はこれからも支えて下さいます。これか

らも神にのみ依り頼む真の独立を 全 う致しましょう。内村先生の「英和独語集」
(31)

よ まっと いた

の最初の言葉を思い出し暗記し我らの指針と致しましょう。
し しん いた

More than gold,

More than honour,

More than knowledge,
More than life,

Ⅶ
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O thou independence!

O ye kings,

O ye princes,

O ye bishops,

O ye doctors,

Ye are tyrants!

Alone with Truth,

Alone with Conscience,

Alone with God,

Alone with Christ,

I am free!

（「独立時報」第 1 号、1952 年）

Ⅶ
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7-3-2 クリスマスの声

今は苦しみを受くれども後には闇なかるべし。昔はゼブルンの地ナフタリの
う のち

地をあなどらしめ給いしかど、後には海に沿いたる地ヨルダンの向こうの地、
たま

ことくに人のガリラヤに 栄 をうけしめ給えり。暗きを歩める民は 大 なる光を
びと さかえ たま おおい

見、死蔭の地に住める者の上に光てらせり。 汝 民をまし、その喜びを 大 にし
し かげ なんじ おおい

たまいければ、かれらは刈入れ時に喜ぶが如く、獲物をわかつ時に楽しむが如
かり い どき ごと え もの ごと

く 汝 の御前に喜べり。そは 汝 彼らが負える 軛 と、その肩の 笞 と 虐 ぐるも
なんじ み まえ なんじ お くびき しもと しいた

のの杖とを折り、これを折りてミデアンの日の如くなし給いたればなり。す
つえ お お ごと たま

べて乱れ戦う兵士のよろいと血にまみれたる 衣 とは、みな火の燃え草となり
ころも

て焚かるべし。ひとりの嬰児われらのために生れたり。我らはひとりの子を与
や みどりご うま

えられたり。 政 事はその肩にあり。その名は霊 妙 なる義士、また大能の神、
まつりごと れいみょう ぎ し たい のう

とこしえの父、平和の君ととなえられん。その 政 事と平和とはまし加わりて
きみ まつり ごと くわ

限りなし。且つダビデの 位 にすわりてその国を治め、今より後とこしえに公
か くらい おさ のち

平と正義とをもてこれを立て、これを保ち給わん。万軍のエホバの熱心これ
たも たま ばん ぐん

をなし給うべし。
(32)

たも

（イザヤ書 9 章 1 節～ 7 節）

これは最もはっきりとクリスマスを預言している所であります。キリスト教は悩め
よ げん

る者、苦しめる者、貧しき者の宗教であります。これらの者に救いの希望と喜びと光
こう

明 とを与えるものであります。主イエスの御降誕 (33)により、このことが実現したの
みょう ご こう たん

でありまして、その故にクリスマスが喜ばしく楽しいのであります。今苦しんでい
ゆえ

る者が後には栄えをうくるのであります。
さか

私共の学園も貧しくて苦しみや悩みも多くあります。しかしこれも真の喜びと光 明
こうみょう

とを与えられる為の神の大いなる恩恵でありまして、後には必ず喜びと光 明 とが待っ
おお おん けい こうみょう

ております。7 月頃の様子ではクリスマスを迎える頃には経済的にも安定し多くの苦

労が取り去られるかと思われましたが、木工の方も石材採取の方も種々の障害の為に
もっ こう ほう せき ざい さい しゅ ほう しゅ じゅ

未だ経済的に安定するに至っておりません。しかし、苦しいながらも必要なものは与
いま いた

えられて、喜びと感謝の中にクリスマスを迎えることが出来ました。そしてこのクリ

スマスは更に大いなる御恩 寵 を期待させてくれるのであります。「今は苦しみを受く
おお ご おんちょう う

れども後には闇なかるべし」であります。多分今経済的に安定すると私共が安きに流
のち やす

れてしまって、進んで如何なる困難をおかしても神様の御用に立とうという気力がな
い か ご よう

くなるかもしれません。経済的安定に汚されないようになるまで、神様は安定するこ
けが

とを抑えておられるのかも知れません。いずれに致しましても神様がお護り下さい
おさ いた まも

Ⅶ
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ます。神様によりすがっているならば、人の掘った水溜まりでなく、活ける水の 源
た い みなもと

に連なっているならば（エレミヤ書 2 章 13 節）如何になりゆくとも安心であります。
つら い か

多額の基本財産を与えられるよりはるかに頼りになります。クリスマスを迎えまして

これまでお護り下さいましたことに対して感謝の念を深くすると共に、これからもお
まも

護り下さることを信じ、一層強く神様に依りすがるように致しましょう。
まも いっ そう よ いた

（「独立時報」第 2 号、1953 年）
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7-3-3 基督教独立学園の使命
キ リ ス ト

我は道なり、真理なり、生命なり、我によらでは誰にても父の御許に至るもの
ま こ と い の ち たれ み もと いた

なし。 (34)

（ヨハネ伝、14 章 6 節）

基督教は真理でありますが故に真理を求むる人は最後には必ず基督教の信仰に到
キリスト ゆえ キリスト

達致します。到達しませんのは、その人が真理を求むる熱意が少ないからであります。
いた

勿論、基督教の信仰のない人にも立派な人が沢山あります。信仰を表明している人よ
もち ろん キリスト たく さん

り多いかも知れません。しかし、それらの人々もなぜ信仰に至らないかをつきつめて
いた

みれば、真理を求むる心の不足に帰せざるを得ません。どんなに立派であってもどこ
き

かしら欠けたところがあります。知恵を愛する（フィロ・ソフィア）という 言 で、
ことば

その真理に対する熱情を示したソクラテスは、人は自己の力では絶対の真理をつかみ

得ない事を明らかにし、信仰を暗示しております。原子力利用をもってその偉大なる

成果を示している近代科学もその真理の相対性や、不確定性をもって信仰による真の
そう たい せい

真理を指し示しております。（これらの事は政池・鈴木共著の「科学と基督教」、本
まさ いけ キリスト

書 2-3「科学の本質と信仰」参照）。

宗教的要素の乏しい仏教の最高峰は何と言っても法然親鸞の 浄 土的信仰でありま
とぼ ほう ほう ねん しん らん じょう ど

す。哲学的には優れておりますが、信仰的要素の少ない仏教の 経 典の中から、よく
すぐ きょうてん

もあんな立派な信仰をつかみ得たかと感嘆にたえません。弥陀の慈悲は神の愛に近い
かん たん み だ

ものでありますが、神の正義が欠けております。それでなお一歩前進すれば、神の愛

と正義の調和である罪の赦しの十字架の福音に達するでありましょう。明治時代に法
ゆる ふく いん ほう

然 上 人の子孫の立石 岐 氏 (35)が基督教信徒になり、本願寺 (36) 中 興の祖 (37)ともいわれ
ねん しょう にん たて いしちまた キリスト ほん がん じ ちゅう こう そ

る、蓮如 上 人 (38)の子孫の亀谷 凌 雲牧師 (39)が現に富山で伝道しておられるのはこの事
れん にょしょうにん かめ がいりょううん

を証明しています。これらの方々は伝統に捉われないで法然親鸞の精神を発展させた
とら ほう ねん しん らん

のであります。このように人がほんとうに真剣に真理を求むるなら、そして神の完全

なる如く 全 からん
(40)

とする時には必ず十字架の信仰に至らざるを得ません。このよ
ごと まった いた

うに考えますと信仰を純粋に保つ一番よい道は、こわれ易い制度を支えるように種々
たも やす しゅ じゅ

な支 柱 を立てて保護することではなく、人々の真理を愛する心に委ねる事でありま
し ちゅう ゆだ

す。福音の広く伝えられた今日、真理を強く愛する所には必ず信仰が燃え上がります。
ふく いん こん にち

内村先生は信仰のなくなった教会の弊害の恐ろしいことを知って無教会主義を唱えら
へい がい とな

れました。

信仰を純粋に保つには、フィロ・ソフィックな、 即 ち知恵を愛する態度が一番大
たも すなわ

切であります。教会を信仰の母体とするより、真理を求むることを主眼とする学校を
しゅ がん
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信仰の母体とする方がよいと思います。真実に真理を求むる学校を信仰の母体とする

ことが果たして可能であるかどうか、信仰の腐敗をこれによって防ぐ事が出来るかど
ふ はい ふせ

うか、これを実証する事が我が基督教独立学園の使命の一つであります。基督教主義
キリスト キリスト

の学校は沢山ありますが、それはほとんど教会に附属したものであり、制度化された
たく さん ふ ぞく

教会の一つの機関であります。我らの学園は他に何等の支 柱 もない。ただ神にのみ
なん ら し ちゅう

頼って真実に真理を求むることを目的とするものであります。これが信仰の一つの在
あ

り方を示すなら、これは実に大いなることであります。真理と信仰との為に闘った先
かた おお せん

人の残した未完成の大事業を一歩でも完成に近づけることは大いなることでありま
じん おお

す。たとえ現世的には盛大にならずとも、これによって信仰の純粋を保ち得るなら、
たも

我が学園はその存在の使命を 全 うしたと言えます。私共学園に関係するものは職員
まっと

も生徒も何はできなくとも真実に真理を求めていくことだけはできなければなりませ

ん。妥 協 を排し、ごまかしを捨て、飽くまで真理に向かって真実に突進して参りま
だ きょう あ

しょう。かくするならば紆余 曲 折はあっても最後には必ず純粋の十字架の信仰に到
う よ きょく せつ

達します。

（「独立時報」第 3 号、1953 年）
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7-3-4 星を仰ぐ
あ お

Hitch your wheels to the star!(41)

汝 の車を星につなげ
なんじ

とは、Boys be ambitious!(42)と同じ意味のことをのべたもので、高貴な目的を持つ

ということであります。一秒に地球を七廻り半する光が届くのに、何年何万何億年と
まわ

かかるような遠方の星のことなど人間と何の関係があるかといえばそれまででありま
えん ぽう

すが、そしてこれは、勿論お金を儲けるのには役だちませんが、天文学程人類に大き
もち ろん もう ほど

な影響を与えている学問はありません。今日の文化の天文学に負う所は実に大であり
こん にち お

ます。人は目前のことばかり考えていては進歩が止まり、文化が 衰 えます。食うこ
め さき おとろ

と、飲むこと、儲けることのみ考えていては駄目であります。人間は時には、目を永
もう だ め

遠なるものに向け偉大なるものに向かって前進していってこそ人生の意味があるもの

です。星を見る天文学の最大の効用がこの点にあります。次に星の観測は 暦 の作成
こよみ

に必要欠くべからざるものであります。第三に星の観測は理論物理学 (43)の主なる実

験場であります。そこでは地球上では見られない何千万度の高温、何万気圧の圧力と

が見られます。宇宙の創造と進化の学問もおもしろいものであります。いずれにして

もこの意義深い星を見ることを、星にしたしむことを覚えましょう。

（「独立時報」第 6 号、1953 年）
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7-3-5 隅の首石 (44)
す み お や い し

「家造りらの捨てた石はこれぞ隅の首石となれる。これ主によりて成れるにて我ら
つく すみ おや いし しゅ な

の目には奇しきなり」 (45)（マタイ伝 21 章 42 節）と聖書にあります。これは大変大
くす

きな真理であります。イエス様は当時の学者、政治家、権力者達から無視せられまし

たが実は人類の救い主で在し給うたのであります。キリスト教が始まってその中心
いま たも

となったのはエルサレムの教会でありましたが、キリスト教が世界に広まる 基 をな
もとい

したのは、宗教的に言っては田舎であるアンティオキア (46)の教会であります。アン

ティオキア教会を根拠としてパウロの世界伝道が始められたのであります。世界の歴
こん きょ

史を見ますと同じようなことが沢山見られます。中心ではなくて辺 境 において、期
たく さん へんきょう

待せられた人によってではなくて無視せられた人によってこれまでほとんどすべての

偉大なることがなされました。日本にキリスト教が入りまして真の日本のキリスト教

の土台石となったのは北の涯
(47)

の札幌と西端の熊本、これは端ではありませんが横
ど だい いし がい せい たん はし

浜であります。そして札幌と熊本においては専門の伝道者によってではなくて学校の

教師として米国より招いた人によってであります。札幌農学校においてクラーク先生
アメリカ

は第一期生達
(48)

に「アンテオケ
(49)

教会となれ。」とよく申された由
(50)

でありますが、
よし

その理想の如く札幌より独立的信仰、形式や儀式によらないで、「神は霊なれば拝す
ごと

る者も霊と 真 とをもって拝する」真のキリスト教が始まりまして、75 年後の今日、
まこと き ょ う

日本を動かそうとして居ります。これらは家造りの捨てた石が隅の首石となった実
お つく すみ おや いし

例であります。我々の学校は最も辺ぴな所にあり、見すぼらしい学校で 誠 に家造り
まこと つく

らに捨てられた石であります。しかし、我等の心がけ次第でこれを隅の首石とするこ
われ ら し だい すみ おや いし

とが出来ます。我らが人に頼らず、神に依り頼む時は隅の首石となり新しき日本の土
よ すみ おや いし

台石の一つとなれるのであります。沢山の実例がこれを示して居ります。偉大なる
たく さん お

国家は偉大なる宗教の上に建設せられます。我らの果たさなければならない役割は非

常に大きいのであります。われらと同じ理想の学校が日本に沢山出来ることを祈って
たく さん

止みません。既に岡山県津山 (51)に出来ましたことをわれわれは見て参りました。こ
や すで つ やま

の叶水の地において高等学校が成り立ち得るなら日本中どんな山の中でも高等学校が
かの みず

成立し得ます。われらの学校が成り立って初めて真の教育の機会均等が可能になりま
きん とう

す。辺ぴであればあるだけ、小さければ小さいだけ大きな務めがあります。「隅の首石」
つと すみ おや いし

という 言 はわれらを非常に力づけ 慰 めてくれる 言 であります。
ことば なぐさ ことば

（「独立時報」第 8 号、1953 年）
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7-3-6 環境と教育と文明

秋と河

秋到る毎に余は河を思う。二個の大いなる河を思う。
いた ごと よ おお

その第一は石狩川なり、森深く水静かに、蔦は弓形をなして深淵を覆い、赤葉
いし かり がわ つた しん えん おお あか は

その下にたれて紅灯の幽暗を照すが如し。大魚流水に躍り、遠山その 面 に映
こう とう ゆう あん てら ごと たい ぎょ おど えん ざん おもて

る。余は幾回となく独りその無人の岸を 逍 遙し、
(52)

或 は葦の中に隠れて余の
よ いく かい ひと しょうよう あるい あし よ

霊魂の父と語りぬ。
れい こん

その第二はコンネチカット河なり。之をホリヨーク山上より望んで銀河の天
がわ これ

上より地下に移されしが如し。余はその岸に太古の鳥類の足跡を探り、 或 は
ごと よ さぐ あるい

楓樹の下に座し、 或 は松林の中に入りて、異郷に余の天の父と交わりぬ。
ふう じゅ あるい よ

静かなる秋と静かなる河！余はその岸に建てられし余の母校を忘るゝ事もあ
よ よ る

らん。然れども秋到る毎に、余に静かなる祈祷の座を 供 せし河を、余は死す
さ いた ごと よ き とう きょう よ

とも忘る能わざる也。（内村鑑三「所感十年」、1907 年（明治 40 年）10 月）
あた なり

これは環境が如何に人間形成に大きな影響を与えるかを力強く述べたものである。
い か

内村先生の育成にこの二つの河は札幌農学校や、アマースト大学よりも役立ったので

ある。天然の環境は、教育には経済的問題以上に重視されなければならない。現代の

日本人は特にこの事を忘れている様である。学校といえば都会にのみある。多分パチ
よう

ンコ屋のない所にある高等学校は我らの学校だけではあるまいか。天然の環境の中に

ある我らの学校の存在意義は大きい。ある西洋の学者が「地球上最も非生産的な所は

砂漠である。しかしアラビアの砂漠ほど生産的な所はない。」と言ったとの事である。

モーセも旧約の預言者の多くもアラビアの砂漠で独り祈り神の啓示に接したのであ
よ げん しゃ ひと けい じ

る。キリストも伝道の初めに荒野の試練を受けられた。パウロも回心した時にエルサ
あら の かい しん

レムに行かずにアラビアに行ったと聖書にある。マホメット教
(53)

もアラビアの砂漠

で始まったのである。今日の文明が物質的文明まで信仰に負うている事実を考えれば、
こん にち お

真にアラビアの砂漠はザール炭田地帯
(54)

よりも生産的であると言える。砂漠とまで
たん でん

行かなくとも、もっと人間は田園の中に生活すべきである。日本の文化に創造性のな
でん えん

いのは指導者等が深く考えることの出来ない都会に居り、深く考える事の出来る田園
お でん えん

には、考える力のない人々がいる為ではないか。鍬を持つ農民に高い教養を持たせる
くわ

というのが我らの抱いている夢である。この夢の実現の為に少しでも役立てば我らの
いだ

学校の目的は達せられたのである。我らの夢の実現する時に新しい文明が起こるであ

ろう。

（「独立時報」第 9 号 1953 年）
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7-3-7 新年の希望

どこを見ても嫌な事ばかりの世相である。平和憲法は無視せられている。再軍備が
せ そう

行われようとしている。国土は荒れ果てているのに保安隊 (55)等に無駄な金が費やさ
む だ つい

れている。日本の経済的基盤が非常にもろく今よりも危機が来そうである。アメリカ

が聖書にもっと従って共産主義を武力で弾圧する愚を止めれば世界の不安は除かれ
ぐ や のぞ

る、ソ連が共産主義にもっと確信を持ち、暴力によらなくとも成り立ち得ると考える

ようになれば第三次大戦の憂い
(56)

はなくなる。どちらを見ても心配になる事ばかり
うれ

である。この時に内村先生の「初夢」
(57)

を思い出す。

恩恵の露、富士山頂に降り、 滴 りてその 麓 をうるおし、溢れて東西の二流
おん けい つゆ くだ したた ふもと あふ

となり、其西なる者は海を渡り、 長 白山
(58)

を洗い、崑崙山
(59)

を浸し、天山
(60)

、
その ちょうはく さん こん ろん ざん ひた てん ざん

ヒマラヤ
(61)

の 麓 に灌漑ぎ、ユダの荒野に到りて尽きぬ。其東なる者は大洋を
ふもと みず そそ あら の いた その

横断し、ロッキー
(62)

の 麓 に金像崇拝の火を滅し、ミシシッピ
(63)

、ハドソン
(64)

ふもと きん ぞう すう はい めっ

の岸に神の聖殿を潔め、大西洋の水に合して消えぬ。アルプス (65)の嶺は、之
せい でん きよ ごう みね これ

を見て 曙 の星と共に声を放ちて謡い、サハラ (66)の砂漠は喜びて蕃紅の花の如
あけぼの うた さふ らん ごと

くに咲き、斯くて水の大洋を覆うが如くエホバを知るの智識全地に満ち、この
か おお ごと ち しき

世の王国は化してキリストの王国となれり。我れ睡眠より覚め独り大声に呼ば
ね む り ひと

わりて曰く、アーメン、然かあれ、聖旨の天に成る如く地にも成らせ給えと。
いわ し みこころ ごと な たま

これは信仰に入ってより 30 年間暗 誦 しつづけて来たものである。ここに雄大なる
あんしょう

構想をもって高貴なる理想が謳ってある。今までになかった新しい基督教的真理が日
うた キリスト

本に与えられて、これが全世界をうるおし、この世が神の聖旨に適う潔き所となり、
み む ね かな きよ

喜びが全世界に溢れるのである。現実は如何に悪しくとも、愛なる神を信ずる我等は
あふ い か あ われ ら

失望しないで大いなる理想を抱き高い夢を見る。神は必ず適当な時にこれを実現せし
おお いだ

めて下さる。「 己 の御子を惜しまずして我等すべての為にわたし給いし者はなどかこ
おのれ み こ お われ ら たま

れにそえて万物を我らに賜わざらんや」 (67)（ロマ書 8 章 32 節）である。美わしき国
ばん ぶつ たま うる

土が神の恩恵を 象 徴 している。法然、親鸞の如き宗教的天才が過去に出たことも希
おん けい しょうちょう ほう ねん しん らん ごと

望を与える。内村先生は形式に依らないで霊と 真 とをもって神を拝することを欧米
よ まこと

人が為し得ない程徹底せしめた。実は恩恵の露は既に降っているのである。これを日
な ほど てっ てい おん けい つゆ すで くだ

本に溢れしめ、全世界をうるおすことが後に続く我らの務めである。世は如何に暗黒
あふ つと い か

に覆われるとも新年に当たり我らは希望を新たにする。我らの学校がこの内村先生の
おお

初夢の実現に少しでも役立てば本望である。
ほん もう

（「独立時報」第 10 号、1954 年）
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7-3-8 卒業生 (68)を送る言
ことば

諸君はこの学校で多くの事を学びましたが、その中で最も諸君の一生に役立つもの

は聖書であります。このことは今は充分わからないかも知れませんが、諸君が社会に

出て生活していくに従ってよりはっきりわかって参ります。これから先、一生の間に

種々の困難に出合うことがありましょう。その時にそれを切り抜ける力を与えてくれ
しゅ じゅ で あ

るものは聖書であります。昔から数限りない人々が聖書によって力を得て苦難に打ち

勝って参りました。聖書の真理は実践してみて初めてわかるものであります。頭で考
じっ せん

えていたのではわかりませんが、実際に 行 ってみてこれが人生の大きな真理である
おこな

ことがわかります。イエス様が山上の垂訓の最後に
すい くん

さらばすべて我がこれらの 言 を聞きて行う者を岩の上に家を建てたる賢き人
ことば さと

になずらえん。雨ふり流れみなぎり、風吹きてその家をうてど倒れず。これ岩
かぜ ふ

の上に建てられたる故なり。すべて、我がこれらの 言 を聞きて行わぬ者は、
ゆえ ことば

砂の上に家を建てたる人になずらえん。雨ふり流れみなぎり、風吹きてその家
かぜ ふ

をうてば、倒れてその倒れはなはだし。
(69)

と言って居られます。これは大きな真理を容易な 言 で言い表したものであります。
お ことば

カントという哲学者は「実践理性批判」という本を 著 して難しくこのことを論じて
じっ せん あらわ

いますが、イエス様は誰にもわかり易く教えておられます。聖書の 訓 はその如く実
やす おしえ ごと

行してみて初めて力あるものであることがわかります。聖書に沢山の真理が述べてあ
たく さん

りますが、卒業生を送るに当たってその一つを申し上げます。聖書に「宝を天につめ」

ということをわかり易く教えてあります。「 汝 ら己が為に宝を地に積むな、ここは虫
やす なんじ おの

と錆とが損ない、盗人うがち (70)て盗むなり。 汝 ら己が為に宝を天に積め、かしこは
さび そこ ぬす びと なんじ おの

虫と錆とが損なわず、盗人うがちて盗まぬなり。」 (71)とあります。天に宝を積めとは
さび そこ ぬす びと

自己中心の生活をするなということであります。地に宝を積むことが自己中心の生活

であります。豊臣秀吉の如きは非常な才能を持っていて、その能力をすべて宝を地に
ごと

積むことに費やした人であります。非常な宝を地に積みましたが、そこは虫と錆とが
つい さび

損ない盗人うがちて盗む所でありました。その子の時にはすべてなくなってしまいま
そこ ぬす びと

した。秀吉程の才能はなくとも、つまらない人でも小さな宝でも、宝を天に積むなら
ほど

その 生 涯は 貴 いものであります。果たして世人
(72)

の大部分が考えている如く自己中
しょうがい とうと せ じん ごと

心の生活がいいのか、または聖書が教えている如く人の為、世の為、神の為につくす
ごと

宝を天に積む 生 涯がいいのか、これを諸君のこれからの 生 涯をもって実証していっ
しょうがい しょうがい

て欲しいと思います。諸君は宝を天に積む 生 涯を送ってこの事がいいのだというこ
しょう がい
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とを実証して欲しいと思います。これを実証する 生 涯は実に 貴 い 生 涯であります。
しょうがい とうと しょうがい

（「独立時報」第 12 号、1954 年）
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7-3-9 罪の本質

5 月 1 日に我らの間に盗難事件が起こった。盗難の難の字は、普通の盗まれた災難
とう なん とう なん さい なん

の意味ではなく、盗みという罪が我らの間に入って来た為の苦難の意味である。係り

の者の不注意からではあったが、生徒自治会の金千余円 (73)がなくなった。我ら全員
きん よ

の心痛は言いようがなかった。千余円の金は惜しくはないが、罪が我らの間に入り込
しん つう よ お

んだことは実に恐ろしいことである。5 月 3 日の予定だった米沢の山形大学工学部見
よね ざわ

学も中止しなければならないと決心した。しかし特別に団体割引の処置をしてくれた

駅に対して中止することが出来ないので、全員買い物はしないこと自由行動をとらな

いことにして見学は実行した。5 月 4 日には一同してヨハネ伝 8 章の姦淫の折捕らえ
かん いん おり

られた女とイエス様の話の所を読み、我ら一同等しく罪人であり、罪を犯した人を石
つみ びと

で打つ資格のないこと、我らは罪は憎むが罪を犯した人を憎んではならないことを思

い起こした。罪を犯した人が神の御前に罪を犯したのであることを悟り、罪の恐ろし
み まえ

さを知り、神の御前に悔い改めることを祈った。まことに人々が罪を犯さなかったの
み まえ く

は神の恩恵によるのであった。その日はなくなった時の事情を明らかにするために生
おん けい

徒一人一人と話し合いをした。罪を犯した人を責めることは出来ないが、罪をうやむ
せ

やにしてはならないからである。罪を犯したと申し出る者はなかった。5 月 5 日の休

日の後、これ以上悪魔につけ込まれない為に、各人が「誰が盗ったろう」というよう
かく じん と

なことは話し合ったり考えたりしないように注意し、罪を犯した人が人には恥ずかし

くて申し出られなくとも、神の御前に悔い改めるよう要望し、この問題を祈りによっ
み まえ く

て解決することにした。罪を犯したことは恐ろしいことであるが、これによって神の

御前に砕けたる悔いし 心 を持つことが出来るようになれば、この苦難が却って恩恵
み まえ くだ く こころ かえ おん けい

の基となるのである。「健康なる者は医者を要せず、ただ病める者之を要す。我は正
もと よう これ よう

しき者を招かんとにあらで、罪人を招かんとて来たれり。」(74)と 仰 ったイエス様は砕
つみ びと おっしゃ くだ

けた 魂 を持つ者を喜んで迎えて下さる。我等一同この不幸により、改めて一層深く
たましい われ ら いっ そう

罪の何たるかを知り、イエス様に一層よりすがることを学ばなければならない。砕け
いっ そう くだ

た 魂 を持つことが出来ることは何物にも優って 貴 い事である。生徒自治会の発案
たましい なに もの まさ とうと

で投書箱を作り、全生徒に紙片を渡し全員が朝登校の際それに紙片を入れることにし、
し へん し へん

盗った人はその時一しょに盗った金を入れて貰うことにした。その結果、金も出て来
もら

て、かつ盗った人が深く罪を悔い改め、神に赦しを願っている旨を紙片に記して居っ
く ゆる むね し へん お

たので、我等は悪魔に勝ち得たことを知り一安心した。このようにしてこの不幸な事
われ ら

件も我等一同に罪の本質を一層強く知らしめるようになり、恩恵の基となることがで
われ ら いっ そう おん けい もと

きた。

しかしこれだけで問題は解決されなかった。それより約半月たって、ある集落
(75)
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において誰々が盗ったのであるという 噂 が出て、それを知った 噂 の当人が泣いて
うわさ うわさ

口惜しがった。確かな証拠もなくして人の心を傷つける如き 言 を語ることは恐ろし
く や ごと ことば

い罪である。金を盗むより遥かに大きな罪である。金がなくなった損害はたかが知れ
はる

たものであり、また 償 うこともできる。しかし人の心を傷つける事はより深刻であ
つぐな

り、また 償 いようがない。それにも 拘 わらず人は金を盗む罪が人に知られることは
つぐな かかわ

恐れるが、人の心を傷つける罪は平気で人前で犯す。人の悪口を言う罪は多くの人が

犯しているから平気で居られるのであろう。しかしいくら他の多数の人が犯してい
い

るからと言ってもその罪の軽減にはならない。罪は絶対的なものである。群集心理 (76)
けい げん

に惑わされて罪の意識をにぶらせてはならない。
まど

噂 をしたのは我らではないが、その 源 は我らであるから、もっと言動に注意し、
うわさ みなもと

罪に対してもっと真剣にならねばならない。なおまたこれより半月程してまた別の
ほど

誰々が盗ったのであろうという 噂 が同じ集落で起こった。このような罪は日本の社
うわさ

会に深く根を下ろしているものである。日本人は良心によって道徳を維持しないで、

恥とか外聞とかによって道徳を維持していると言われているが、情けないことである。
はじ がい ぶん

これが日本に福音が伝わり難い最大の原因である。自分が罪を犯さないのに 誤 って
ふく いん がた あやま

批難されることはそれ程口惜しくはないものである。神が見てい給い、いつかは潔白
ひ なん ほど く や たま けっ ぱく

なことを明らかにして下さる。人に知られずとも罪を犯したことは恐ろしいことであ

る。人にかくすことが出来ても神にかくすことは出来ない、神の御前に罪を犯すこと
み まえ

の恐ろしさをもっと深刻に悟らなければならない。そして砕けたる悔いし心を持たな
くだ く

ければならない。その時に罪の赦しの十字架の福音が我らに光 明
(77)

を与える。
ゆる ふく いん こうみょう

（「独立時報」第 13 号、1954 年）
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7-3-10 最も貴いこと
とうと

霊的に最も 貴 いことはこの世的に最も卑しいことをすることである。イエス様も
とうと いや

「異邦人の君と認めらるる者の、その民を 宰 どり、 大 なる者の民の上に権をと
きみ つかさ おおい けん

ることは 汝 らの知る所なり、されど 汝 らの中にては然らず、かえって 大 な
なんじ なんじ しか おおい

らんと思う者は 汝 らの役者となり、 頭 たらんと思う者はすべての者の 僕 と
なんじ えき しゃ かしら しもべ

なるべし、人の子の来れるも仕えらるる為にあらず、かえって仕うることをな
きた つか つか

し、また多くの人の贖償として己が生命を与えん為なり。」
(78)

あがない おの い の ち

（マルコ伝 10 章 42 節～ 45 節）

と 仰 っている。人に仕えること、人の嫌がる仕事を為すことが真に 貴 いことであ
おっしゃ つか な とうと

る。「後世への最大遺物」の中にマウント・ホリヨーク・セミナリーの事が書かれて
こう せい い ぶつ

ある。メアリー・リヨン
(79)

という先生が居って「他人の行くことを嫌う所へ行け、
お

他の人の嫌がる事を為せ。」
(80)

と教えたので立派な女学校になったのである。
な

人は楽なこと、きれいなことをしたがり、なお自分ですることを嫌い、人に奉仕さ

せたがる。王侯
(81)

貴族はこのようにするが、決して 貴 いことではなくかえって卑し
おう こう とうと いや

いことである。人に卑しめられること、嫌がることを為すことの方が 貴 いことであ
いや な とうと

る。アッシジ (82)の聖人フランシス (83)の 生 涯が王侯貴族の 生 涯より貴く美わしいので
しょうがい おう こう しょうがい うる

ある。私に一つの望みがあった。それは我らの学園において最も嫌がられる仕事を自

分でしたいというのであった。学校の出来る前は牛の肥出し
(84)

は大抵私がして居っ
こえ だ たい てい お

た。汚いと思ったのは初めだけで、やって見ればそれ程嫌な仕事でなかった。むしろ
ほど

きれいに積み上げるにはどうしたらいいか等と工夫しながらやると楽しいくらいで

あった。しかし高等学校が始まってからは学校運営の為に身心ともに忙しくなってそ

の望みが果たされないでいる。しかし 幸 いなことにこの希望が別な形で満たされて
さいわ

いる。

これは楳子先生 (85)が毎朝便所の掃除をして下さっていることである。楳子先生は
うめ こ うめ こ

我が学園の最年長者でいらっしゃり、最も尊敬される方である。その楳子先生が一番
うめ こ

卑しいと思われる事をして下さることは、私達の理想が何であるかを最もよく現わし
いや

ている。楳子先生にしていただいてはもったいないと一時生徒が受け持ったことがあ
うめ こ

るが、またいつの間にか楳子先生の御仕事になってしまった。楳子先生の 貴 い御奉
うめ こ お うめ こ とうと ご

仕により、一同に何が 貴 いかが真実にわかり、皆が卑しめられる仕事を先を 争 って
とうと いや あらそ

するようになりたいものである。

（「独立時報」第 15 号、1954 年）
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7-3-11 新年を迎えて

新年おめでとう、と言うけれど一体どういう意味でめでたいのであろうか。年少の

者であるならば、完成の時期にだんだん近づいて行くのであるからおめでとうといえ

るけれども、一人前になってしまうと新年が来ても少しもめでたくない。人間は一生

かかって完成するものであるとしても、次第に人生の終わりに近づいて行くことは淋
し だい

しいことである。一 休 和 尚
(86)

は新年に骸骨を杖の頭につけて「門松は冥土の旅の一
いっきゅう お しょう がい こつ つえ かど まつ めい ど いち

里塚、目出度くもあり目出度くもなし」
(87)

と言って、町を歩いて廻ったとのことで
り づか め で た め で た まわ

ある。何の考えもなく、新年だといって楽しむ人々への警告である。来世の信仰がな
らい せ

いならば 誠 に新年はめでたくない。一年一年と滅亡の淵に向かって進んで行くので
まこと めつ ぼう ふち

ある。復活、来世、天国の信仰があるならば新年はほんとうにめでたいものとなる。
らい せ

一年一年とその美わしい天国へ近づくのである。理想の岸辺に進んで行くのである。
うる きし べ

一年一年が天国へ行く為の準備となるのである。この世の人生の終わりが近づいても

淋しいどころではなく、一層希望に燃えるのである。新年を真にめでたいものとする
いっ そう

ものは天国の信仰である。讚美歌の There's a land that is fairer than day(88)（日

本語訳「はるかにあおぎ見る」、488 番）の如くである。新年を迎えてこの信仰を一層
ごと いっ そう

強く掴む年でありたいものである。
つか

（「独立時報」第 16 号、1955 年）
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7-3-12 実践してわかる真理
じ っ せ ん

それでわたしのこれらの言葉を聞いて行うものを、岩の上に自分の家を建て

た 賢 い人に比べることができよう。雨が降り、洪水が押し寄せ、風が吹いて
かしこ

その家に打ちつけても倒れることはない。岩を土台としているからである。ま

たわたしのこれらの言葉を聞いても行わない者を砂の上に自分の家を建てた愚

かな人に比べることができよう。雨が降り、洪水が押し寄せ、風が吹いてその

家に打ちつけると、倒れてしまう。そしてその倒れ方はひどいのである。

（マタイ伝 7 章 24 節～ 27 節）

イエス様は重大なことを大変わかり易い言葉でいつも 仰 る。この世の学者はつま
やす おっしゃ

らないことを難しく言う。難しいことを言えば何か偉いように考える。しかし深い真

理をやさしい言葉で言い表すのが真に偉いのである。道徳的なこと信仰的なことは実
じっ

践して初めてほんとうだとわかるものであることをどんな無学な人にもよくわかるよ
せん

うにこの譬えを 仰 った。この譬えの含む深い意味を理解するなら最も難しい哲学を
たと おっしゃ たと

理解することに等しい。カントは「実践理性批判」と「純粋理性批判」という二つの
じっ せん

大変難しい大きな本を書いてこのことを明らかにしたのであるが、イエス様はこんな

に誰にもよくわかるやさしい言葉ではっきりと教えられた。このような所にイエス様

が人間業ではない御 力 を持って居られることが現われている。神様がいらっしゃる
わざ み ちから お

かどうかはいくら考えてもわからない。しかし、いらっしゃるとしてこの人生を生き

ていくなら、確かに活ける神が全宇宙を支配してい給うて、我らを護っていてくだ
い たも まも

さることがわかるのである。イエス様はこの譬えの前に大変美わしい道徳を教えられ
たと うる

たが、これが皆真実であることは実行してみてよくわかるのである。イエス様は悲し
みな

む者は幸福なり (89)と 仰 ったが果たしてそのとおりかどうか、それは悲しみに出会っ
おっしゃ

て神様に 慰 められたことのある人は、イエス様のこの御言葉が生きた真理であるこ
なぐさ み

とを知るのである。真理がわかるには実行してみる必要がある。我々はもっと 真 と
まこと

思うこと、正しいことを実行しなければならない。私共のまわりには真理が余り実行
あま

されていない。実社会ではそうはいかないといって正しいことを実行しない。今日の
こん にち

日本の 病 弊 (90)はここにある。
びょうへい

真 なること正しいことを実行しないでもいいと考えている人が多い。正しいこと
まこと

が実行されないために、日本の国がだんだん困難に 陥 って行く。少なくとも私共だ
おちい

けでも実行しなければいけない。なすべきことは必ず実行することが大切である。

（「独立時報」第 17 号、1955 年）
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7-3-13 卒業生 (91)を送る辞
じ

諸君はこの三年間に多くのことを学びました。それらは諸君がこれからの人生を生

きていく上に大いに助けとなるでありましょう。しかしその中で最もいいものは信仰

であります。このことは今ははっきりわかりませんでしょうが、これから年をかさね

ていくに従ってだんだんわかって参ります。詩篇 19 篇に「之を黄金にくらぶるも、
へん へん これ こ がね

多くのまじりなき黄金にくらぶるもいや増さりてしたうべく、之を蜜にくらぶるも蜂
こ がね これ はち

の巣のしたたりにくらぶるもいや増さりて甘し。」
(92)

とありますが、 誠 に人生の経験
まこと

をつんだ人が信仰の真によいものであることを体験し、その良さを何といっていい表

わしたらいいかわからない、何と言い表わしても表わしきれないというその心持ちが

よく表われて居ります。普通に想像し得る最もよいものをならべてみて、それらよ
お

り遙かに優ったよいものだと申して居ります。今日の人々が求むるもの、富とか地
はる まさ お こん にち

位とか才能とかいうものも人を真に幸福にするものではなく、これらが人を幸福にす

る程度はたかが知れたものでありまして、これを苦心して得た人々が一様にそのつま
いち よう

らないものであることを述べて居ります。それにくらべて信仰は遥かにしたわしい
お はる

ものであります。

人生は悩み多きものであります。富も地位も才能も決してこの悩みを取り去っては

くれません。これを取り去ってくれる、苦難に打ち勝たせてくれるものは信仰より他

にありません。昔からどれだけ多くの人が信仰によって苦難に打ち勝って来たかわか

りません。悩みや苦しみの最大のものは 己 の弱さから来て居ります。人間というも
おのれ お

のは弱いものであります。強そうに見えて居って案外弱いものであります。外から
お

来る悩みや苦難は大したものではなく比較的容易に打ち勝つことが出来ます。自己の

弱さから来る悩みや苦しみが最も強いものであります。この時に神に依りすがり、神
よ

に強くして貰うのが信仰であります。そして神に頼り強くなる時に、人は初めて真に
もら

強くなることが出来ます。どんな人間的に強い人より遙かに強くして貰えます。意志
はる もら

の弱い意気地なしが神に強くせられて立ち上がる時に、人間的などんな強さにも優っ
い く じ まさ

て強くなります。誠 に「神の愚かさは人よりも 賢 く、神の弱さは人よりも強いから」
まこと かしこ

（コリント前書 1 章 25 節）であります。自己の弱さを知り神に頼りすがることを知
ぜん しょ よ

る為なら弱いことが却って神の恩恵であります。
かえ おん けい

これから諸君は人生を生きていくに当たって多くの悩みや苦しみに出あうでありま

しょう。そして自己の無力を弱さを心からなげく時が必ずあると思います。その時に

どうか神に依りすがり、神に強くして貰って下さい。そして信仰が如何に黄金よりも
よ もら い か こ がね

したわしく蜜よりも甘いかを体験して下さい。諸君が悩みの時に神によりすがること

を忘れずにいてくれるならば、安心して諸君を社会に送り出すことが出来ます。使徒
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パウロがエフェソ (93)の長老をミレトス (94)に呼んで別れを告げた時の言葉が、そのま

ま私の諸君への 餞 の言葉であります。
はなむけ

だから目をさましていなさい。そして私が三年の間夜も昼も涙を以てあなたが
もっ

たひとりびとりを絶えずさとして来たことを忘れないで欲しい。今私は主とそ

の恵みの 言 とにあなたがたをゆだねる。御言にはあなたがたの徳をたて、聖別
ことば みことば せい べつ

されたすべての人々と共に、御国をつがせる力がある。
み

（使徒 行 伝 20 章 31 節～ 32 節）
し と ぎょうでん

そして御言のうちでも特に先に掲げました「神の愚かさは人よりも 賢 く、神の弱さ
みことば かか かしこ

は、人よりも強いからである。」という 言 をなおもう一度卒業に当たり諸君におくり
ことば

ます。

（「独立時報」第 18 号、1955 年）
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7-3-14 新入学生 (95)を迎えて

今年は一年に 17 名、二年に 4 名の新入学生を迎えて生徒総数は 43 名になりました。

職員も五十嵐佐恭先生 (96)と今野利介先生 (97)に参加していただくようになりまして全
い が ら し さきょう こん の とし すけ

部で 9 名になり、次第に陣容が整って参りまして喜ばしく思います。
し だい じん よう

新入生諸君の中には信仰を求めて来た人もありますし、卒業後就職の世話をよくし

て貰いたい為の人もあります。また遠くの高等学校へ行けないからという人もあり、
もら

いろいろであります。けれどここで学ぶものの中で一番よいものは信仰であります。

信仰は強制すべきものではありませんから強制は致しませんが、少なくとも人生とい
いた

うものを深く考えて、私たちは如何に生くべきかということをしっかり握って卒業し
い か い

て貰いたいのであります。校舎も掘立て小屋のようなものであり、設備も不完全で職
もら ほっ た

員の数も少ない、見すぼらしい学校でありますが、何か取り柄があるとすれば、基督
と え キリスト

教に基づく宗教教育を自由に 施 し得るという点にあります。この学校の卒業生の就
もと ほどこ

職率がいいと申しましても、真面目であって役に立つと思われるからであります。何
ま じ め

でもかんでもこの学校の卒業生であればいいというのではありません。勉強して三年

間に所定の単位を習得すれば、卒業証書は差し上げますが、それだけではなくこの学

校の精神をつかんで欲しいのであります。紙に書いた卒業証書でなくて、心の中の紙

に書かれた真の卒業証書を持つようになって欲しいのであります。聖書に

わたしたちの推薦状はあなたがたなのである。それはわたしたちの心にしるさ
すい せん

れていて、すべての人に知られかつ読まれている。そしてあなたがたは自分自

身がわたしたちから送られたキリストの手紙であって、墨によらず生ける神の
すみ

霊によって書かれ、石の板にではなく人の心の板に書かれたものであることを、

はっきりあらわしている。

（コリント後書 3 章 2 節～ 3 節）
こう しょ

とあるようになって貰いたいのであります。その為に入学の始めからその心掛けで勉
もら が

強して欲しいのであります。

（「独立時報」第 18 号、1955 年）
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7-3-15 基督教主義私立学校の使命
キ リ ス ト

教育の普 及 ということは日本の善い特長の一つである。米国の兵士の中には文字
ふ きゅう よ アメリカ

の読めないものがあるということを知って、敗戦後すべての点で引け目を感じている

多くの日本人は、教育だけは米国に優っていると考え、これを唯一の誇りにした。し
アメリカ まさ

かし私はこれも誇りにはならないと思う。というのは普 及 はしているけれど効果が
ふ きゅう

それ程あがっていないからである。教育の効果は上級学校進学率や就職率では定めら
さだ

れない。高い文化を築き上げることが出来るかどうかによって定まる。総合的に見て
さだ

米国の方が文化が高いことは否定できない。それ故日本の教育は普 及 はしているが、
アメリカ ほう ゆえ ふ きゅう

質が劣って居って効果があがらないということになる。従って日本の教育も誇りに
おと お

はならない。

日本の教育が劣っている最大の原因は、日本の教育が明治以来主として官公立学校
おと かん こう りつ

(98)によってなされた為である。教育者が同時に 己 の出世を念願とする官公吏であっ
おのれ かん こう り

ては正しい教育が出来る筈がない。勿論官公吏である教育者の中にも立派な人はい
はず もち ろん かん こう り

る。十数年前に亡くなった私の知っているある先生は、当時の北小国村 (99)に 20 年以
お ぐに

上居られて、「自分が教えた生徒のその子供を教えている。出世出来るからといって直
お すぐ

に他へ移りたがるのは教育者としての最大の喜びを捨てることである。」といって居っ
お

た。しかしこういう方は例外であって、山間の僻村の校長は普通二年で転任する。生
かた さん かん へき そん

徒の為の教育ではなくて教育者が上司に認められる為の教育を行っている。研究授業

やその他の教育研究が盛んに行なわれるけれども、それらは多くは世間から認められ
せ けん

る為の研究である。実質はともかく、外形を整えて外から見て立派らしく見えるよう

努める。これでは真の教育は出来ない。戦後多くの教育研究がなされたにも 拘 らず、
つと かかわ

今日学力低下が問題になっているのはこの為であると考えられる。
こん にち

教育は人格と人格との接触である。真の教育は愛を通して行われる。真の教育は教

育の使命を自覚してこれに献身する教育者によって初めて行われる。官公立の学校で
けん しん かん こう りつ

は例え使命感をもって教育を始めたとしても、現在の官公吏の立場上これを守り通す
たと かん こう り

ことは困難である。私立学校でも経営者との間に同様な事が生ずることはあり得るが、

官公立学校より遥かに教育の独立を保ち易い。それ故よい私立学校が沢山出来るこ
かん こう りつ はる たも やす ゆえ たく さん

とが日本の教育を建て直す為に是非必要である。ここに私立学校の使命がある。
ぜ ひ

なお私立学校では自由に宗教教育が行える。宗教教育の必要は誰も認めているがこ

れが十分に出来なかった。新憲法になってから特に出来ないが戦前でも問題であった。

昭和の初め頃特に宗教教育の必要が叫ばれたがどうすることも出来なかった。米国で
ごろ アメリカ

は家庭や教会で宗教教育が行われているから困らないが、日本ではそうは行かない。

高い文化は宗教の基礎がなければ築かれない。教育の根底にどうしても宗教が必要で
こん てい
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ある。ソ連や中共 (100)の文化も宗教を取り入れないなら、いくら現在立派に見えても、

やがて行き詰まるであろう。宗教教育を自由に行える私立学校の使命は大きい。
づ

宗教教育というだけならどの宗教でもいい筈である。けれどもそれは高い文化を
はず

創造し得るものでなければならない。また教育者に真に人間を愛する愛を与えるもの、

教育の使命を自覚させてこれに献身せしめるものでなければならない。それは「神が
けん しん

このように私達を愛して下さったのであるから、私達も互いに愛し合うべきである。」

といって、神の愛に励まされて愛する事が出来るようにしてくれる基督教以外にはな
はげ キリスト

い。ペスタロッチが重んぜられる理由である。ペスタロッチの研究が盛んであるが彼

の信仰を無視したペスタロッチの研究くらい、無意味なものはない。外形は貧しくと

も我らの基督教独立学園の使命は大きい。
キリスト

（「独立時報」第 19 号、1955 年）
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7-3-16 卒業生 (101)を送る辞
じ

卒業生諸君は三年間の勉学を卒えてこれから現実の世の中に出ようとして居りま
お お

す。これまでは準備の時代でありましたが、これからは実際に人生を活き抜いて行く
い

のであります。これまでは「天に宝を積め」ということを習って参りましたがこれか

らはその天に宝を積むことを始めるのであります。今諸君はこれから天に宝を積む一
いま

生を送ろうか、地に宝を積む一生を選ぶかという問題にぶつかって居ります。神と
お

富とに兼ね仕えることはできません。どちらか一つを選ばなければなりません。神に
か つか

仕える天に宝を積む 生 涯を選ぶか、富に仕える地に宝を積む 生 涯を選ぶかという分
つか しょうがい つか しょうがい

かれ道に立っているのであります。多くの人の考えるように眼前の利益を求めてあく
がん ぜん

せくし、地に宝を積むことに一生懸命になるか、またはそういう生活の愚かであるこ

とを知って、神の御用に立つ、人と神とに奉仕する天に宝を積むことに一生懸命にな
ご よう

るか、これを実際に決めなければなりません。

日本の教育の欠点は真理を余り重んじないことであります。ほんとうはこうである
あま

が実際の世の中ではそのとおりにしなくてもよいといって真理を少しまげても構わな

いように教育致します。嘘を言っては悪いことはどこでも教えます。けれども実際の
いた うそ

世の中に出たら嘘も方便で言わなければならなくなっても仕方がないと教えます。そ
うそ

の為に日本の国が今日のような困難に出会っているのであります。聖書に「わたした
こん にち

ちは真理に逆らっては何をする力もなく、真理に従えば力がある」とありますが、全

く真理に逆らっては何も出来ません。真理を少しでも外れたら事は 成 就致しません。
じょうじゅ いた

自然科学ではこの事が直に結果として現われますけれど、社会においては短い期間で
すぐ

は、はっきりと現われません。その結果がはっきりするのには長い期間が要ります。
い

それで真理から外れてもやって行けるように考えますが、世の中のことでも例外では

ありません。真理から外れると駄目になります。ただ短期間に現われないのでやって
だ め

行けるように見えるだけであります。自然科学者の中に比較的正しい人が多いのは、

真理から外れたら何も出来ないことをよく知らされるからであります。真理の 貴 さ
とうと

を悟るからであります。

諸君はこれまで習った真理がほんとうに 貴 いものであることを身をもって経験す
とうと

るのであります。天に宝を積むことがほんとうに 貴 いのだということを 生 涯を賭け
とうと しょうがい

て知るのであります。天に宝を積む生活を送ってやはりこれでよかった、種々迷うこ
しゅ じゅ

ともあったがやはりこの方が真理だったと喜ぶか、または地に宝を積む 生 涯を送っ
しょう がい

て、初めはこれでなければやって行けないと思ってこの道を選んだがやはりつまらな

い 生 涯だった、我が一生は空の空なるもの
(102)

であったと後悔するか、いずれにして
しょうがい くう くう

もこれからの一生を賭けて体験するのであります。
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この重大な時期に当たってどうか三年間学んだことを活かし、真理に従う一生を
い

送って下さい。天に宝を積む 生 涯が地に宝を積む 生 涯より真理に適ったものである
しょうがい しょうがい かな

ことをこれからの諸君の 生 涯によって実証して下さい。そして今私共の周囲に溢れ
しょう がい いま あふ

ている、真理から外れても構わないという 誤 った考えを少しでも正しくするように
あやま

諸君の 生 涯をかけて闘って下さい。神の御守りによって強くせられ、 賢 くせられ、
しょうがい お まも かしこ

必ずこのことが出来ると確信致します。
いた

あなたがたは自分のために虫が食い、さびがつき、また盗人らが押し入って盗
ぬす びと

み出すような地上に宝をたくわえてはならない。むしろ自分の為に虫も食わず

さびもつかずまた盗人らが押し入っても盗み出すこともない天に財をたくわえ
ぬす びと

なさい。

（マタイ伝 6 章 19 節）

だれも二人の主人に兼ね仕えることはできない。一方を憎んで他方を愛し、あ
か つか

るいは一方を親しんで他方をうとんじるからである。あなたがたは神と富とに

兼ねつかえることは出来ない。
か

（マタイ伝 6 章 24 節）

（「独立時報」21 号、1956 年）
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7-3-17 創立記念式（第8回）

今日第八回創立記念式を行う事が出来ることは大いなる喜びであり感謝である。こ
おお

の小さな学園が八年余り続いて来たのであって、多分これからも主の御腕に護られて
あま しゅ み うで まも

続けて行くことが出来るであろう。 誠 に「私たちの目には不思議に見える」ことで
まこと

ある。多くの困難はありましたがすべてこれらに打ち勝って来ることが出来た。先生

方には全く現世的幸福を犠牲にして耐乏生活
(103)

をしていただいた。これが学園を今
ぎ せい たい ぼう

日まで続けることが出来た最大の力である。全く感謝の外はない。また多くの信仰の
ほか

友人達が祈って下さっている。全能の神に祈って下さるに優る援助はない。多くの祈っ
まさ

て下さる方々があることは、巨額の基本財産を持つことより有り難いことである。こ
あ がた

の意味で私達の学園は最も幸福な学園の一つである。

しかし何と申しても私共の学園が神と人とにお役にたつものでなければ存在の価値

がない。存在の価値のないものはいくら先生方に耐乏生活をしていただいても、また
たい ぼう

多くの方が祈って下さってもつぶれてしまう。存在の価値のあるものはいくらつぶそ

うとしてもつぶれるものではない。この世の中に必要なものなら必ず存続するもので

ある。それでこの学園を続けて行くのに最も大切なことは生徒諸君が立派な人間に

なって、神と人とのお役に立つものとなることである。世の中に必要なものとなる事

である。内村先生の墓碑銘 (104)がそのまま私達の精神でなければならない。
ぼ ひ めい

I for Japan ; 私は日本の為

Japan for the world ; 日本は世界の為

The world for Christ ; 世界は基督の為
キリスト

And All for God. そして万物は神の為
ばん ぶつ

(6 月 27 日、創立記念式にて)
(105)

(「独立時報」第 22 号、1956 年）
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7-3-18 起工式 (106)
き こ う し き

エホバが家を建てられるのでなければ、

建てる者の勤労はむなしい
きん ろう

エホバが町を守るのでなければ

守る者のさめているのはむなしい。

あなたがたが早く起き、遅く休み、

辛苦のかてを食べることはむなしいことである。
しん く

エホバはその愛する者に、眠っている時にも、

なくてはならぬものを与えられるからである。
(107)

（詩篇 127 篇 1 節～ 2 節）
へん へん

世の中には式が沢山ある。結婚式とか葬式とか種々ある。しかし大抵形式に流れて
たく さん そう しき しゅ じゅ たい てい

しまって、ただその気分に浸るという程度で満足している。これではならないと思う。
ひた

私共はする以上は意義のあるものにしなければならない。

起工式というならば起工するまでに到ったことに対する感謝と、これから順調に進
き こう き こう いた しん

捗 (108)するようにとの祈願でなければならない。
ちょく き がん

多くの方々の愛によって起工するようになったことは 誠 に大きな感謝であって、
き こう まこと

これによって示された多くの方々の愛を神が嘉し、千倍し万倍し報い給わんと心か
よみ むく たま

ら祈る。

また詩篇の 127 篇の 言 の通り神がなさって下さるのでなければ、如何に人間的の
へん へん ことば い か

力の限りをつくしてもそれは無駄である、神が私達を通してなさってくださるのであ
む だ

れば私共は如何に不完全であっても必ずうまくいく。神がなさるということは、私共
い か

が神の御心に叶う如く為すことである。潔く正しくすべてのことを為すことである。
み かな ごと な きよ な

そうしなければ家を建てるのでも国を守るのでも無駄である。
む だ

正しくなくとも栄えるものがあるではないかという方もあるかも知れない。しかし
さか

これは目先のことしか見ていない考えであって、少し長い眼をもってみればいかに

旭
(109)

の昇るような勢いであっても、正しくないものは思いの外早く倒れることがわ
あさひ のぼ ほか

かる。やはり聖書の教えは真理である。これから外れては滅びるより外はない。
ほろ ほか

私共この起工式に当たりこの聖書の 言 を胸に刻み、すべてを神の御心に叶うよう
き こう ことば み かな

に、潔く正しく為して行く決心を新たにしなければならない。これが本当の起工式の
きよ な き こう

意義である。

（「独立時報」第 22 号、1956 年）
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7-3-19 矢内原先生講演会 (110)の時の挨拶
あ い さ つ

取るに足らない小さい私共の学校の為に、沢山の方々が御好意を示して下さいまし
たく さん

て、新しい校舎が建築出来るようにしてくださいましたことは、 誠 に有り難いこと
まこと あ がた

でございまして心から感謝致します。そしてその記念の為に矢内原先生を山形市にお
いた や ない はら

迎えして講演会を開いてくださいまして 誠 に有り難うございます。
まこと あ がと

私共は教育技術は下手で、また設備も不完全でありますが、ただ一つ誇ることの出

来ますことは、宗教教育が自由に出来ることであります。信仰なくしては真の教育は

出来ません。宗教教育の必要はいつの時代でも強く感ぜられて居りますが、日本の
お

現状では不可能であります。昭和の初め頃も強く叫ばれましたが、何も成果をあげる

ことは出来ませんでした。このことを考えますと、自由に宗教教育の出来ます私共の

学校の存在は意味があると信じます。そしてその特長を一層活かすことが多くの方々
いっ そう い

の私共に示された愛に応える道であると信じます。
こた

教育は真理を教え、真理に従って生きるように導くことであります。しかし日本の

学校では真理は教えますけれど真理に従わなくともいいような教え方を致します。正
いた

直にしなければいけないことは教えます。けれども世の中はそうばかりは行かない。

政治家は嘘を言ってもいい。商人は嘘を言わなければやって行けないと教えます。敗
うそ うそ

戦の苦痛と、屈 辱 とはこの為であります。滅びないのは神の恩恵によります。
くつじょく ほろ おん けい

矢内原先生は単に大きな大学の総長でいらっしゃるというだけでなく、ある意味で
や ない はら

日本の精神的支 柱 であります。日本を真理に従わせる重き職務を持って居られます。
し ちゅう お

元来大学は国民に真理を示し、真理に従わせる為のものであります。その先生を山形
がん らい

にお迎えし、小さな学校の為の記念講演を御願いするのは、先生を 私 する (111)きら
お わたくし

い (112)がないでもありません。しかし私共が先生を迎えて、真理に従って生きる決意

を新たにするならば、先生をわずらわしたことが無意味でなくなります。私共の学校

が真理を 貴 ぶ教育を一層徹底致しまして、日本を真理に近づける為に、少しでも役
とうと いっ そう いた

立つならば先生を 私 することにならなくなると信じます。またここにお集まりの皆
わたくし

様がおのおのの立場において日本が真理に従う国となる為に努力なさるならば、山形

まで御出下さった先生の労に、報ゆることが出来ると思います。
お い で むく い

私共は宗教教育を一生懸命に行うと共に真理の尊厳を教えて、大方 (113)の御好意に
そん げん おお かた ご

応じたいと切に願って居ります。
お

（「独立時報」第 23 号、1956 年）
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7-3-20 罪の恐ろしさ

罪の恐ろしいのはそれが知れわたって人々から批難されるからではない。あらわれ
ひ なん

て罰せられなくとも、罪はその犯した人をむしばむ恐ろしいものである。イエス様も

「口に入るものは人を汚すことはない、却って口から出るものが人を汚すのである。」
けが かえ けが

と 仰 って、なお説明なさって
おっしゃ

口に入ってくるものは皆腹の中に入り、そして外へ出て行くことを知らないの
みな

か。しかし口から出て行くものは心から出てくるものであってそれが人を汚す
けが

のである。というのは悪い思い 即 ち殺人、姦淫、不品行、盗み、偽 証 、誹り
すなわ かん いん ぎ しょう そし

は心の中から出てくるのであって、これらのものが人を汚すのである。
けが

（マタイ伝 15 章 17 節以下）

と 仰 って居られる。罪が人を汚すのである。罪は人格を滅ぼしてしまうから恐ろし
おっしゃ お けが ほろ

いのである。罪が人を地獄に落とすから恐ろしいという表現は幼稚に見えるかも知れ

ないが、罪に対して 誤 った考えを持っている現代人の考えより遥かに正しい。盗ま
あやま はる

れた人の損害は盗まれた物だけに限られたかが知れているが、盗んだ人は盗んで得た

物等と比較にならない大きな害を自己という人格に与える。ここに罪の恐ろしさがあ

る。これがわかれば今日の社会に普通行われている内緒のこと、隠そうとすることが
こん にち

なくなり、どれだけ世の中が明るくなるか知れない。罪はそれに付け加えて虚偽とい
きょ ぎ

う罪を重ねる。小さな罪が次第に大きな罪になって行くことも罪の恐ろしさを大きく
し だい

する。

この罪の恐ろしさが気づかれない所に日本の社会の欠陥がある。正しい信仰が伝わ
けっ かん

り難い原因がある。正義なる神を知ると罪の恐ろしさがわかり、また罪の恐ろしさが
がた

わかれば神の実在し給うことがわかる。罪の恐ろしさを知って真剣に罪より逃れよ
たも のが

うとする時、罪の赦しの十字架の福音がわかる。イエス様を十字架にかけて我を救っ
ゆる ふく いん

て下さる神の愛がわかる。恐ろしい罪より救われる道は、人間的には愚かに見える十

字架の福音より他にない。
ふく いん

罪を罰するのは報復の為ではない。罪の恐ろしさを知らせる為の愛の笞である。罪
むち

と血みどろの戦いをさせ給う為に神は苦難を与え給う。ヘブル書の 12 章 4 節以下に
たも たま

あなたがたは罪と取り組んで戦う時まだ血を流すほどの抵抗をしたことがな

い。又子たちに対するように貴方がたに語られたこの勧めの言葉を忘れている、
また あ な た すす

「私の子よ、主の訓練を軽んじてはいけない。主に責められる時弱り果てては
しゅ しゅ せ
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ならない。主は愛するものを訓練し、受入れるすべての子を笞打たれるのであ
しゅ むち

る。」あなたがたは訓練として耐え忍びなさい。神はあなたがたを子として取

扱っておられるのである。いったい父に訓練されない子があるだろうか。誰で

も受ける訓練があなたがたに与えられないとすれば、それこそあなたがたは私
し

生子 (114)であってほんとうの子ではない。
せい し

とある。神は愛する者を笞打ち給う。私達も愛すればこそ罪より逃れて貰いたい為
むち たも のが もら

に罰するのである。自分ばかり罰せられると考えたりしてはならない。罪の恐ろしさ

を知ってこれより逃れようと一生懸命になって欲しい。私たちは罪は憎むけれど罪を
のが

犯した人をば憎まない。共に手をとりあって罪より救われようとしている。罪を悔い
く

改めて神の御前に謙遜な心を持つ人はむしろ尊敬する。
み まえ けん そん

近頃私達の間に起こった悲しい出来事も私達の間から罪を除く為に役立つなら神の
のぞ

恩恵である。皆で力をあわせて罪より逃れるように一生懸命になろう。自分の力で罪
おん けい のが

に勝とうとしても失敗する。私たちを救う為に十字架にかかって下さったイエス様を

仰ぎ見、よりすがろう。罪に打ち勝つ道は他にはない。
あお

（「独立時報」第 27 号、1957 年）
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7-3-21 献堂について～献堂の祈り (115)
け ん ど う け ん ど う

神は万物を造り給いてこれを御旨のままに支配してい給うのである。それ故神に献
ばん ぶつ つく たま み むね たも ゆえ ささ

げるということは、それ自身意味のないことである。献げても献げなくとも神はこれ
ささ ささ

を御自分のものとして御旨のままに使用し給うのである。しかし人の側からこのこ
ご み むね たも

とを自覚して進んですべてを献げて神の器として神の御用に立たせていただくことは
ささ ご よう

美わしいことであり、神の喜び給うことである。この意味でこの新たに出来上がっ
うる たも

た校舎を神に献げ神の御用に立たせていただこうとしているのである。ここに献堂式
ささ ご よう けんどう

を行いこの決意を新たにする次第である。
し だい

聖書に「家造りらの捨てた石が隅のかしら石となった。」ということがある。神は
つく すみ いし

人に知られない片隅のつまらないものを用いて大きなことを為し給う。イエス様も
かた すみ もち な たも

当時の世界の中心のローマでなくて、片隅のユダヤの国のそのまた片隅のべツレヘム
かた すみ かた すみ

で生まれ給うた。キリスト教が世界に拡がるために一番役立ったのは、アンティオ
たも ひろ

キア教会であって中心のエルサレム教会ではなかった。社会がよくなる為には世に知

られない、縁の下の力持ちのようなものが必要である。この小さな学校が隅のかしら
えん すみ

石の一つとなって神の御用にたち得るように神に献げるのである。神に献げる時には
いし ご よう ささ ささ

その力以上の大きなことが出来る。

新しい校舎が多くの人の愛によって出来た。始めに静岡の方 (116)が主 唱 されて一石
しゅしょう いっ せき

献金の会が出来、次に山形に募金発起人会が出来、また東京後援会が出来まして多く
ほっ き にん

の方が寄附して下さった。寄附金そのものも有り難いが、それと共によせられた愛が
き ふ き ふ あ がた

より有り難いのである。寄附金は足りなかったが必要なものが次々に与えられてここ
あ がた き ふ

に完成を見るに至ったのはこの愛による祈りに支えられてである。愛は金銭以上のこ
いた

とをする。また羽田建築事務所 (117)では無料で設計して下さった。請負者佐藤工業、
は だ うけ おい

金田建設は営利を離れて奉仕的にやって下さった。これまで出来れば予定の二階 (118)

も講堂も比較的容易に与えられると思う。また多くの愛に支えられているので、献堂
けんどう

の精神から離れることなくやって行けるように護られると信ずる。新校舎の隅のかし
まも すみ

ら石に多くの愛によってと附け加えられているが、これが私共にとって何よりの宝で
いし つ

ある。

御旨にかない、多くの愛に背かないようにして行くことは困難なことである。し
み むね そむ

かし常に詩篇 121 篇にある如く、最も確かな助け手でいらっしゃる神を見上げて神の
へん へん ごと

御護りの下にあるならば、弱き私共にもこれが出来ると信じ、大いなる決意をもって
お まも もと おお

この新しい校舎を神に献げる。
ささ
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献堂の祈り
け ん ど う

天地万物の造り主に在しまた我ら一人一人の父なる 真 の御神様、今この多くの方
ばん ぶつ つく ぬし いま まこと おん

の愛によって出来ました新しい校舎を貴方に献げます。どうかこれを貴方のものとし
あ な た ささ あ な た

て聖め、御旨のままに用い給わんことを祈り 奉 ります。
きよ み むね もち たま たてまつ

貴方はつまらないものでも用いて大きなことをさせ給います。どうかこの小さな
あ な た もち たま

校舎が貴方の大きな御役に立ちますよう、隅のかしら石の一つとなることが出来ます
あ な た お すみ いし

よう御護り下さい。これを自分達のものであるかの如く考えて御旨に反するように使
お まも ごと み むね

うことがありませんようお護り下さい。人の目に美わしく使うことなく貴方に喜ばれ
まも うる あ な た

るように使うことが出来ますよう。常に貴方を見上げ、貴方の御導きの下にすべてを
あ な た あ な た お もと

なして行くことが出来ますよう。どうかここにおいて貴方の最も喜び給う信仰が第
あ な た たも

一に学ばれますよう。どうかここにおいて 真 の真理が学ばれますよう。そしてここ
まこと

で学びました者が真理に従って生活するものとなりますようお護り下さい。私共の為
まも

に多くの愛を注いで下さった方々に貴方の御祝福を豊かにして下さらんことを御願い
あ な た おん お

致します。私共を今日まで御導き下さいましたことを感謝し 奉 ります。
いた お たてまつ

この足らざる献堂の祈りを、我らの救い主イエス・キリストの御名によって捧げ
けんどう み ささ

奉 ります。アーメン。
たてまつ

（「独立時報」28 号、1957 年）
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7-3-22 卒業生 (119)を送る

今学年は外形的にも内面的にも多事であったので、何だか充分な教育がしてあげら
こん た じ

れなかった様な気がする。それで卒業式に相応しくないかも知れないが信仰の根本に
ふ さ わ

ついて語る。

価 なくして神の恵によりキリスト・イエスによる 贖 によって義とされるの
あたい あがない ぎ

である。

（ロマ書 3 章 24 節）

「信ずると救われる」というと何かある代価を払って、その反対給付として救いを
だい か

受ける事と考えられ易い。インチキ宗教では教団に入会し会費を払うとそれに対して
やす

利益を約束する。インチキでない宗教では良い行為をするとその酬いとして救われる
むく

と教える。仏教では善根をつめと言う。旧約聖書もそうであって、律法を守る事によっ
ぜん こん

て義とせられると教えている。しかし律法を完全に行う事は出来ないので、救い主待
ぎ

望と言う事が旧約聖書を一貫した精神となっている。イエス・キリストによってこの
いっ かん

待望が満たされたのであって、キリストは私共の代わりに十字架の苦しみを受けて私

共を罪より 贖 い出して下さった。キリストの十字架という歴史的事実によってすべ
あがな

ての人が救われたのである。信ずるという事は、この事を素直に受けることである。

信じないのは、救ってくれる等といってもそれでは余り話がうますぎるからと言って
あま

救いの手を押しのける事である。それ故救いは神の恩恵として 価 なくして受けるの
ゆえ おん けい あたい

である。人間の側の善行によらない。信仰の行為によってその反対給付として救われ
ぜん こう

るのではない。私は悪人で信ずる資格がないという人があるが、それはこの事を知ら

ない 言 である。信ずるのには資格は要らない。そこには何らの差別もない。どんな
ことば い

人でも救われているのである。ただ人はその事を知らないで苦しんでいる。伝道とは

救われている事を知らせることである。諸君はこれから人生の旅路に乗り出して行っ
たび じ

て種々の経験をするであろう。ある時には自己に失望する。その時に失望に終わらな
しゅ じゅ

いで自分の救いは既に二千年前にイエス様の十字架によって完成している事を思い出
すで

して欲しい。絶望より希望に移る道が開かれている。人生の危機において諸君を救っ

てくれるものはこの信仰である。どうか卒業するに当たってこの事だけは胸にしまっ

ていただきたい。これさえもっていってくれるなら、諸君を社会に送り出しても安心

である。

（「独立時報」第 29 号、1958 年）
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7-3-23 回顧十年
か い こ

この小さな学校が十年続いて来ました。神に頼る他は、何も頼るもののない学校で

あります。多くの人が何か有力な後援団体があるのかと思っていたようであります。

しかし、信仰の友人が神に祈って下さる以外には何もありませんでした。経済的支持

物もありませんでした。職員一同が耐乏生活を覚悟して居りますので、経済的事由
たい ぼう お じ ゆう

によっては仲々つぶれませんでしょうが、実に弱い存在であります。一寸指で押せ
なか なか ちょっと

ば倒れそうなものであります。例えば私が病気でたおれてもつぶれてしまいます。私

でなく桝本先生 (120)がたおれてもつぶれてしまいます。こんな偶発的なことで倒れな
ます もと ぐう はつ

いようなものに早くしたいと思って居りますが仲々思うようになりません。
お なか なか

それだのにこれが十年続いたのであります。「二羽の 雀 は一アサリオンで売られて
すずめ

いるではないか。しかもあなたがたの父の許しがなければその一羽も地に落ちること

はない。」 (121)とイエス様も 仰 いました。父なる神に護られて今日まで続いて来まし
おっしゃ まも

た。吹けば飛ぶような存在であっても、神が護り給うならばいくらつぶそうとして
まも たも

もつぶれません。我々のこの学校が十年続いたことは神が活きて居給う一つの証拠
い い たも

であります。今にもつぶれそうなこの学校が十年続いたことは「それは主がなされた
しゅ

ことで、私たちの目には不思議に見える。」ことであります。多くの困難がありまし

たが、不思議にそれらに打ち勝って来ました。外部からの圧力に抵抗することは比較

的容易であります。一番恐ろしいのは私共が堕落することであります。内から崩れる
だ らく

ことであります。最大の困難は近頃ジャーナリズムに乗せられて、世間からもてはや
せ けん

されたことであります。これは私共の堕落の大きな危険をはらんで居りました。し
だ らく お

かしこれにも地上のものを見ずに天上のものを見上げることによって打ち勝つことが

出来ました。多くの愛によって新校舎が与えられた昨年度が、教育という本来の使命

から見て一番失敗の多かった年でありました。しかし失敗によって一層上を仰ぎ見る
いっ そう あお

ことが出来ました。一層神によりすがるようになりました。何事をするにも同じであ
いっ そう

りますが、最もよい運営法は神に頼ることであります。現世的なものはいくら確かな

ようでも駄目であります。不確かのようでも最も確かなことは、目に見えないける神
だ め

に頼ることであります。

理事や監事の方々は経済的支援が出来なくて残念だと申して居られますが、全能
お

に在し給う神に祈って下さるに勝る支援はありません。私共は最もよき後援者達を
いま たも まさ

持っていたのであります。この故に十年続いて来ることが出来たのであります。役
ゆえ

員諸兄
(122)

に心より御礼申し上げます。
しょ けい おん

予言者サムエル (123)がペリシテ人の侵略を防いだ時に、一つの石をたてて助けの石

（エベン・エゼル）と名づけ、エホバこれまで我らを助け給えり
(124)

と申しました。
たま
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私共にとり毎日毎日が心の中にエベン・エゼルを立てる日であります。昨年の記念日

にもエベン・エゼルを心の中に立てて神の御助けを感謝致しました。この十周年に当
お いた

たっても、サムエルにならってエベン・エゼルを立て、これまでエホバ我らを助け給
たま

えりと神に感謝致します。
いた

（「独立時報」第 30 号、1958 年）
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7-3-24 開拓者精神

人には安易を求める傾向がある。他の人が苦心して築いた土台の上に立って、楽を
あん い

しようとする。他の人がやって成功したことを真似たがる。有名大学に入り、官 庁 (125)
ま ね かんちょう

とか大会社に就職したがるのもこの傾向の為である。今日の入学難、就職難もこの為
こん にち なん なん

である。基督教の中にあっても他人が開拓伝道をした後に行って、既に信仰に入った
キリスト すで

人を自分の教会に引き入れようとすることがよく行われる。

基督教の精神がほんとにわかればこのようなことはない。使徒パウロは「私の望ん
キリスト

だところは、他人の土台の上に建てることをしないで、キリストの御名がまだ唱えら
み とな

れていない所に福音を宣べ伝えることであった。」（ロマ書 15 章 20 節）といってい
ふく いん の

る。この他人の土台の上に建てることをしないという精神はほんとうに 貴 いもので
とうと

ある。この精神があったからパウロがあのような健全な信仰を持てたのである。

この世的な目に見える成功を欲しないで、神の御前に立派な 生 涯を送ろうとする
み まえ しょうがい

者は成功をあせらない。成功するしないは問題でない。如何に生きるかということが
い か

大切である。如何なる 生 涯を送ろうかと真剣になる。自分の天職は何であろうか。
い か しょうがい

自分は何の為に生まれて来たのだろうかと真剣に反省する。

如何につまらない存在であろうとも神に創造されたものである。自分が生まれて来
い か

たのはそれだけの理由があり、目的がある。他の人で代用されない天職がある。それ

を発見しその為に一生懸命働いてこそ初めて生まれて来た甲斐がある。手っ取り早い
か い

成功を求めて他人の真似をし、他人の築いた土台を横取りするようなことはその他人
ま ね

を傷つけるだけでなく、自分を殺すことであり自分の 生 涯を台なしにすることであ
しょう がい

る。

どんなに小さいことでも、他人のやらないことをやって初めて生き甲斐がある。他
が い

の人の土台の上に建てないこと、人の真似をしないで新しい分野を切り開いて行くこ
ま ね

とが、真の意味の開拓者精神である。これによって人類の進歩が行われる。

多くの人は田舎から都会に出る。しかし私は反対に東京から田舎に来た。私の事業

は少しも成功しなくとも私は人のやらないことをしただけでも満足である。

開拓者精神に燃えている人を待っている仕事が沢山ある。開拓者精神があるならば
たく さん

農村の二、三男問題
(126)

等は問題でなくなる。これからの農村を向上させる為の仕事
じ さん なん

が沢山ある。土地を所有しなくとも出来る仕事を開拓して行くのである。
たく さん

二、三年生は北海道へ修学旅行に行った (127)。北海道は日本の中で最も開拓者精神

に富んだ所である。開拓者精神の一端に触れて来た訳である。生徒諸君は一層開拓者
いっ たん いっ そう

精神を 培 って諸君の 生 涯を勇ましい高 尚 なもの (128)にして欲しい。
つちか しょうがい いさ こうしょう

（「独立時報」第 31 号、1958 年）
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7-3-25 クリスマスの意義

クリスマスを迎えて感謝と喜びに溢れる。失敗もし、苦しいこともあったが、信仰
あふ

をもってこの一年を生きて来て、一層神の活きて居給うことを体験した。そして神
いっ そう い い たも

が私達の罪を 贖 う為に御子をこの地上に降誕せしめ給うたこの記念の日を迎えて喜
あがな み こ こう たん たも

びに溢れるのである。
あふ

マルクス論者は信仰も観念論だといって排撃する。しかし真のキリスト教の信仰は
かん ねん はい げき

観念論ではない。最も具体性を持った客観的なものである。私達の信仰は宗教家の空
かん ねん

想ではない。学者の空想でもない。神の御子が人間の形をとってこの世に生まれ給
み こ たも

うて、私達と同じようにこの大地を踏まれたことを事実だと信ずるものである。ここ

にクリスマスの重要な意義がある。クリスマスによって神と人との関係が具体化され

たのである。神が単なる自然の力ではなくて、ペルソナ（人格）を持った方で宇宙の

完成の為に今もなお働き給うている。そして御子を降誕せしめ給うて人類救済の大
たも み こ こう たん たも

事業を完成し給うたのである。
たも

神の活きてい給うこと、神が愛で在し給うこと、これらは私達の内なる光によっ
い たま いま たま

て示されることであるが、これは内面的であり、主観的である。これが客観的であり

歴史的事実であることを示すものがクリスマスという今より二千年前に起こった歴史

的事実である。これがクリスマスの重要なる意義である。それだからこそ聖書にもカ

エサル・アウグストゥス
(129)

の時の人口調査の時に生まれ給うたので、これはキリニ
たも

ウス
(130)

がシリアの総督
(131)

だった時の最初の人口調査だと明らかに記してあるのであ
そう とく

る
(132)

。私達の持つ喜びや希望が単なる夢想ではなくて、しっかりとした根拠がある
む そう こん きょ

ことを具体的に 現 すものがクリスマスである。私達の信仰はクリスマスという歴史
あらわ

的事実に基づく信仰である。
もと

（「独立時報」第 32 号、1959 年）
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7-3-26 卒業生 (133)を送る辞
じ

今日ここに 17 名の卒業生を社会に送り出し、これから先のその 生 涯をすべて主に
しょうがい しゅ

委ね 奉 るに当たり、心に浮かぶ御言はヘブル書 12 章の
ゆだ たてまつ みことば

主は愛する者を訓練し、
しゅ

受け入れるすべての子を

むち打たれるのである。

というのである。社会に出てこれから先の長い 生 涯を送って行く時に必ず多くの苦
しょう がい

しみに出会う。何の為にこんな苦しみがあるのだろうかと思い 煩 う時が来る。
わずら

しかし、私達をこの上なく愛して下さっている神様は、いつも護っていて下さり、
まも

私達に一番よいようにして下さっているのである。私達を苦しみにあわせ給うのは、
たま

私達を訓練して御心に適うような聖い正しい者として下さる為である。主は私達を愛
み かな きよ しゅ

するが故に苦しみを与えて下さるのである。私達が苦しみにあい、悩むのは、主が
ゆえ しゅ

愛していて下さる証拠である。子として受けいれて下さっているからである。このこ

とをはっきりとこの御言が教えてくれている。訓練はその時は喜ばしいものとは思わ
みことば

れない。しかし苦しみの中にあっても、主に愛されているのだと思うと苦しみに耐え
しゅ

る力が出て来る。苦しみと闘うのに目標が示され、勇気が出て来る。そして主イエス
しゅ

を仰ぎ見つつ、主イエスに依りすがって闘うことが出来る。卒業生諸君が、イエス様
あお しゅ よ

に依りすがってくれさえすれば安心である。主はすべてを善きに導き給う。どんな
よ しゅ よ たま

に社会の荒海に出しても安心出来る。どうかこの御言を常に心に留めていていただき
あら うみ みことば とど

たい。苦しみに遭えば遭う程、悩めば悩む程主が愛して下さっているのだということ
あ あ しゅ

を、思い出して苦しみに打ち勝って下さい。

主は愛する者を訓練し
しゅ

受けいれるすべての子を

むち打たれるのである。

と、何と 慰 め多い御言ではないか。
なぐさ みことば

（「独立時報」第 33 号、1959 年）
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7-3-27 11周年記念式

詩篇 121 篇 (134)（私訳）
へん へん し やく

都 もうでの歌
みやこ

私はあの山々に向かって目を上げる

わが助けはどこから来るであろうか

わが助けは天と地の造り主であるヤーウェから来る
つく ぬし

彼はあなたの足の動かされるのを許し給わない
たま

あなたを守る者はまどろむことがない

見よイスラエルを守る者はまどろむこともなく眠ることもない

ヤーウェはあなたを守る者

ヤーウェはあなたの右の手をおおう陰である。
かげ

昼は日があなたを撃つことなく

夜は月があなたを撃つことはない

ヤーウェはあなたを守ってすべての災いを 免 れさせ
まぬか

またあなたの 魂 を守り給う
たましい たま

ヤーウェは今からとこしえに至るまで
いた

あなたの出ると入るとを守り給うであろう
いず い たも

私達の学校が創立されてから満 11 年たちました。この間、多くの困難がありまし

たが、不思議に守られて来ることが出来ました。 誠 に「わが助けは天と地の造り主
まこと つく ぬし

であるヤーウェから来る」でありました。天地の造り主なる神に守っていただくに優
つく ぬし まさ

る幸福はありません。神は私達が眠っている時でも眠らずに守っていて下さいます。

私達の想像を越えた方法をもって、常に私達をあらゆる災いから守って下さいます。

そしてこの小さな学校が 11 年守られて来ましたことが、神のこの大いなるお守りの
おお

一つの証拠であります。神が実在し給うかどうか、神が愛で在し給うかどうかはた
たま いま たま

だ考えて居ってはわかりません。実在し給うようにも思えるし、存在しないように
お たま

も思われます。しかし神にすべてを委ねて、現実に人生を生きて見ると、はっきりと
ゆだ

神が在し給うことがわかります。神が、私達の髪の毛の数まで知ってい給う神が守っ
いま たま たま

て下さっていることがわかります。「見よ、イスラエルを守る者はまどろむこともな

く眠ることもない。」と最大の確信をもっていうことが出来ます。過ぎ去った 11 年

を振り返ってみると、ただただ感謝に溢るるばかりであります。そして過去 11 年間
あふ

お守り下さった神はこれからも必ず守って下さるという確信が湧き上がって参りま
わ

す。「ヤーウェは今からとこしえに至るまで、あなたの出ると入るとを守り給うであ
いた いず い たも
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ろう。」とある如くであります。スミルナ (135)の 殉 教 者ポリュカルポス (136)は、過去 80
ごと じゅんきょう

年間愛して下さった主にどうして背くことが出来ようかといって 殉 教 の死を遂げま
しゅ そむ じゅんきょう と

した。神が愛して下さったという事実が彼をあの如くに強く致しました。11 年間守っ
ごと いた

て下さったという事実が、私達に希望と勇気とを与えます。11 年を終えて 12 年目に

入るに当たって、否来る年も来る年も新しい希望と勇気とをもって前進して行きたい
いな

と思います。

（「独立時報」第 34 号、1959 年）
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7-3-28 夢想ではない
む そ う

8 月が近くなると原爆を記念する為に平和運動がさかんになる。しかし政治家はこ

れを無視して戦争準備に一生懸命である。政治家は平和主義等は宗教家の夢想に過ぎ
む そう

ない。現実に国を護ることが必要であるといって、果たして国を護ることが出来るか
まも まも

どうかもわからない軍備に夢中になっている。

平和主義が果たして宗教家の夢想であって、軍備をすることが確実なる国を護る方
む そう まも

法であるかどうか反省してみる必要がある。戸締りをしない家はないとか、軍備のな
と じま

い独立国家はない等という議論で片づけてしまってはならない。戸締りが必要だとし
と じま

ても軍備が戸締りの役をするかどうか検討しなければならない。戸締りをしたつもり
と じま と じま

で居って実は戸を開け放って入口に刀でも吊るしてこれで泥棒は入らないと安心し
お つ

ているようなものかも知れない。強い軍備を持った国が長く栄えるかどうか歴史を振
さか

り返って見る必要がある。ローマ帝国のような軍隊の力で維持されて来た国は決して

国家の在るべき形ではない。ローマ皇帝は何時誰かに殺されて帝位を奪われるかわか
い つ

らないといわれていたが、これは決して健全な国家の姿ではない。昔から軍隊の力で

短期間に強大になった国程早く亡びている。バビロンやアッシリアの昔からナポレオ
ほど ほろ

ンやヒトラー
(137)

や東条
(138)

の近代に至るまでこれには例外がない。それだのにどうし
いた

て政治家は軍備をしようとするのか、愚かにも程がある。決して平和主義は宗教家の

夢想ではない。現実に世界に行われている真理である。
む そう

今日は共産主義を防ぐ為に軍備が必要であるといって、政治家は軍備をしようとし
こん にち ふせ

ている。無数の戦死者戦災死亡者の犠牲、寡婦や孤児の涙によって 購 われた 貴 い平
ぎ せい か ふ こ じ あがな とうと

和憲法をも捨て去ろうとしている。共産主義者が暴力革命の夢を捨てきれないでいる

ことは残念であるが、暴力では大したことは出来ない。帝政ロシア (139)の没落は、暴

力革命の為というよりは内部の腐敗の為であることは明らかである。そして共産主義
ふ はい

者も暴力の無力を悟りつつある。共産主義者の暴力はそんなに恐れるには当たらない。

それよりも、軍備の為に富の偏在 (140)が生じ、社会不安が起こることが共産主義の拡
へん ざい ひろ

まる原因になる。今日の軍備は共産主義を防ぐ為には役立たず、却って助長する。
こん にち ふせ かえ

日中戦争 (141)、大東亜戦争が防共の戦争になってしまった。その為に中国まで共産国

になってしまったではないか。この事のわからない政治家は盲目 (142)であるといわな
もう もく

ければならない。軍備等に無駄な金を使わずに、社会保障や産業開発に努力するなら、
む だ

共産主義等の入り込むすきがなくなり最も 賢 い防共である。
かしこ

このように、少し深く反省すれば、平和主義が決して宗教家の夢想でないことが明
む そう

らかになる。これは宇宙を 貫 く大きな真理である。これにのっとらなければ国は亡
つらぬ ほろ

びるのである。その他信仰の真理はすべて現実に世界を動かしている真理である。宗
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教家の間だけで通用するものではない。夢想、空想ではなくして最も現実的なもので
む そう

ある。

生徒諸君の中には信仰が果たして人生に必要か、信仰がなくては生きて行けないも

のかと迷う者もある。しかし宇宙を 貫 く真理であるが故に、これなしではほんとに
つらぬ ゆえ

生きることはできない。信仰なしで生きている人は沢山あるようであるが、これらの
たく さん

人はすべて、最後にはある 諦 めをもって人生を終わる。信仰の真理に外れたら、実
あきら

は生きて行けないのである。多くの人は多少の不正をしなければ生きて行けないよう

に考えているが、実は不正をしては生きて行けないのである。真理に従わなければ生

きて行けない。

信仰の真理は現実的なものである。人生に最も大切なものである。

（「独立時報」第 35 号、1959 年）
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7-3-29 献堂式 (143)
け ん ど う

ヤハウェが家を建てられるのでなければ

建てる者の勤労はむなしい

ヤハウェが町を守られるのでなければ

守る者のさめているのはむなしい

あなたがたが早く起き遅く休み

辛苦の糧を食べることはむなしいことである
しん く かて

ヤハウェはその愛する者に眠っている時にも

なくてはならぬものを与えられるからである

（詩編 127 篇 1 節、2 節）
(144)

へん

天地万物は神のものであります。神はこれを御心のままに用い給います。神のも
ばん ぶつ み もち たま

のでないものはありません。それ故神に献げるということは無意味であります。私
ゆえ ささ

の私有物を王様のような者に献げるというのはわかりますが、元来神のものを神に献
ささ がん らい ささ

げるということは出来ません。神は私達が献げても献げなくとも、これを御自分のも
ささ ささ ご

のとして御心のままに用い給います。
み もち たま

それにも 拘 らず私達は献堂式を行います。この新たに出来ました二階の講堂を神
かかわ けんどう

に献げます。これは普通の意味の献堂ではなくて、この講堂が神のものであるという
ささ けんどう

ことを確認する事であります。私達はともすると、すべて自分の物のように考えがち

であります。その時に献堂式を行って、これが元来神のものであること、神の御役に
けんどう がん らい お

立つように使うべきであることを確認する必要があります。これが献堂式の真の意味
けんどう

であります。

なお献堂式に当たり感じますことは、2 節にある如くに神はなくてならぬものを与
けんどう ごと

え給うということであります。不必要なものを与えられることは却って 禍 いであり
たも かえ わざわ

ます。しかし神は愛する者に必要なものを必ず与え給います。与えられないのは必
たま

要でないからで、与えられないことが実は神の恩恵であります。神はすべてを委ねて
おん けい ゆだ

生きる者には、神は最もよいようにして下さるという安心と喜びがあります。一昨年

多くの方々の愛によって、地下室と一階が出来て堅固な教室が与えられました。実験
けん ご

室を教室に使用することによって、一応授業はすべて新校舎で行うことが出来まして、

私達は感謝に溢れたのでありますが、合同授業や朝礼の時せまくて困って居りまし
あふ お

た。クリスマスの時等二つの教室を打ち抜いて一つに使ってもせまくて困りました。

バラックでもよいから広い講堂が欲しいとは一同の切なる願いでありました。しかし、

これがこんなに早く与えられようとは職員も生徒も夢にも思っていませんでした。
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この三月に昨年度の決算を致しましたら 10 万円近い 剰 余がありました。黒沼先生
いた じょう よ

(145)より山形募金会に約 13 万円残金がありますと 伺 い、30 万円位で出来るなら天井
うかが

等はらなくてもいいから建てようということになり急に計画を始めました。羽田建築
など

事務所の御好意により、二階の設計変更が出来上がり、木材の手配を致しました。そ
ご いた

の他の資材は神町の小関兄の主にある愛により安く得られました。大工の仕事は卒業
じん まち こ せき けい しゅ

生の叔父様が、塗装は菊竹敏光君 (146)が奉仕的にやって下さいました。それで床と基
お じ と そう きく たけ とし みつ

礎がいらなかったとはいえ 24 坪が 30 万円で天井もはれて立派に出来上がりました。

そのうえ黒沼先生が熱心に募金して 10 万円新たに集めて下さいましたので、借り入

れ金もせずにすみました。この二階が与えられましたことを振り返ってみますと、ほ

んとうに神は必要なものを必ず与え給うということを深く感じます。
たも

（注・詩篇の原文には「なくてはならぬもの」という語はなく、文語訳には「 眠 を
へん ねむり

与え給う」となっている。 眠 を与え給うということは深い意味があり、私はこの方
たも ねむり たも ほう

をとるが「 眠 を」か「眠っている時にも」かは学者の間に議論のあるところで口語
ねむり

訳では後説をとって「なくてはならぬもの」を付け加えたのでしょう。神がなくては
ご せつ

ならぬものを与え給うことは明らかなことなので口語訳によって神の御恩恵を述べ
たも ご おん けい

ました。）

（「独立時報」第 36 号、1959 年）
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7-3-30 卒業生 (147)を送る辞
じ

エホバ (148)はわが牧者なり
ぼく しゃ

われ乏しきことあらじ
とぼ

エホバは我を緑の野にふさせ

いこいの水際に 伴 い給う
み ぎわ ともな たも

エホバはわが 魂 をいかし
たましい

み名の故をもて我を正しき道に導き給う
ゆえ たも

たとえ我死の蔭の谷を歩むとも 災 を恐れじ
われ かげ わざわい

なんじ我と共に在せばなり
いま

汝 の笞 汝 の杖われを 慰 む
なんじ むちなんじ つえ なぐさ

汝 わが仇の前にわが為に宴を設け
なんじ あだ えん もう

わが 頭 に油を注ぎ給う
こうべ たも

わが 杯 はあふるるなり
さかずき

わが世にあらん限りは必ず

恵みと憐れみと我にそい来らん
あわ きた

我は永遠にエホバの宮に住まん
とこ しえ みや

（詩篇第 23 篇） (149)
へん へん

この詩篇はダビデが少年時代羊を飼っていた頃のことを思い出しつつ、神が羊飼い
へん

らが羊を守る以上に守って下さっていることを歌ったものである。天地万物の造り主
ばん ぶつ つく ぬし

であるエホバの神に守っていただくに勝る安心はない。決して乏しいことはない。最
まさ とぼ

もよいようにお守り下さる。羊に緑の草とよい水が最も必要である如く、最も必要な
ごと

ものを常に備えて下さる。特に肉体を守って下さる以上に霊魂を守って下さる。神の
れい こん

御心に適う正しき道を歩むように守って下さる。その為には時に患難をも与えて私達
み かな かんなん

を鍛えて下さる。死の蔭の谷を歩むような 災 いにも合わせ給う。神は私達を春の野
きた かげ わざわ たも

の緑の草の上にのみ置いて下さるのではない。吹き荒れる嵐の中に立たせ給うこと
たも

もある。しかし神が共にいて下さるので少しも恐れることはない。神が私達を 警 め給
いまし たも

う為の愛の笞も、種々の困難な時に支えて下さる杖も、ほんとに私達にとって 慰 め
むち しゅ じゅ つえ なぐさ

である。苦しみの中にあってもなお真の喜びを持つことが出来る。私達の喜びは満ち

溢れる。過去においてこのような事実を沢山体験したので、私は永遠にエホバの宮に
あふ たく さん

住まおうという決心が必然的に起こる。

ダビデは長い人生の経験をとおして、苦難の中にも神がお守り下さることを知り、

少年時代羊を飼って居った時のことを思い出しつつこの詩篇を作った。今ここに 14
お へん
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名の卒業生を社会に送り出すに当たって卒業生諸君をこのようにお守り下さるエホバ

の神の御手に委ね 奉 る。神は諸君を常に緑の野に伏させ、憩いの水際に 伴 い下さ
み ゆだ たてまつ ふ いこ み ぎわ ともな

るであろう。しかしこれは決して諸君の 生 涯が平穏 (150)なものであるというのではな
しょうがい へい おん

い。時には死の蔭の谷を歩むようになることもある。しかし真の神に依り頼むなら
かげ よ

如何なる苦難にも打ち勝つことができる。神と共に歩む 生 涯にまさる安心な 生 涯は
い か しょうがい しょうがい

ない。諸君が神に頼って生きていってくれるなら、安心して諸君を送り出すことが出

来る。迷える羊の譬えをイエス様がなさった。迷い出しても、神は手をひろげて待っ
たと

ていて下さる。否、積極的にさがし求めて下さる。どうか迷い出しても、神のふとこ

ろの外に安らかな所がないことを思い出して一刻も早く帰って欲しい。苦難の中に
ほか

あってなお神の愛を知る所に信仰の偉大さがある。諸君がこれから先の長い 生 涯に
しょう がい

おいて多くの体験をとおして、特に苦難をとおしてこの神の守りを知るであろう。ど

うかエホバの神が諸君の真の意味の牧者であることを忘れずにこれから先の 生 涯を
しょう がい

生きて行って欲しい。これが諸君を三年間育てた私の切なる願いである。

（「独立時報」第 37 号、1960 年）
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7-3-31 火災 (151)について

火災にあって第一に心に浮かんだことはルカ伝 13 章の初めにあるイエス様の 言 で
ことば

あった。イエス様はここでピラトの犠牲になったガリラヤ人とシロアムの塔が倒れて
ぎ せい

死んだ人の例をあげて、これらの人々が特に罪深かったのではない、人は皆悔い改め
く

なければならないと教えて居られる。この度の火災でも直接の失火者だけの責任で
お たび しっ か

はない。私をはじめ学園の全員の責任である。嘘を言った人、学業を怠けた人、愛の
うそ なま

足りなかった人が焼いたのである。我らの学園が堕落して居ったのに対する神の御
だ らく お ご

警告である。火災は多くの悪条件がかさなって初めて大事になるのであって、一つの

過失だけで起こるものではない。もっとひどい過失でも大事にならないことが沢山あ
たく さん

る。すべては神の御旨によって起こるのであるが、これらのことを考えると一層深く
み むね いっ そう

この度の火災が神の御警告であることがわかる。我ら全員が各々罪を悔い改めなけ
たび ご おの おの く

ればならない。

復興の第一歩は、私たちが神の御前にもっと潔く正しくなることである。多くの方々
ふっ こう み まえ きよ

の物質的精神的御援助によって外形 上 は復興しつつあるが、まずその前にその愛を
ご がい けい じょう ふっ こう

受けるに相応しい者とならなければならない。神の御前に潔く正しくなるとは罪を悔
ふ さ わ み まえ きよ く

い改めてイエス様の十字架に寄りすがることである。我らの罪を 償 う為に十字架の
つぐな

苦しみを受けて下さったイエス様を仰ぎ見ることである。これ以外に私達の潔くなれ
あお きよ

る道はない。この事がわかって私たちの学園がよくなって行くなら、焼いて失ったも

のなど少しも惜しくはない。多くの方々に御心配をかけ御迷惑をかけたことは 誠 に
お ご ご まこと

申し訳ないが、私達がよくなっていくならこれらの愛にお報いすることが出来る。私
むく

達は真剣に反省し、各々己が罪を悟り悔い改めなければならない。
おの おの おの く

（「独立時報」第 37 号、1960 年）
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7-3-32 復興感謝式 (152)の辞
ふ っ こ う じ

去る一月私共が大きな過失を犯し多くの方に心配と迷惑とをかけましたにも 拘 わ
かかわ

らず、村の方々を始め多くの方の愛により一時も飢えることも凍えることもなく過ご
いっ とき う こご

すことが出来、その上あり余る程お金と物とを与えられまして、ここにこのように立
あま

派に復興することが出来ました。村の方々を始め、全国の友人達の愛が如何に大きい
ふっ こう い か

かを今更の如く深く知りました。私共にこのような大きな愛を注いで下さった多くの
いま さら ごと

方々と、愛の試錬を与えそれと共に逃るべき途を常に供えて下さっている父なる神に
のが みち そな

心より大きな感謝を捧げます。
ささ

物質的にはこのように立派に復興出来ましたが、信仰的に復興することが一層大切
ふっ こう ふっ こう いっ そう

であります。私共が神の御前に罪を悔い改め、真に潔く正しくなることがこのように
み まえ く きよ

愛を注いで下さった方々への真の御礼であります。私共学園に連なる者は、それぞれ
お つら

の立場において神が与え給うたこの試練の意義を反省し御旨に適う者とならなけれ
たも み むね かな

ばなりません。

私自身について一番反省させられることは、私が独立ということを余り固執しすぎ
あま こ しつ

るのではないかということであります。独立ということは非常に大切なことでありま

す。特に独立の信仰の為にあのような戦いをなされた内村先生に教えられたものとし

て最も重んずべきことであります。この学園の名に独立という語をつけているのもそ

の為であります。独立とは何物にも依り頼まないということではありません。人間的
なに もの よ

なものに依り頼まないで、神にのみ依り頼むことであります。詩篇の 31 篇の初めの
よ よ へん へん

部分は神により頼む事を教えて居ります。人間的なものに依り頼むこと 即 ち独立を
お よ すなわ

失うことは一種の偶像に依り頼むことであります。純粋な信仰を保つには、独立は是
ぐう ぞう よ たも ぜ

非必要であります。人間的なものに依り頼まないことは経済的独立を意味します。信
ひ よ

仰的独立が大切でありますが経済的独立と信仰的独立とは切り離せません。信仰上の

真理は、学問上の真理の如く普遍的な論理によって得られるものではありません。神
ごと ふ へん

よりの啓示によります。啓示でないもの、経済的事情によるものを神よりの啓示と思
けい じ けい じ けい じ

い 誤 る危険があります。それ故に神のみに依り頼む真の独立が必要であります。
あやま ゆえ よ

私はこの独立を余り固執する為でありましょう、寄附金を受けること、人の厄介に
あま こ しつ き ふ やっ かい

なることが嫌いであります。今度の火災で第一に頭に浮かびましたことは、人に奉仕

せんと欲しているのに反対に人の厄介にならなければならないことの辛さでありまし
ほっ やっ かい つら

た。しかし独立を守ることが形式的になってしまってはなりません。独立を守りさえ

すればよいと独立のみ考えて神の御旨に従うことを忘れてはなりません。独立を守る
み むね

ことが傲慢になってはいけません。独立を守るということに頼って、神に頼ることを
ごう まん

忘れてはなりません。ロマ書においては愛の他何物をも負うなと教えて居ります。
ほか なに もの お お
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愛は負うべきであります。愛は神から出たものであります（ヨハネ第一書 4 章 7 節）。
お

愛を負うは神に依り頼むことであります。 即 ち真の独立であります。こう考えて心
お よ すなわ

より愛を注いで下さった方々に感謝出来ます。愛を負うて益々独立を 全 うすること
お ます ます まっと

が出来ます。この度の火災という愛の笞はこのことを私に悟らしめられました。やは
たび むち

り神の大いなる恵みでありました。
おお

心からなる感謝をもってこの復興感謝式を行い、神と人とに復興の感謝を捧げます。
ふっ こう ふっ こう ささ

（「独立時報」第 38 号、1960 年）
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7-3-33 真の卒業証書 (153)

只今渡した卒業証書は形式的なものに過ぎない。ほんとの卒業証書は聖書に
ただ いま

あなたがた自分自身が私たちから送られたキリストの手紙であって、墨によら
すみ

ず生ける神の霊によって書かれ、石の板にではなく人の心の板に書かれたもの

である。

（コリント後書 3 章 3 節）
こう しょ

とある如く、卒業生諸君自身である。諸君の心に書かれたもの、墨ではなくて生ける
ごと すみ

神の霊によって書かれたものである。諸君がここで身につけたもの、学んだものが、

それが卒業証書である。ここで学んだ真理に従って諸君が生活する時に、初めて諸君

がここの卒業生であることがはっきりと現われるのである。独立学園の卒業生は少し

違うといって社会から喜ばれているのは、諸君の先輩が心に書かれた卒業証書をちゃ

んと持っていてくれるからである。

ここで学んだものの内で最大のものは信仰である。罪の赦しの十字架の福音である。
ゆる ふく いん

今は充分にわからないでも、この信仰が如何に有効な卒業証書であるか、これから先
い か

諸君が人生の旅路を進んで行くに従ってわかってくる。生ける神の霊によって書かれ
たび じ

た生きた信仰である。私達を救う為に御自身の御子をさえ惜しまないで死に渡された
ご み こ お

その神の愛を信ずる信仰である。この神の愛に励まされて他の人を愛するようになる
はげ

生きた信仰である。愛を行う故に救われるのではなく、この信仰があるから愛する
ゆえ

ことが出来るのである。信仰は種々な形で現われる。勇気、忍耐、節制その他種々の
しゅ じゅ しゅ じゅ

形で現われる。しかし愛において最もよく現われる。勇気も忍耐もすべて愛の形を変

えたものといってもよい。

ここの卒業証書は愛という具体的な生活に現われた生きた信仰である。それでイエ

ス様も

私は新しい 戒 めをあなたがたに与える。互いに愛し合いなさい。私があなた
いまし

がたを愛したように、あなたがたも互いに愛し合いなさい。それによってあな

たがたが私の弟子であることをすべての者が認めるであろう。

（ヨハネ伝 13 章 34 節、35 節）

と 仰 っている。互いに愛し合うなら、それによって諸君がこの学校の卒業生である
おっしゃ

ことを社会が認めるであろう。どうか諸君も紙に書かれた卒業証書でなく、諸君の心



290

Ⅶ

に書かれた真の卒業証書をしっかりと持ってここから巣立って欲しい。

（「独立時報」第 40 号、1961 年）
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7-3-34 創立記念式に当たりて

第 13 回創立記念式を迎えることが出来てただ感謝に溢るるのみである。自分たち
あふ

の力でこれまで歩んで来たのではない、その証拠にはこれまで失敗だらけであった。

人間的に見るならとっくの昔につぶれてしまっている筈であった。それが今日まで
はず

続いて来たのである。「神は我らを生きながらえさせ、我らの足のすべるのを許され

ない。」（詩篇 66 篇 9 節）とある通りであった。このような小さな学校をも神は支え
へん へん

て下さった。この学校の使命は何であろうか、神は我らに何をなさしめんとし給う
たも

のか。

今年は内村先生誕生百年の記念の年である。内村先生の信仰の流れを汲むものとし
く

て、先生によって創められた純福音の実証が我らの天職である。形式によらず、霊と
はじ ふく いん

真 とをもって神を信ずる信仰である。神に依り頼めばどんな人でも立派に信仰を保っ
まこと よ たも

て行ける。僧職や教会制度等の形式は要らない。共産主義が多くの欠陥を持っている
い けっ かん

にも 拘 らず、多くの人を引きつけているのは、人間の平等という点である。しかし
かかわ

これは物質の平等である。たかが知れている。しかもこれさえうまく行っていない。

純粋の信仰により一層大切な霊の平等を教えている。神は人を 偏 り見給わない。万人
いっ そう かたよ たま ばん にん

を等しく愛し恵み給う。この大きな真理を人々に告げなければならない。
たも

また純福音の信仰は真理であるから、人間的な組織や制度で支えなくともちゃんと
ふく いん

存続して行く。科学的真理と同じである。科学的真理が宇宙到る所で行なわれる如く
いた ごと

信仰の真理も行なわれる。内村先生の文章に

われわが国を去って他国に行かんか、神かならずそこにあり、われこの地球を

去って木星または水星に至らんか、彼かならずそこにあり。彼はオライオン星
いた

(154)
にあり、プライアデス星

(155)
にあり。そして遠くこの宇宙をはなれて他の宇

宙に至るもわが父はまたそこにあり云々」
いた うん ぬん

（『一日一生』
(156)

の一月一日）

とある。基督教が真理でないならいつでも捨てる、基督教と真理とどちらをとるかと
キリスト キリスト

いえば真理をとる。これが内村先生の精神である。

内村先生の没後 30 年、多くの聖書研究の集会と雑誌や著述による伝道で、教会制

度によらない信仰が行なわれて来た。万人平等、真理なる信仰が確立されて来た。学
ばん にん

校を母体としての信仰も一つの在り方である。無祭司の、あるいは万人祭司の信仰、
あ かた ばん にん

真理なる信仰を確立することが我々の使命である。

内村先生は神に示されてこの大きな真理を与えられた。これが単に特別な才能を与



292

Ⅶ

えられた偉人だけに可能なのでなくて、万人が、平凡な人が神に頼りすがるならこれ
ばん にん よ

が出来るのである。誰でもこういう信仰を持つことが出来ることを実証することが後

に残された我らの使命である。この事を思う時に私はいつもリンカーンのゲティス

バーグの演説 (157)を思い出す。「我らの前にこれまでかくも 貴 くすすめられた未完成
とうと

の大事業が」残されている。この為に身も 魂 も献げることが残された我らのなすべ
たましい ささ

き事である。

少しでも完成に近づけて次の人々に渡すのである。これがこの学校の使命である。

内村先生誕生百年の年の創立記念式に当たり、神の御護りの下にこの使命が達せられ
まも もと

ることを祈る。

（「独立時報」第 41 号、1961 年）
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7-3-35 一月一日

季節の変化を表す一年という周期が人間の生活に深い関係があることはいうまでも

ない。一年という単位毎に反省し、計画を立てることは意味がある。年の始めをいつ
ごと

にするかということは古来から行われた暦法 (158)によって異なるが大体北半球におけ
れき ほう

る人間の活動の弱まる冬期を選んでいる。古い 暦 で 3 月を年の始めとしたものも多
こよみ

いようである。第 7 月という意味のセプテンバーが 9 月を意味するのはこの名残りで
な ご

ある。ユダヤ暦でも 3 月に当たるニサンの月
(159)

を始めにしている。現在の年の始め
れき

はユリウス・カエサル
(160)

の時に近日点
(161)

通過の日としたのであるが、歳差
(162)

という
きん じつ てん さい さ

現象の為に 春 分点
(163)

が移動するのを、いつも 3 月 21 日とする為に狂って来て今日
しゅんぶん てん こん にち

では 1 月 3 日頃が近日点通過になっている。それで今日では 1 月 1 日には何の意味も
きん じつ てん こん にち

ない、十日位早めて冬至を 1 月 1 日にしたらいいという案もある位である。これは特
とう じ

定の日に意味をつけることの無意味なことを示していると思う。

しかし年の始めをいつにしてもよいから一年という区切りをつけて年の始めに希望

を新たにすることはよいことである。

今年の新年の集会では皆でイザヤ書 60 章を読みたいと思う。ここの「あなた」は

現実のエルサレムを指すのであるが、実はこれをとおして天国における新しいエルサ

レムの事をいっているのである。地上のエルサレムについて予言されていることは新

しきエルサレムにおいて初めて完全に 成 就するのである。それ故に黙示録 21 章の終
じょうじゅ ゆえ もく し ろく

わりに 60 章より引用してある。一年一年と時が経つに従って天国が近づくのである。
た

私達の希望が実現されて行く。新しい年を迎える毎に喜びが増す。
ごと

また初めの方の「あなた」は私達自身を指すと解してもよい。信仰により私達に 真
ほう まこと

の光が与えられる。また小さな私達の信仰でも、もって神の栄光をあげ 奉 ることが
たてまつ

出来る。「起きよ、光を放て」である。まことにこのイザヤ書 60 章は私達を励まし
はな はげ

力づけてくれる。主に力づけられてこの一年の歩みを大きく歩もう。
しゅ

（「独立時報」第 45 号、1963 年）
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7-3-36 卒業式の辞 (164)
じ

これから渡す卒業証書は形式的のものである。私達の学校のほんとの卒業証書は信

仰である。罪の赦しの十字架の福音を信ずる信仰である。この信仰を持って学校を出
ゆる ふく いん

て、この信仰に立って生きて行って初めてこの学校のほんとの卒業生といえるのであ

る。信仰は強制すべきものではないから形式的な卒業証書は差し上げるが、これだけ

ではほんとの卒業証書とはいえない。

信仰は目に見えないものである。これが愛という目に見える形をとってあらわれて、

信仰がほんとのものだったことが明らかになる。「キリスト・イエスにあっては割礼
かつ れい

があってもなくても問題ではない。 尊 いのは愛によって働く信仰だけである。」とガ
とうと

ラテヤ書 5 章 6 節にある。割礼はユダヤ人たる卒業証書のようなものである。
かつ れい

愛を行うことによって救われるのではない。救われたが故に愛を行いたくなるの
ゆえ

である。私達を救って下さる為に御子を犠牲にして下さった神の愛の大きさを知って、
み こ ぎ せい

その愛に励まされて愛を行うようになるものである。愛という実を結ばない信仰は真
はげ

の信仰ではない。それは十字架によって現われた神の愛を信ずる信仰ではない。人は

元来愛のないものである。愛が行えない為になげく。愛の行えない罪人なる我を救っ
がん らい つみ びと

て下さる神の愛の大きさを知って、その愛の千分の一でも万分の一でも行いたくなる

のが神の愛を信ずる信仰である。自分の努力によって愛を行うのでなく神に行えるよ

うにしていただくのである。愛の行えないことに気づいたら神により縋るのである。
すが

これが信仰の秘訣である。ほんとの卒業生となる秘訣である。
ひ けつ ひ けつ

ヨハネ伝 13 章 34 節、35 節に

私は新しい 戒 をあなたがたに与える。 互 に愛し合いなさい。私があなたが
いましめ たがい

たを愛したように、あなたがたも 互 に愛し合いなさい。 互 に愛し合うならば
たがい たがい

それによって、あなたがたが私の弟子であることを、すべての者が認めるであ

ろう。

とある。神の愛を信ずる信仰が具体的になったものである愛という卒業証書によって、

すべての人があなたがたが基督教独立学園の卒業生であることを認めるであろう。
キリスト

（「独立時報」第 46 号、1964 年）



295

Ⅶ

7-3-37 学問の価値

学問の 貴 さは学問することによって人間が育成されるからである。学問をして真
とうと

理を把握して人格が築き上げられて行くのである。学問は先人の発見した真理の積み
は あく せん じん

重ねられたものである。真理を教えられて人は感激する。私は 40 年前に内村先生よ

り人生の真理を示されて喜びに溢れた。読書のよいのは先人の発見した真理を教えて
あふ せん じん

くれるからである。今の青年は読書を余りせず、この感激を知らないことは気の毒で
あま

ある。

自然科学の真理でも人間を高める。アルキメデス
(165)

が王冠のような複雑な形の体

積を求むる方法を、風呂に入って湯がこぼれたことから発見して裸で、「ユーレカ・

ユーレカ
(166)

」（私は発見した。）と叫びながら浴場より帰った話は、如何に真理の発
い か

見が人を喜ばすかをよく現わしている。自然科学の価値はその応用にあるのではない。

今日科学の応用がすばらしい成果をあげていて、それが科学の価値のすべてのように
こん にち

考えられているが、科学の応用がもたらす価値は案外小さいものである。時には害毒

さえ生ずる。科学の応用の進歩によって人間は幸福になれないといわれている。自然

科学の価値も他の学問と同じくそれが真理であって、真理が人間を高めてくれる点に

あるのである。

学問の目的は受験の為でも就職の為でもない。真理を悟って真の喜びを持つ為であ

る。日本においては受験の為、就職の為と考えているから教育が毒され、真の学問が

忘れられようとしている。試験はよく出来るが、その学問がよくわかっていないとい

う事態が生じている。ある有名な高等学校で、父親がこの学校では人生の目的につい

てどう教えているかと質問したのに対して、そんなことはできない生徒が考えること

だと答えたとのことである。これでは頭のよい生徒程可哀そうだということになる。
か わい

来年度の入学者を選考する時期に当たり思うことは、独立学園志望者は真の学問を

し人間形成を欲して志望するのであるが、中には学問よりは人間形成の方が大切だか
ほう

らといって、成績が余りよくないから志望するという人もある。成績のよい人は進学
あま

率の高い所謂名門校を志望し、そこでどんな学問が学ばれているかは問題にしない。
いわゆる

ただ入学出来さえすればよいと考える。学問でない単なる受験技術の習得でも構わな

い。所謂出世コースが無意味であり、望ましいものではないことに気付かない。それ故
いわゆる ゆえ

日本のインテリくらい物を知らない者はない。パルテノンはアテネのアクロポリスの

丘にあり、パンテオンはローマの隷属国
(167)

の諸神
(168)

を祀ったもので、ローマにある
れい ぞく こく しょ しん まつ

のにアテネのパンテオンという人が日本の知識人の中に実に多い。

近年成績のよい人も独立学園を志望するようになって、大変よい傾向であると喜ん

でいる。学問に対する理解が増したのである。独立学園に入ったら人格の陶冶 (169)が
とう や
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主であるから、勉強しなくてもよい等と考えてはならない。独立学園であるからこそ、

一心に勉強して貰わなければならない。学問を熱心にやってこそ、人格の陶冶が出来
もら とう や

るのである。人間形成の大切な要素であるから、学問が 貴 いのである。独立学園で
とうと

は学問のよさ、面白さがわかって、試験の為の勉強ではなくて真の学問をやって貰い
おも しろ もら

たいと一生懸命になっている。しかし中学までの勉強が試験の為であったので、それ

がなかなかわかって貰えず、多くの生徒は三年たってやっとわかるという風である。
もら ふう

受験準備をしないといって大学へ入れないことを心配する必要はない。現に卒業生
はい

の三分の一以上進学している。受験準備でない真の学問をしたものを喜んで受け入れ

る大学がある。そしてそういう大学はだんだんに増すであろう。

世の風 潮 にも 拘 らず独立学園の生徒は真の学問をして貰いたい。受験勉強以上の
ふうちょう かかわ もら

熱をもってやってほしい。そして真の価値ある人生を進んで貰いたい。
もら

（「独立時報」第 48 号、1964 年）
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7-3-38 第十五回卒業式の辞
じ

三年間真理を求むべきことを教え、真理を教えて来た。しかし諸君の多くは真理を

尊 ばなかった。勉強を充分にしなかった。職員の力が足りなかったことを申し訳な
とうと

く思うが、勉強を軽く見た人もある。不必要に学校を休んで、受くべき試験を受けな

かったり、レポートを出せと言われても出さなくてもいいものだと考えたりした者も

あった。それで二名は卒業が遅れることになった。これは単に二名だけの責任ではな

くて、このような風 潮 を作った全体の問題である。受験本位の教育の波がこの学園
ふう ちょう

にも押し寄せたのである。高等学校本来の勉強を正しくやってさえいれば進学する道

は必ず開ける。それであるのに本来の勉強を軽んじて、真の学問をしなかった。真理

を愛さなかった。ヨハネ第一の手紙 2 章 15 節以下に

世と世にあるものとを愛してはいけない。もし世を愛する者があれば、父の愛

は彼のうちにない。すべて世にあるもの、すなわち肉の欲、目の欲、持ち物の

誇りは父から出たものではなく世から出たものである。世と世の欲とは過ぎ去

る。しかし神の御旨を行う者は永遠にながらえる。
み むね

とある。消えてなくなる世の欲を求めたのである。しかし私は失望しない。この学校

で真理を教えて来た。人生を真剣に考えるように入学の時に要求したことは充分に受

け入れられなかったが、ここで教えた真理が一つでも、二つでも諸君の心の中に残っ

ているなら、それは時が来れば諸君を動かすであろう。世と世の欲、肉の欲、目の欲、

持ち物の誇りが消え去るものであることに気付き真剣に真理を求むる時が来る。その

時にここで学んだ真理が役立つ。これからの生涯において、肉の欲、目の欲、持ち物

の誇りが大切か、真理が大切かを試されるであろう。出来るだけ早く真理に達するよ

う神のお護りを切に祈る。
まも

卒業にあたり、古き友人の好意により内村先生の肉筆の復製「神に献げよ」
(170)

を
ささ

贈る。ここに一つの大きな真理が述べられている。これに度々ふれて、真理の力の大
たび たび

きなことを体験されるよう切に望む。

（「独立時報」第 49 号、1965 年）
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7-3-39 学年のはじめに

学年の始めに諸君に、特に一年生 (171)に申したい事はよく勉強して欲しいという事

である。この学校では受験勉強はしないが、ほんとうの勉強は他の学校より一生懸命

にやって欲しい。受験準備教育の為に日本の教育が毒されているので受験勉強はしな

いが、勉強しなくてもよいということではない。

ほんとうの勉強は進学や就職の為ではなく立派な人間になる為である。職業も賃金

を受ける為でなく、その職業をとおして自分という人間を立派にする為である。種々
しゅ じゅ

な学問を勉強するが、それは一口にいえばほんとうの事を学ぶことである。ほんとう
ひと くち

の事を真理という。ほんとの道理というような意味である。真理を学び真理に従って

生きていくのが人間の 生 涯である。
しょうがい

数学の真理も、信仰の真理も、真理に従って生きなければならないことは同じであ

る。2 円のものと 2 円のものを買って 3 円しか払わなければお店では怒る。4 円下さ

いという。数学の真理ははずれるといけないことが直にわかるけれど道徳の真理は、
すぐ

はずれても直にはいけないことがわからない。それで嘘を言ってはいけないという真
すぐ うそ

理にそむいても平気でいる人もあるが、嘘をいってはほんとには生きて行けないもの
うそ

である。真理にそむくと亡びる。
ほろ

高等学校で学ぶ真理はどの学科も皆大切であるから、どれもよく勉強してほしい。
みな

勉強のよく出来る人と出来ない人とあるが出来ない場合にそれが所謂頭が悪いという
いわゆる

のであるなら心配は要らない。一生懸命にやれば出来るようになる。困るのは教師の
い

いうことをよく聞かないことである。授業中に、他のことを考えていてはいけない。

それでは出来ないのが当然である。一生懸命に勉強しなければならない。気が散って

よく聞いていられないならば、その癖に打ち勝つように努力する事が大切である。
くせ

この学校で学ぶ一番大きな真理は信仰の真理である。これを掴み得て人生は初めて
つか

成功といえる。これは何物にも換え難い宝である。そして真剣に人生を考えるならば
なに もの がた

必ず与えられる。他の学問も信仰がなければほんとには出来ない。直接金もうけにつ

ながらない学問でも神の造り給うたものについての真理であるので喜んで研究した
つく たも

くなる。このような学問によって今日の文化が築き上げられたのである。真の教育も
こん にち

信仰がなければできない。この学校が基督教独立学園と呼ばれる理由である。
キリスト

（「独立時報」第 50 号、1965 年）
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7-3-40 第17回創立記念式

17 年間の神のお護りを思う時にただ感謝に溢るるのみである。第 17 回創立記念式
まも あふ

を迎えるにあたり考えることは我等がこの神の御恩恵に値するかということである。
われ ら おん けい

神の御旨に添うよう学園の運営が行われんことは我等の切なる願いであり、その為に
み むね われ ら

一生懸命に努力して来たのであるが、我等の力足りずして御旨に反することが多くは
われ ら み むね

なかったかと心配する。

特に心配するのは大きくなり、現世的になってしまいはしないか、ということであ

る。高校生急増の問題に協力する為に定員を二回だけ 30 名にして全生徒 84 名の大世
だい せ

帯になったことが教育が理想通りに行えなかった一つの原因であると思う。これから
たい

は小さくするように一生懸命にならなければならない。学校は真理を教え、真理に従っ

て生きなければならないことを教える所である。しかるに今日の教育は真理を重く見
こん にち

ない。学校で学ぶことをそのとおり実行しなくてもよいと考える。嘘を言ってはいけ
うそ

ないことは教えるが、少しは嘘を言っても差し支えないと考える。英語で th の発音
うそ つか

は歯と歯の間に舌を出すのであることは教えるがそのとおりにしなくてもよいと考え

ている。また金銭万能的考えが社会に根強く浸透している。これらの最大の欠陥が我
ばん のう しん とう けっ かん われ

等の間にも入り込む恐れがある。
ら

教えられることが重んぜられなくなる。見つからなければ罪を犯してもよいと考え

る。あるいは真理をまげて罪を罪でないとする。英語の発音をちゃんとしようとしな

い。このようになってしまったら我等の学校の存在の意義がなくなる。この世の流行
われ ら

に押し流されてはならない。真理は真理、生活は生活となってしまってはならない。

我等は飽くまで真理に従って生きなければならない。それでなければこれまでお護り
われ ら あ まも

下さった神の御恩恵に値しない。この世の力に負けてしまわないように、真理に従っ
ご おん けい

て生きることが出来るようにもっともっと真剣に真理なる神によりすがらなければな

らない。鹿の谷川の水を慕いあえぐように、神を求め
(172)

、神によりすがらなければ
した

ならない。詩篇 42 篇の 言 、またこれから歌う讃美歌 500 番
(173)

の心が今の、第 17 回
へん へん ことば

記念日を迎える我等の心でなければならない。職員生徒全員心を合わせて、一生懸命
われ ら

に神を求め、神にのみよりすがって行こう。この決意を新たにして第 18 年目に向かっ

て前進しよう。

（「独立時報」第 50 号、1965 年）
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7-3-41 第18回創立記念式

神の恩恵の下に満 18 年の間この基督教独立学園高等学校が生きて来る事が出来た。
おん けい もと キリスト

大いなる感謝である。神はこの小さな学園に何を為さしめようとして 18 年間存続せ
おお な

しめ給うたのであろうか。この学園の果たすべき使命は何であろうか。我らは我ら
たも

の使命を悟って、その達成に邁進しなければならない。
まい しん

一般に宗教には儀式と、教会とか教団という組織がなくてはならぬものと考えられ

ている。しかし真の宗教はこのような形式的なものを必要としない。イエス様がヨハ

ネ伝 4 章 24 節で「神は霊であるから、礼拝する者も霊と真実とをもって礼拝すべき
ま こ と

である。」と 仰 って居られる如く、霊なる神は霊と真実とをもって拝すべきである。
おっしゃ お ごと ま こ と

義にして愛なる神を拝するとは罪の赦しの十字架を信ずることに他ならない。罪の赦
ぎ ゆる ゆる

しの十字架の福音は最大の真理である。真理なるが故に何物もこれを滅ぼすことは
ふく いん ゆえ なに もの ほろ

出来ない。ローマ帝国の巨大な国家権力さえもこれを倒すことが出来なかった。また

真理なるが故に外からの物的、人間的支えも保護も必要としない。真理は真理なる
ゆえ

が故に永久に存続する。我らは基督教が真理なるが故に基督教を信ずる。真理でな
ゆえ キリスト ゆえ キリスト

いことが明白になれはいつでもこれを捨てる。基督教と真理といずれを取るかといえ
キリスト

ば真理をとる。

この事を明らかに教えてくれたのが内村先生である。基督教はもともとこういう儀
キリスト

式も組織もないものであった。初めにはクリスチャンとか基督教という名称もなかっ
キリスト

た。弟子達とかこの道とかいわれて居った。それだのにこの世に受け容れられると
お

共に物質的世俗的に 陥 ってしまった。ルターの宗教改革によって純粋なもとの姿に
せ ぞく おちい

もどされたが充分に出来ないで、教会組織と洗礼と聖さん式とが残された。今日、基督
せい こん にち キリスト

教が無力になっているのはこの僅かに残っている形式主義の為に信仰の純粋さが失わ
わず

れた為である。これを内村先生が純粋な霊と真実とをもって神を拝する基督教にもど
ま こ と キリスト

したのである。これは実に重大なことである。日本が世界の文化に貢献し得る一つの
こう けん

偉大なものである。内村先生の「初夢」がこのことを示している。富士山頂に降った
くだ

恩恵の露とはこの純粋に霊的なる信仰の真理を指す。儀式もなく組織もなくただ真理
おん けい つゆ

そのものを信じ、真理に従って生きて基督信徒としての 生 涯を 全 うすることは 真
キリスト しょうがい まっと まこと

に大きな事である。

真理なる基督教を実証することがこの学園の使命である。内村先生の唱えられた真
キリスト とな

理が活きた真理であることを実証するのである。ここには宗教的組織はない。信仰を
い

押しつけない。ただ人生を真剣に考え、真理を真実をもって求めることを教える。真

剣に真理を求むるならば十字架の福音に達せざるを得ないことを実証する。学校は真
ふく いん

理を教え、真理を求むることを教える所である。学校が信仰の母体となることは真理
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なる基督教に相応しいことである。
キリスト ふ さ わ

この使命達成の為に我らは 19 年目を一層の熱情をもって踏み出そうではないか。
いっ そう

これが 18 年の間加えられた神の恩恵に応える道である。
おん けい こた

（「独立時報」第 53 号、1966 年）
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7-3-42 クリスマスの必然

神は愛である。愛でない神はたとえ如何なる形をとろうとも真の神ではない。故
い か ゆえ

に人間を救い給う神でなければならない。
たも

しかし同時に神は義の神で在し給う。そしてこれは神は愛なりということから必
ぎ いま たも

然的に結果する。義の 伴 わない愛は真の愛ではない。卑近
(174)

な例をもって示すなら
ぎ ともな ひ きん

ば親の盲目的な愛は愛ではない。盲目的な愛をもって子を甘やかし、我が儘な意気地
もう もく もう もく わ まま い く じ

なしの人間にしてしまったならこれは愛ではないことは明白である。子が正しい人間

になるように一生懸命になるのが真の親の愛である。

主は愛する者を訓練し、受け入れるすべての子を笞打たれるのであるとヘブル書 12
しゅ むち

章 6 節にある。それ故に神は義にして愛なる神である。ある人々は旧約の神は義の
ゆえ ぎ ぎ

神であり、新約の神は愛の神であると言うがこれは 誤 りである。旧約の神も義にし
あやま ぎ

て愛の神であり、新約の神も義にして愛の神である。神には変わりはない。ロマ書の 11
ぎ

章 22 節に神の慈愛と 峻 厳 (175)とを見よとある。
しゅんげん

またキリストの十字架というような残酷 (176)なことはユダヤ思想である、浄土仏教
ざん こく

の如くただ、南無阿弥陀仏と縋るだけで罪を赦す方が大きな愛であるという考えが
ごと な む あ み だ ぶつ すが ゆる

世に行われている。しかしこれも大きな 誤 りである。義を無視して、ただ罪を赦す
あやま ぎ ゆる

のは真の愛ではない。故に神が真の愛の神であり、義にして愛に在し給うならば十
ゆえ ぎ いま たも

字架の 贖 いということが必要である。罪の少しもない方の犠牲が必要である。神が
あがな ぎ せい

人間の形をとって世に現われなければならない。父なる神の他に子なるキリストがな

ければならない。ここに三位一体でなければならない奥義がある。神が別の人格的 形
さん み いっ たい おう ぎ じん かく てきかたち

をとり、罪を犯した人間の為に犠牲にならなければならない。罪を罰するという神の
ぎ せい

義を通してのみ救いが可能になる。十字架は神の義を 全 うする為のものである。ロ
ぎ ぎ まっと

マ書 3 章 24 節以下に

彼ら（すべての人）は 価 なしに、神の 恵 により、キリスト・イエスによる 贖
あたい めぐみ あがな

いによって義とせられるのである。神はこのキリストを立てて、その血による、
ぎ

信仰をもって受くべき 贖 いの供え物とされた。それは神の義を示す為であっ
あがな そな ぎ

た。……こうして神みずから義となり、さらにイエスを信ずる者を義とされる
ぎ ぎ

のである。

とある。

神が義にして愛で在し給うならば十字架の 贖 いが必然であり、十字架にかかり給
ぎ いま たも あがな たも

う神の子がこの世に生まれ給う事が必要である。
たも
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ここにクリスマスの意義がある。

（「独立時報」第 54 号、1966 年、クリスマス式辞）



304

Ⅶ

7-3-43 暴力否定の宣言

クリスマスは暴力否定の宣言である。クリスマスを最もよく予言しているイザヤ書

9 章に最大の暴力である戦争を否定している力強い 言 がある。5 節の
ことば

すべての戦場で歩兵のはいた靴と
ほ へい

血にまみれた 衣 とは
ころも

火の燃え草となってやかれる。

である。こういう事が一人の 嬰 児が我らの為に生まれることによって実現するとい
みどり ご

うのである。イザヤ書 53 章 7 節に

屠り場
(177)

にひかれて行く小羊のように
ほふ ば

また毛を切る者の前に黙っている羊のように口を開かなかった。

とある如き真の救い主の御誕生である。
ごと ご

柔 和な人たちはさいわいである。
にゅう わ

と 仰 り、無抵抗を教えられたキリストの御降誕である。御降誕そのものが暴力否定
おっしゃ ご こう たん ご こう たん

の大いなる宣言である。それ以後の歴史的事実が非暴力こそ偉大なる真理であること
おお

を実証している。キリスト教はローマ帝国の迫害にも非暴力をもって対し、遂にこれ
はく がい つい

に打ち勝った。暴力をもって暴力に応ぜず、敵をも愛する愛によって史上最大の国家

権力に打ち勝った。これは驚くべき事実である。300 年経ってローマ帝国の方が降参
た ほう

した。しかしローマ帝国の保護を受けるようになったから、キリスト教が世俗的にな
せ ぞく

り、物欲に捉われて堕落した。
とら だ らく

キリストの御降誕の時に「地には平和」と天使が歌ったが、御降誕以来 2000 年、
ご こう たん ご こう たん

地上に平和が来ないのではないかという人がいる。しかしその時の天使の歌は

いと高き所では神に栄光があるように

地の上ではみ心にかなう人々に平和があるように

である。キリストの教えに従う、み心にかなう人々に平和が来るのである。暴力に対

して暴力を用いない人々に平和が与えられる。自衛と称して暴力には暴力をもって応
もち
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ずることは暴力主義に降参することである。暴力によって相手を打ち破っても平和に

はならない。やがて相手は力を 養 って報復するであろう。こんな自明の事が世界の
やしな

偉い指導者達、政治家達にわからないで暴力によって国を護ろうとするので地上に戦
まも

争が絶えない。キリストに従って暴力を否定して初めて地上に平和が来るのである。

暴力を用いることは自己の立場が真理でないことを表明することである。真理は暴
もち

力をもって護る必要はない。真理ならばそれ自身存続する。真理に従えば国家も滅び
まも ほろ

ない。マルクス主義の学者がいくら偉くとも暴力革命の理論を修正しない限り真理で

はない、学問ではない。毛沢東
(178)

がいくら中国の大衆から偶像に祭り上げられても、
もう たく とう ぐう ぞう

暴力主義を修正しない限り、真理の敵、人類の敵である。

（「独立時報」第 57 号、1967 年、クリスマス式辞）
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7-3-44 第21回入学式の辞
じ

創立以来満 20 年経過して、21 回目の入学生 25 名を迎えて、第 21 年目を発足する
ほっ そく

ことは大いなる感謝である。特に今年は入学生を 25 名にすることが出来て喜ばしい。
おお

高校生急増問題に協力する意味で二回程 30 名にしたために、もとに戻すのに苦労し

た。

学校は学問を教え、それによって人格完成を行うものである。コリント後書 13 章
こう しょ

に「私たちは真理に逆らっては何をする力もなく、真理に従えば力がある。」とある。

学問とは真理を学び真理を探究することである。そして真理を掴んで、それに従って
つか

生きて行くのが人生である。それ故卒業したらもう勉強しなくともよいというので
ゆえ

はない。卒業後学校で学んだ学問を基にして、なお勉強していくのが真の人生であり、
もと

職業とはその勉強をするところである。人は職業を通して勉強して行くのである。学

校が人間形成の場であるというのはその基を作る所という意味である。
もと

徳育が人間形成のためであって、知育は有利な職業につくためであるとの考えが広
とく いく

く世に行なわれているが、それは 誤 りであって知育も徳育のうちである。知育によっ
あやま とく いく

て、学問することによって、人間形成が、徳育が出来るのである。数学でも、生物学
とく いく

でも、それをよく勉強すると人間が出来て行くのである。先年、東大生と慶大生とが
けい だい

卒業直前に、就職することになっている会社の金庫を盗んだということがあった。大

学で知育だけして、徳育をしないからこんなことが起こるのだ、有名大学へ入れたの
とく いく はい

だから学問は出来るのだろうと世間の人は考えるけれども、それは大きな 誤 りで、
せ けん あやま

このような学生は学問も出来ないのである。数学でも何でもちゃんと出来るなら、金

庫泥棒をしてどうなるか位わからない筈はない。何もわからないからこんな愚かな
はず

ことをするのである。本当の学問をすることが人間を、人格を完成して行くのである。

人生とは学問をして、一生かかって自分の人格を完成して行くものである。

独立学園で精神教育を主とするというと普通の勉強はしなくてもよいのかと考える

人があって困るのである。勉強嫌いだから独立学園に行くという人がもしあったなら

それは大きな間違いで他の学校より一層よく勉強しなければならない。数学でも生物
いっ そう

学でも教えられることは何でも一生懸命に勉強する。それが大切な徳育になるのであ
とく いく

る。学問とは考える力を 養 って、考えて真理を求めて、そして真理に従って生きる
やしな

ようにさせるものである。人間が真理に従って生きて行くようになることが人格完成

あるいは人間形成である。それ故どの学科でも一生懸命勉強しなければならない。
ゆえ

今日、日本で教育が受験準備教育になってしまい、本当の勉強をしない。そのため
こん にち

に学校卒業者が学力がなく、考える力がなくて、多くの困ったことが起こっている。

中学卒業生の学力も劣って来て、私共も教育に骨が折れるようになって来た。その学
おと お
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力低下を 補 うためにも一層諸君は一生懸命に勉強しなければならない。よく勉強す
おぎな いっ そう

るというのは先生のいうことをよく聞いて、よく考えることである。よく勉強して正

しい考え方が出来るようにならなければならない。金庫泥棒をすればどうなるか位の

ことがわからないような、考える力がない人間になってしまっては困るではないか。

諸君はこれまでは勉強というものは試験のためにするものだ、試験で良い点をとる

ために、面白くもない勉強を一生懸命にやって来た。これからは学問は 尊 いもので
おも しろ とうと

あるから一生懸命に勉強するというのでなければいけない。 尊 いものであるから学
とうと

問は面白いものである。学問の本当の面白さがわかって、一生懸命に勉強するように
おも しろ おも しろ

なって欲しい。学問をすることは本当に面白いものである。パスカルは偉い人である。
おも しろ

偉い数学者、物理学者であり、偉い神学者、偉い哲学者でもあった。そのパスカルが 12
しん がく

歳の時に独 力 で三角形の内角の和は二直角になることを証明したといって非常に喜
どくりょく

んだということである。どんな三角形でも三角形の三つの角を合わせると一直線にな

るのである。これは諸君も習って知っていることと思うが、それを自分で証明出来た

ことが嬉しかったのである。勉強するということは本当の喜びを与えてくれる。どう

か勉強の喜ばしさ面白さを悟って、試験のためではなくて、勉強をやりたくてしよう
おも しろ

がないというようになって欲しいのである。

本当に諸君が学問を愛し、真理を愛すること、このことが諸君が立派な人間になる

ことである。虚偽を憎み真実を愛することが真の人間の 尊 い姿である。だから学問
きょ ぎ とうと

が人間形成に役立つのである。どうか諸君は試験でよい点をとって誇るためでなく、

学問の 尊 さ面白さが出来るだけ早くわかってそのために喜んで一生懸命に勉強する
とうと おも しろ

というようになって欲しい。そして本当の勉強をして欲しい。これが新しい一年生に

対する私の最大の願いである。

（「独立時報」第 58 号、1968 年
(179)

）
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7-3-45 クリスマス

世界は今荒れ狂っている。戦争がベトナムにおいて、中東において行われている。

その他の所でも危険な対立があって今にも戦争が起こりそうである。日本国内でも内

乱が起こっているといって良い。ゲバ棒 (180)を振るう学生達を機動隊 (181)が弾圧してい

る。自衛隊が内乱の為の訓練をする。力と力の対決の世界である。道理を通すことが

できないから力に依るといっておる。そしてキリスト教のような弱いものでは、今の
たよ

世界では駄目であるという声が聞こえてくる。大学を封鎖しておった学生が、神は死
だ め ふう さ

んだと方々に落書きをしておったということである。そして争いが益々激しくなって
ほう ぼう ます ます

くる。世界は益々暗黒に覆われて行く。偉いといわれておる学者も、政治家もどうす
ます ます おお

ることも出来ないで、ただ目前の問題を取り 繕 って行くことに浮身をやつして
(182)

お
め さき つくろ うき み

る。政治が 誤 っていることはいうまでもないが、今日の学問も 誤 っている。大学紛
あやま こん にち あやま

争も大学において行われている学問が間違っているから起こったのである。機動隊に

よる弾圧で平静になっているようであるけれど、これは表面だけであって、問題は解

決されていない。これはすべて人間の罪の結果である。マルクス主義者は、社会が悪

いのは資本家の罪の故だ、これを倒しさえすればよいと言っている。しかし、自分
ゆえ

達も罪人であることを忘れている。それ故にマルクス主義者が権力を握ると必ず内
つみ びと ゆえ

部争いが起こってくる。ソ連でも、中国でも、例外なく内部争いが起こった。日本の

学生の間でも、内ゲバという言葉がある通り、ひどい内部争いが起こっておる。力に
うち

よっては少しも問題は解決されない。戦争に依っても目的を達することが出来ない。
よ

アメリカのような大きな軍隊の力を持ってしても、ベトナムの問題を解決することが

出来ないでおる。争いが益々深刻になって行く。これは制度の問題でなくて、人間の
ます ます

問題であることを示している。人間の罪のためである。人間がよくなれば封建制度で
ほう けん

も理想の世界が実現する。内村先生が上杉鷹山のことを書いて人間が良ければ封建制
うえ すぎ よう ざん ほう けん

度でも、こんなに良くなるんだと、そういうことを教えている。人間の罪の問題が解

決されなければどんなに良い制度でも駄目である。
だ め

そして人間の罪の問題はなかなか解決されない。罪が人間の 魂 を根強く捕らえて
たましい と

おるからである。人間の罪というものは 誠 に根深いものである。この罪を除くこと
まこと のぞ

が第一の最大の問題である。このために神の御子が降誕するということが必要になる。
み こ こう たん

人間の罪を除くには、罪のない神の御子が自分を犠牲にして十字架の死を遂げるとい
のぞ み こ ぎ せい と

うことが必要である。人間の罪が 贖 われて、人が神の愛に励まされ、力づけられて、
あがな はげ

愛が行い易くなって、初めて天国が実現するのである。そのためにまず私達一人一人
やす

が罪より救い出されなければならない。神の与え給う平和は、罪の赦された人々の
たも ゆる

うちにまず与えられ、そういう人々が多くなって初めて地上に真の平和が来るのであ



309

Ⅶ

る。ルカ伝 2 章に羊飼い達が、天の軍勢が歌っているのを聞いたことが記されている。

その歌に、地には平和、主の喜び給う人々にあれという言葉がある。地上にただ平
しゅ たも

和は来ない。人間が神の喜び給う者になって、初めて平和が来るのである。御旨に叶
たも み むね かな

う人々というのはキリストの教えに従う人々である。キリストの教えに従う人々が多

くなって初めて、地上に平和が実現するのである。それ以外には、理想の社会が実現

する道がない。そのことを今日の世界の 情 勢が良く示しておる。今は力の世の中で
こん にち じょう せい

あって弱々しいキリスト教では駄目な世の中だというのは最も大きな間違いであっ
だ め

て、今ほど私達はキリストの教えに従わなければならない時はないのである。人間は

すべてキリストに従わなければならないことを判然と示して下さるために、神様はこ
はん ぜん

のような混乱した状態の世界を私達の前に示して下さっているのだと思う。このよう

な状態にあるということも、神様が私達に罪の赦しの十字架の福音を求めなければな
ゆる ふく いん

らないことを教えて下さるための大きな恩恵である。
おん けい

私共はこのクリスマスを迎えるに当たって、御子の御降誕がどういう意味をもって
み こ ご こう たん

いるかということを深く考えて、そしてまず、自分の罪の 贖 われることを願い、1969
あがな

年前にこの地上に生まれ給うた神の独り子の十字架に頼り縋ることを一生懸命にし
たも ひと ご よ すが

なければならない。そのことを私共に教えてくれるのがクリスマスである。

（「独立時報」第 60 号、1970 年）
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7-3-46 クリスマス式辞
し き じ

今日は激動の世界であるといわれています。そしてこのような世界にあっては信仰
こん にち

等という暢気なことは考えてはいられないと多くの人は考えている。しかしこれは大
のん き

きな 誤 りである。この激動の世界というのは人が神から離れたから起こったのであ
あやま

る。

偉い学者や偉い政治家がいろいろと人間的に考えて自分勝手なことをしてこういう

激動の世の中になったのである。人間的な計画、予定、そういったものが皆外れてし
みな はず

まって、それで困った困ったといって偉い学者も偉い政治家も何もすることが出来な

いで困っておるのである。人間の力をもってしてはどうすることも出来ない世の中に

なって、それで激動の世であると騒いでおるのである。これは神から離れたからで、

今こそ神に帰らなければならないときである。

人間の活動の内で経済活動が一番大きな割合を占めておる。今日の経済学の始まり
し こん にち

であるアダム・スミスはその国富論において人間の経済活動は人間の儲けようとする
こく ふ ろん もう

心に任せておいてよい。そうすると自然にうまく調節されてよい経済活動が出来ると

いったのである。けれども、アダム・スミスは立派な信仰を持っておった。そして人

間の経済活動の裏には神さまがすべてをよきに導いておられて、人間が信仰を持って

経済活動すれば、それでうまくいくのだといっておるのである。

ところが今の経済学者は信仰を持たず、何でも儲けさえすればよい、企業は儲ける
もう もう

のが目的で儲けないことは罪だとそういっておる。私の知っているある小さな企業の
もう

社長が、何でも儲けさえすればよいという学者の言葉を聞くのは嫌だ、もしそうなら
もう

ばこういう仕事をしている意味がないとよく私にもらしておりました。けれどもこの

ような人は極めて稀れで、今日すべての企業が企業とは儲けるのが目的で、儲けるた
ま こん にち もう もう

めには手段を選ばずということをやっており、それが今日の混乱の基になっておるの
こん にち もと

である。

人間はただ儲ければよいというのではいけないのである。神を信じて、神の御心に
もう み

従うような生活をしなければならない。経済活動も真理に従ってなされなければ混乱

に 陥 るのは当然でありこのような激動の世界になるのは当然である。今日ほど私達
おちい こん にち

は神に帰らなければならないことを痛切に感ずる時はないのである。

しかし人間は罪を犯している。罪に汚れた人間はこのままでは聖なる神の許に帰る
けが もと

ことは出来ない。人を罪から救う罪の赦しの十字架の福音ということは絶対に必要な
ゆる ふく いん

ことである。

旧約聖書を一貫している精神というのはメシア (183)待望である。メシアはキリスト
いっ かん

のヘブライ語でキリストはギリシャ語で救い主を意味する。だから救い主待望という
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ことが旧約聖書を一貫している精神ということになる。神の子が人間の形をとって地
いっ かん

上においでになるということが絶対に必要である。聖書がこのことの実現したことを

記しておる。歴史上のある時点においてこの地球上のある地点に神の子がお生まれに

なった。そして成長なさって十字架の死を遂げられて復活なさり、人間を罪から救う
と

という大事業を完成されたのである。

ルカによる福音書第 2 章に、イエスはキリニウスがシリアの総督であった時の最初
ふく いん そう とく

の人口調査の時にユダヤのベツレヘムでお生まれになったと明らかに記されておる。

これまでの世界の歴史はすべてこれを中心にして動いてきた。キリストがこの地上に

お生まれになった時に非常に不思議な出来ごとが起こった。それは当時の世界で一つ

の言葉が通用し、世界中が一人の支配者の下にあるという歴史上たった一遍しか起こ
もと いっ ぺん

らなかったことが起こったのである。

ギリシャ文化というものは非常に偉いものである。そのギリシャ文化がアレクサン

ドロス大王の世界帝国建設によって世界中に広まったのである。アレクサンドロス大

王とその世界帝国はすぐ瓦解したけれども、ギリシャ文化は世界中に広がったのであ
が かい

る。何処へ行ってもギリシャ語が通用するという現象が起こった。今日英語が世界中
ど こ こん にち

に通用するといわれておっても、まだまだ世界のほんの一部にしか通用しないので

あって、この時のギリシャ語がほとんど世界中に通用したというのには比ぶべくもな
くら

い。何処へ行っても話が出来た。当時の世界で何処へ行っても不自由なく話が出来る
ど こ ど こ

ということは珍しいことである。

それから地中海世界がローマ皇帝の支配下にあったから、ローマ帝国内は何処へで
ど こ

も行けた。もちろん交通機関が発達していなかったから歩かなけれはならなかったけ

れどもとにかく何処へでも行けた。今日非常に交通機関が発達して韓国へは二時間足
ど こ こん にち

らずで行ける。けれども行くためにはパスポートやビザを得るために非常に面倒な手

続きが要る。中国へはなかなか行けない。けれども今から二千年前は泥棒に出会うと

かの危険なことはたくさんあったけれど、行こうと思えば何処へでも行け、そして
ど こ

何処へ行っても話が通じるという実に珍しいことが、この人類の歴史で一度だけ地上
ど こ

に実現し、この時にキリストがこの地上にお生まれになったのである。

以上のように考えると、それまでの世界の歴史というものは、神がキリストをこの

地上に生まれさせるためになさった準備だと考えざるを得ない。

余計なことであるが、今日の学者の学問や政治家の政治が駄目になり、そしてこう
こん にち だ め

いう時代になったと先程申しましたが、学者の学問が駄目である例を一ついいます。
だ め

キリニウスがシリアの総督になったのは紀元 6 年であり、イエスはヘロデ王の時に
そう とく

生まれており、ヘロデ王は紀元前 4 年に死んでおるから、イエスの誕生は紀元前 6 年

ごろでなければならない。これはルカの書いていることと合わない事実だからルカは

いい加減のことを書いたのである、と学者はいっておるのである。しかしこれは学者
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の大きな間違いである (184)。

ローマ時代に総督と呼ばれる者に三種類がある。 即 ちローマの元老院管轄の州の
そう とく すなわ かん かつ

総督と、ローマ皇帝 直 轄州の総督と、それからユダヤのような小さい州の総督との
そう とく ちょっ かつ そう とく そう とく

三種類である。そしてその各各の総督という言葉が違っているのである。ルカはその
おのおの そう とく

言葉の使いわけをちゃんとやっておるのである。聖書には皇帝 直 轄州の総督が出て
ちょっかつ そう とく

いないのでそれを何というのかわかりませんが、元老院管轄州の総督は使徒 行 伝 13
かん かつ そう とく し と ぎょうでん

章のキプロス島の総督と 18 章のアカイア州の総督とに出ておって、ちゃんと元老院
そう とく そう とく

管轄州の総督（アンテュパトス）の言葉を使っておる。それからユダヤのような小さ
かん かつ そう とく

な州の総督は聖書にはたくさん出ておって、それはそれで特別の言葉（ヘーゲモーン）
そう とく

を使っておる。そこでキリニウスがシリアの総督であったという個所は問題のところ
そう とく か しょ

なので除けといて、ポンティオ・ピラトが総督であったとき、それからフェリクスが
よ そう とく

ユダヤの総督であったとき、あるいはフェストゥスがユダヤの総督であったときを調
そう とく そう とく

べてみると、どれも小さな州の場合の総督という言葉を使っている。ちゃんと言葉使
そう とく

いを区別しているのである。

ルカによる福音書のキリニウスがシリアの総督であったという個所の総督は、小さ
ふく いん そう とく か しょ そう とく

な州あるいは偉い総督の下の総督という意味の言葉で、ポンティオ・ピラトやフェリ
そう とく そう とく

クスやフェストゥスの場合と同じ言葉を使っておるのである。であるから、イエスが

生まれたのはキリニウスがシリアという皇帝 直 轄 領 の一番偉い総督であった紀元 6
ちょっかつりょう そう とく

年の時のことでないことは明らかである。

一方、ヨセフス (185)という歴史家が紀元 6 年にキリニウスがシリアの総督になった
そう とく

ときのことを書くのに、ルカによる福音書にあるのと違う言葉を使っており、キリニ
ふく いん

ウスと同時にコポニウスという人がユダヤの総督になったと書いているがその総督と
そう とく そう とく

いう語はルカによる福音書のキリニウスがシリアの総督……という総督と同じ言葉な
ふく いん そう とく そう とく

のである。

であるから、ルカの書いたキリニウスがシリアの総督だったという時は、キリニウ
そう とく

スがシリアの一番偉い総督になった紀元 6 年の時のことではなく、それより前のある
そう とく

時期、二世紀の学者の記述によるとキリストはサトウルニスという人がシリアの総督
そう とく

だった時に生まれたとあるので、サトウルニスがシリアの一番偉い総督でキリニウス
そう とく

がその下の役をしておったらしく、その時のことであるらしいのである。偉い学者が

そういう言葉の区別を忘れて勝手に紀元 6 年の皇帝 直 轄 領 の最高の総督になった時
ちょっかつりょう そう とく

だと解釈し、ルカは時期を間違えたといっておるわけである。キリニウスがシリアの

総督の下の役をしておった時というのは何時か、そのはっきりした記録がないのでわ
そう とく い つ

からないが、いろいろなことからしてイエスは紀元前 6 年か 8 年にお生まれになった

ことが確かなようである (186)。

これをもって見ても今日の学者がいい加減の学問をしておるということがよくわか
こん にち
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るのである。経済学の方でも自然科学の方でも、本当に今日の学者がちゃんとした研
ほう ほう こん にち

究をしないから、それも今日のこの混乱のもとになっているわけである。
こん にち

さてついでに申しますと、今日の紀元を決めたのは紀元 500 年頃 (187)ディオニュシ
こん にち

ウス･エクシグウス (188)という人が歴史の学問を使ってでありました。歴史の学問が発

達していない今から 1400 年前に、それよりも 500 年前の年代をちゃんときめるとい

うことは非常に難しいことであって、6、7 年の違いで決めたのは相当の出来ばえで

あると思う。これを紀元元年にキリストが生まれていなかったということで非難する
がん ねん

のは学問というものをよく知らない人のすることである。歴史の学問が発達した今日
こん にち

でも 500 年前のある出来事の時を決めるということはなかなか難しいことです。 幸
さいわ

いはっきりした記録が残っておれば割合に楽に決められるが記録が残っていなければ

なかなか難しい。それを今から 1400 年前に 6、7 年の違いで決めたということは余程
よ ほど

偉いことである。

今日の紀元はキリストの誕生の年をもって決められたのであるが、そういう訳で 6、
こん にち

7 年間違いはしましたけれども、キリストが紀元前 6 年から 8 年にかけてのある年に

生まれたことは、確かである。誕生の日はさっぱりわかりません。今日 12 月 25 日を
こん にち

キリストの生まれた日としておりますが、それはローマの冬至祭 (189)の影響を受けて
とう じ

大部後になってから決まったのである。だから日は何時でもよい。とにかくキリスト
たい ぶ い つ

がこの地上にある時期に確かにお生まれになったということが大事なことである。

何時であるかはっきりわからないけれどもイエスが確かにこの地上にお生まれになっ
い つ

た、そして私達人間と同じくこの地上を歩かれて生活なさり、最後に十字架の死を遂
と

げて人類を罪より解放するという大事業を完成されたのである。キリストがわたした

ちの罪を 贖 って下さらなければ私達如何に神に帰りたくても帰れないのである。で
あがな い か

あるから、キリストがこの地上にお生まれになったということは、私達にとって最も

大事なことであり、私達の喜びの基であり本当に私達が祝うことが出来る心からおめ
もと

でとうということの出来ることである。

何時の年でも私達はもちろんそのことを知って、私達のために神の御子を犠牲にし
い つ み こ ぎ せい

て下さるという神の愛の大きいことを思い感謝に溢れるのであるけれども、今日のよ
あふ こん にち

うに激動の世にあっては一層そのことを強く感ぜざるを得ないのである。神に頼らな
いっ そう

けれはならないけれども只では神に頼る道がない。ただ一つキリストを通しての罪の
ただ

赦しということによらなければならないのである。だから今日程クリスマスが人間に
ゆる こん にち

とって如何に有り難いことであるか。喜ばしいことであるかを感ぜざるを得ない時は
い か あ がた

ないのである。

こういう年に際し、私達は何時の年よりもより一層の喜びと感謝をもってクリスマ
い つ いっ そう

スを迎えたいと思うのである。よくクリスマスの本当の意味を考えて、私達本当の喜

びを持ち、希望を持ち、心からクリスマスを祝うことの出来る 幸 いをもってこのク
さいわ
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リスマスを迎えたいのである。

（「独立時報」第 65 号、1974 年）
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7-3-47 農民と教養

１ 教養の必要

昔から百姓には学問は要らないといわれてきた。今でもそう考えられている。お前
い

は学力がないから農学校へ行けという風である。しかしこれは大きな間違いで農業程
ふう ほど

学問の必要な仕事はない。農業をほんとうにするにはよく考えてしなければならない。

考える力を 養 うにはほんとうの学問をしなければならない。学問とは事物をよく見
やしな じ ぶつ

て、よく考えて、ほんとうのことを見出すことである。こうして得た真理を集めたも
みい だ

のが学問である。農民が必要とする学問は考える力を 養 うところのほんとの学問で
やしな

ある。単なる農業技術についての知識ではない。そういう農業技術を生み出した考え

方 即 ちほんとの考え方を教える学問である。40、50 年前の話であるが、その頃でも
すなわ

裕福な農家では子弟を学校へやった。学校で習った農業技術を条件の違った自宅の農
し てい

場でそのまま実施するのでうまくいかず、親達に学問したって駄目じゃないかといわ
だ め

れるということがあった。それ故直接の農学でなくとも英文学でも、他の学科でも
ゆえ

よい、考える力を 養 うほんとの学問ならなんでもよい。農民には学問が必要である。
やしな

戦後 妙 高山
(190)

の 麓 で農業して成功した英文学者の話を聞いた。私の友人で、戦前
みょう こう ざん ふもと

東京都立大学の前身である工専
(191)

の機械科を出た人で、戦後山形県最上町で開拓農
こう せん も がみ まち

業
(192)

をやっている人がある。機械技術をもって会社に勤めれば楽をして収入が多く
つと

得られるので、何回か止めようとした。君のような教養のある人が百姓をやることは
や

大変意義があることだから止めないようにと勧めた。私が励ましたばかりではないで
や すす はげ

しょうが、止めないでやりとおして、今は希望を持ち、余裕をもって楽しく農業をやっ
や

ている。考えないでただ役人の指導によってやるからうまくいかないのである。戦後

役人の指導によって開拓農業をした人はほとんど皆失敗している。米価 (193)を高くし
みな べい か

て貰うことを喜ばないで、米を安く生産出来る態勢をつくることを要求すべきであっ
もら

た。考える力がなく、自主性がないから、政治家や経済学者にだまされるのである。

家畜にしろ、作物にしろ、生きているものを扱うのであるから、生命のないものを扱

う工業生産より遙かに高い教養を要する。トマト作りの名人があった。多くの人がど
はる

んな肥料をやるのかと尋ねるがその人は答えなかった。これこれの肥料をやればよい
たず

という問題ではない。作物を愛することが先決問題であるからである。山の中の農家

でも最良の肥料は主人の足跡であるといわれている。よく見に行く百姓がよい収穫を

あげるのである。手間が十アール
(194)

当たりどの位かかるとか、 省 力 ばかり考えて
しょうりょく

いてはよい作物は出来ない。学問とか教養とかいうものは自然科学的のものであって

も物質的よりも精神的なものが大切だということを教えている。農民にはほんとの学

問が必要である。
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２ 農業は教養を高めるもの

農業は教養を高めやすい職業である。金銭の奴隷になっておっては教養を高めるこ
ど れい

とは出来ない。金儲け主義ではほんとの学問は出来ない。今日の日本の学問が堕落し
かね もう こん にち だ らく

たのは学問が金儲けに使われているからである。教育は学問を教えることによって行
かね もう

われる。教育も金儲け主義では出来ない。大学紛争は大学にほんとの学問と教育がな
かね もう

くなったから起こったのである。機動隊で押さえるからおさまったようにみえるが、

実は根深くなってきているので、日本の社会にとって恐ろしいことである。

農民は金銭の奴隷にならないでも暮らせる。金銭が少なくても、あるいは金銭がな
ど れい

くとも生活に必要なものを作ることが出来るから独立の生活が出来る。日本の経済に

捲き込まれないでもやって行ける。それ故、暇を作って、自分の教養を高めること
ま こ ゆえ ひま

が出来る。また自然の中にいるので、静かに、深く考えることが出来る。それ故ほ
ゆえ

んとの学問が出来る。都会の人はみかけは立派な風はしているが、誰が損をした、誰
ふり

が儲けたというようなバカらしいことばかり考えているのである。都会のやかましさ
もう

の中にいると深く考えることが出来ないでしまう。それ故ほんとの学問が出来ない。
ゆえ

農民は土地に 執 着 して、損をしているとよくいわれる。高く土地を売って、安い
しゅうちゃく

土地に農地を移転して楽に農業をしたらいいという。しかし農民はなかなか土地を売

らない。農民はその周囲の自然から受けるものを高く評価しているからで、金銭に換
か

えられない 貴 いもののあることを知っているのである。大地に根を下ろしたものと
とうと

いうことも農民がしっかりした考え方が出来やすいからいわれるのである。学校を出

てない農民でも暇を作って勉強する人はなかなか高い教養を身につけている。晴耕雨
ひま せい こう う

読
(195)

という 言 がある。働けない時に学問をするのである。自然の中にあって、深く
どく ことば

考えることの出来る所で学問をするからよい学問が出来る。農民文学などといって、

その作品が高く評価されることがあるが、農民が自然の中にあって生活し深い人生経

験をするからよい文学が生まれるのである。

農民は自然科学的な学問でも、実際の経験に基づく、なかなかしっかりした学問を
もと

していることがよくある。それを百姓には学問は要らないからといって、無理にほん
い

との学問をすることを押さえるような風 潮 がある。今日の社会は農民を精神的、経
ふう ちょう こん にち

済的圧迫によって無理に物質的にしようとしている。農村における一番困った問題で
あっ ぱく

あるところの出稼ぎ (196)問題でも物質的利益を見せびらかして (197)農民をつるから起こ
で かせ

るのである。欲深くさえしないで、出稼ぎに行く時期に学問をさせるならば、豊かな
で かせ

余裕のある農業が出来るようになる。また教養があるなら自然の中の生活を本当に楽

しむことが出来る。それ故農業は教養を高めるのに最も適した職業である。農民が
ゆえ

教養を高めることによって日本の文化が高められるであろう。

（「独立時報」第 67 号、1974 年）
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7-3-48 卒業式々辞 (198)
し き じ

一年生 28 名、二年生 28 名、それぞれ二学年、三学年に進級いたします。三年生 26

名のうち、24 名本日卒業いたします。2 名は卒業延期にいたしまして家庭教育を受

けるようにいたします。家庭において家庭教育を受けられる見込みがつきますればい

つでも卒業の手続きをいたします。

今日の教育は崩壊しています。学校は学問を教えて教育することを忘れて、受験技
こん にち

術を身につけさせることに専念するので、学校教育も放棄されてしまっております。
ほう き

その結果、学力のない卒業生ができて困っているのでありまして、今日の日本の非常
こん にち

に困った状態はそこに原因しているのであります。受験準備教育はまた家庭教育をも

奪ってしまったのであります。人間にとって家庭教育 即 ち親の下で成長するという
すなわ もと

ことは非常に大事なことであります。それを今日の日本の教育から奪ってしまったの
こん にち

であります。そして、小学校に入る前から受験準備教育をするようになり、今日の教
こん にち

育の破壊がいっそう激しくなったのであります。

2 名の者は教育の崩壊の害を最も多く受けたのでありますが、2 名の家庭におきま

しては家庭教育の欠けているのを 補 うことができると認められましたので延期する
おぎな

ことにしたのであります。ですから延期された者の方が、延期されなかった者より劣っ
ほう おと

ているということはないのであります。その方がほんとうの教育を受けるのに都合が
ほう

よいと考えてそういう処置をとったわけであります。あるいは卒業いたします者の中

にもそういう処置をとった方がよいという者があるかもしれません。けれどもそうい
ほう

うことがよいという確信がないためにそれをしないだけであります。どちらが 幸 い
さいわ

かということはわからないことであります。

人間の評価を正しくするということは非常にむずかしいことであります。そしてそ

のでき難い評価を無理にいたしますので今日教育の困難が起こったのでありまして、
がた こん にち

大学は入学試験で学問のできない人を入学させ学問のできる人を締め出すということ
し

をしております。それゆえに今日の大学教育がだめになってしまっておるのでありま
こん にち

す。教育が崩壊してしまっておるので、中学卒業生の学力が年々劣ってまいりました。
おと

学園の教育でも年々教育の困難を強く感じるようになってきております。いま卒業す

る人も高等学校の課程をきちんと卒業したといえないのであります。それですから全

員卒業延期をするべきでありますけれども、社会全体において学力のない人を卒業さ

せております。それで世間一般の考えでの卒業という意味で、今日卒業するというこ
せ けん

とにしたのであります。そういう意味で卒業式を行ないますので、形式的な卒業証書

は式後事務室でお渡しすることにいたします。世間ではそれだけに値うちを置きます
せ けん

が、卒業証書という紙切れなどは意味のないものであります。
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ほんとうの卒業証書というのは紙切れではなくして、それは諸君自身であります。

コリント人への第二の手紙の 3 章 (199)にこうあります。
びと

わたしたちは、またもや、自己推薦をし始めているのだろうか。それとも、あ
すい せん

る人々のように、あなたがたにあてた、あるいはあなたがたからの推薦状が必
すい せん

要なのだろうか。わたしたちの推薦状はあなたがたなのである。それは、わた
すい せん

したちの心にしるされていて、すべての人に知られ、かつ読まれている。

推薦状というものは、あなたがた自身なんだ、そしてあなたがたの心にしるされて
すい せん

いること、それがほんとうの推薦状だといっているのであります。卒業証書というの
すい せん

はいわば学校から出す推薦状のようなものです。
すい せん

そして、あなたがたは自分自身が、わたしたちから送られたキリストの手紙で

あって、墨によらず生ける神の霊によって書かれ、石の板にでなく人の心の板
すみ

に書かれたものであることを、はっきりとあらわしている。 (200)

石の板とはモーセがシナイ山において神から十戒を授けられた時に二枚の石の板に
じっ かい さず

そのことを書きしるした (201)とある如く昔は石の板にも書いたのである。その石の板
ごと

にではなくて、人の心の板にとありますが、これは少し訳がまずいのでありまして、
やく

元の言葉は「肉の心の板」なのです。石という死んだものではなくて、血のしたたる

生きたものに書かれたということを表わす言葉であります。ただ聖書のほかのところ

で霊と肉ということを対 照 させまして、霊は 尊 いもの、肉が悪しものというふうに説
たいしょう とうと あ と

いておるところがありますので、それに引きづられて、肉という言葉を避けて「人の

心の板」としたのでありますが、やはりこれは元の通り、「肉の心の板」と書いた方

がよいです。鉱物の死んだ石ではなくて、血のしたたる「肉の心の板」に書かれたも
こう ぶつ

のだということをいっているのです。

ほんとうの卒業証書は、諸君の心に書かれたものでなければなりません。諸君自身

の身体が卒業証書であります。そしてその卒業証書には何と書かれてあるべきかと申

しますと、それは「砕けた悔いた心」と書かれなければならないものであります。詩篇
くだ く へん

51 篇の終わりのところ
(202)

に、
へん

あなたはいけにえを好まれません

たといわたしが燔祭をささげても
はんさい

あなたは喜ばれないでしょう
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とあります。このいけにえとか燔祭というのはユダヤの祭りでありますけれども、こ
はんさい

れはいいかえれば善行ということです。善い行いをして神様に喜ばれようとするので
ぜん こう よ

す。けれどもそれではほんとうに神様に喜ばれることはできません。

神の受けられるいけにえは砕けた 魂 です。
くだ たましい

神よ、あなたは砕けた悔いた心を
くだ く

かろしめられません

人間にとりまして最も 尊 いことは砕けた悔いた心を持つことであります。最も美
とうと くだ く

しいことは砕けた悔いた心を持つことであります。
くだ く

この詩篇 51 篇はダビデ王の作といわれております。ニクソン
(203)

でも田中角栄
(204)

で
へん へん かく えい

も大統領や総理大臣なら悪いことをしても見逃されると、権力をもつものはそう考え
み のが

やすいのに、ダビデ王はそう考えないで、自分の罪を悔い、砕けた悔いた心を持った
く くだ く

のであります。この砕けた悔いた心を持つということが最も神様の喜ばれることであ
くだ く

り従って最も 尊 いことであり、美しいことであるのであります。
とうと

砕けた悔いた心を持つことができて、人間はほんとうに学問をすることができます。
くだ く

今日の学問の元は、ソクラテスが、人間は自分の愚かさを悟らなければ学問はできな
こん にち

いのだということを教え、それが元になって今日の偉い文化が築き上げられたのであ
こん にち

ります。聖書は、罪を自覚してキリストの十字架の 贖 いにすがらなけれは、人間は
あがな

ほんとうに強くなれないんだ、ということを教えております。

砕けた悔いた心を持たなければ、人間は信仰を持つことも学問をすることもできな
くだ く

い、人間として本当に生きることもできないのであります。砕けた悔いた心を持つと
くだ く

いうことが人間にとり一番大事なことであります。砕けた悔いた心を持つことができ
くだ く

るならば学力の足らないのも 補 われます。そういう心を持つ人はほんとうに学問が
おぎな

できますから、今学力がなくともほんとうの学問をすることができます。人間として

立派な生き方をすることができ、何よりもキリストの十字架によって罪を潔められて
きよ

ほんとうに清くなることができる。どんな義人といわれている人でも人格者といわれ
ぎ じん

ている人でも、そういう人達は皆罪にけがれたものでありまして、キリストの十字架
みな

によってのみ人間はほんとうに清くなることができるのであります。

今年度はこの砕けた悔いた心を持つことができやすい、そのことがわかってもらい
くだ く

やすい年でありました。それは昨年の 4 月に数名の生徒がタバコを吸ったことが明ら

かになったことに始まります
(205)

。このことは学園にとり非常なショックでありまし

たが、私自身はそれほど驚きませんでした。というのは、人間というのは罪を犯しや

すいものだから常に罪を犯さないように一生懸命になっていなければならないという

ことを考えております。だから、罪を犯した人が出てもそんなに驚きませんでした。
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それどころではなく、もしこのことによりまして、多くの人が罪の恐ろしさを知り、砕
くだ

けた悔いた心を持つことができるようになるならば、この苦難も神の恩恵である、と
く おん けい

そう思ったのであります。それですから、そのことを諸君にわかってもらうように一

生懸命指導したのであります。

これはタバコを吸った人だけの問題ではありません。吸わない人もやはり同じ罪人
つみ びと

であります。そのことを悟らなければいけないのであります。タバコを吸うという失

敗といいますか、そういうものはみんなが持っているのであります。吸わなかった人

はただ偶然そのことをしないで済んだというだけでありまして、吸わなかった人も同

じ罪人であるということを諸君に申しました。そして諸君全体が砕けた悔いた心を持
つみ びと くだ く

つことを強く願って、砕けた心を持つように導いたのであります。この心を持つこと
くだ

ができれば、それがほんとうの卒業であります。その心が「肉の心の板にしるされた

もの」であります。

今年度はそういう意味において教育の効果がいっそうよく上がるかと、大きな期待

を持っていたのでありますが悪魔の力は非常に強いのであります。どうも諸君の間に

罪の意識が薄くなったのではないかと思われ、心配になることが沢山あるのでありま
たく さん

す。「なに、一度吸っただけだ」とか「ちょっと好奇心で吸ってみたのだ」とかいろ

んないい訳をする心が諸君の中に芽生えてきたのではないかと心配されます。また吸
め ば

わない人でも自分も吸った人と同じく罪人であることを忘れて、「俺は吸わなかった
つみ びと

から偉かったんだ」と思う心が出来たのではないかという心配になるのであります。

ですから今日諸君が「肉の心の板」にちゃんと書かれた卒業証書を持って卒業できる

かどうか、そのことははっきりいえないのであります。

しかし、これはたいへん大事なことであります。今、諸君にそのことがハッキリわ

からないならば、一生懸命わかるようになって、罪の恐ろしさを知り、自分が罪人の
つみ びと

首 であるということを悟って、そして諸君の「肉の心の板」にほんとうの卒業証書
かしら

を書いていただきたい。諸君にそのことがわかったときが諸君の卒業のときでありま

す。形の上の卒業証書は、形式的に今日渡しますけれども、ほんとうの卒業というの

は諸君が砕けた悔いた心を持つことができた時であります。そう思って、どうか諸君
くだ く

に一日も早くほんとうの卒業証書を持っていただきたいのであります。また諸君自身

が卒業証書であるという言葉の意味もそこにあるのでありますから、これは一生か

かってでもわからなければならない問題であります。どうぞそのことを一生懸命考え

て、そして一日も早くほんとうの卒業証書を持って欲しい。諸君自身が卒業証書になっ

て欲しい。どうか諸君、普通ならばこんなことをいわないことが卒業式の常識である

かも知れませんけれども、そういう非常識なことをいわれたことを深く考えて、そし

て一日も早くほんとうの卒業証書を持つようになって欲しいのであります。

（「独立時報」第 70 号、1976 年 3 月 17 日）
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7-3-49 31期生入学式々辞
し き じ

この学園が満 30 年続いてくることが出来まして、31 年目を新しい一年生 26 名を

迎えて出発できますことをほんとうに感謝致します。1978 年度の勉強をこれから始
いた

めるについて、私たちの心構えを一言申します。新しく出来ました校舎 (206)の正面に

書いてある箴言第 1 章第 7 節 (207)の言葉について考えて見ます。訳は口語訳聖書と少
しん げん やく

し違いまして「神を恐るゝは学問の始め」としました。もとの言葉はこれであります。
る

へブライ語は右から左へと読みます。

読み方は少し難しいのでありますが、できるだけもとの発音に近いように仮名をつ

けました。イルアツは恐れということでヤアウェー
(208)

は神の名であります。 出 エジ
しゅつ

プト記 3 章のモーセがイスラエルの人々をエジプトから連れ出すように神様から命ぜ

られた時の記事でありますが、あなたのお名前は何と申すのですかとモーセが聞いた

時に神様は「私は在って在る者」と答えられた。もとの言葉では「エイエイ・アシエ
あ あ

ル・エイエイ」、英語に訳すと I am what I am.です。それを名にしてヤハウェとい

うのですが、一口にいえば「唯一の存在者」という言葉です。ヤハウェと発音したら
ひと くち

しいのですが、モーセの十戒第三条に「あなたはあなたの神ヤハウェの名をみだりに
じっ かい

唱えてはならない」 (209)とありますので、必要な時も一切唱えてはいけないとしてし
とな とな

まって、ヤハウェと読まないでアドナイ（主という意味）と読んで居った。ヘブラ
しゅ お

イ語は子音だけ記して母音は記憶で読んでおったのですが、次第に母音の記号をつけ
し だい

るようになったが、そうなってもアドナイと読んでおったので読み方がわからなく

なった。16 世紀以来ヤハウェの子音とアドナイの母音と組み合わせてエホバと言っ

てきた。近頃学者が研究しまして、ヤハウェと読むのだろうということになりました。

レーシーツというのは始め (210)ということです。ダアツというのは知ること、知識と

訳してもいいのですが、単なる知識ではなくて、勉強して知ったところのもので学問

とした方がいいので学問と書きました。ほんとの学問は神を恐れる心がなければ出来

ないのであります。

ほんとの神、ヤハウェは唯一の存在者であるから、天地万物の創造主であります。
ばん ぶつ

完全に聖なる、義なる愛なる神でなければなりません。このような神を知ると、人間
ぎ

は自分が愚かで、無力で、罪に汚れたものであることに気がつき、恐れおののきます。
けが

神を恐れるとは自分の罪に気がつき、自分の愚かさに気がつくことであります。これ

がなければ学問は出来ないし、立派な人間となることも出来ないのであります。ソク

ラテスは真の神は知らなかったが人は 己 の愚かさを悟らなければ学問は出来ないと
おのれ

いうことを教え、ほんとの学問の基礎をつくりました。

学問は金儲けをする為のものではありません。今日の人々は学問は有名大学に入り
かね もう こん にち

ツアダ ツーシーレ ーエウアヤ ツアルイ←
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有名会社や官庁に入り、出世するためのものだと考えておりますが、これは大きな間

違いで、学問は真理を探究し、真理を愛し真実になり、真理に従って生きるようにな

るためであります。これが人生の目的であります。学問は人間として完成する為にす

るもので、それ故学問を教えて教育をするのであります。いくら出世しても、金を儲
ゆえ もう

けてもつまらないことです。人間は神のように完全にならねばなりません。なれるよ

うに神は人を作ってくださったのであるからなれるのであります。ヤハウェを恐れる

は学問の始めであります。神を恐れることがないとほんとの学問は出来ない。教育も

行われない。人間として立派に生きて行くことが出来ないのであります。

今日、日本の教育が悪くなっているということはいろいろな方面で叫ばれているか
こん にち

らよく知られていると思いますが、ほんとの学問をしないで、受験勉強をしているか

ら、学問がわからない、考える力のない、不完全な
(211)

人間になってしまっておりま

す。一しょに勉強する級友を殺すということが起こっている。仲良くなるべき筈で
はず

あるのに競争心を煽る教育をするから、自分より点の良い人を憎むようになる。山形
あお

県で一番よいといわれている高校で二番の人が一番の人を殺すという事件が起こって

日本中びっくりした。神を恐れる恐れがないからほんとの学問が出来ないで、受験準

備の為といって強制するか、競争心を煽るかしなければ学問をさせられないのでこん
あお

なことになるのであります。

日本の偉い学者先生がたは大抵神を恐れる恐れを持っていない。信仰を持っていな
たい てい

い。信仰を否定すれば偉い学者になったつもりでおりますが、それで大きな間違いを

して、日本の学問が駄目になった。大学でほんとの学問をしない、研究もしない。学
だ め

問を教えて教育を行うのに学問が駄目になったが故に教育も悪くなって終わってい
だ め ゆえ

る。殺人事件を起こすような教育になってしまったのであります。社会を善くすべき
よ

教育がこんなに悪くなって、日本の国はどうなるのか、ほんとに心配であります。世

界中が信仰をすてたので、今、世界中が困っております。これはどうしても、信仰を

持ち、神を恐れ、ほんとの学問をし、ほんとの教育を行わなければ世界は滅亡致しま
いた

す。イルアツ・ヤアウエ・レーシーツ・ダアツ 神を恐るるは学問の始め、これが基督
キリスト

教独立学園の教育目標であります。短い言葉ですから暗記して、よく憶えて、これか
おぼ

らの勉強の指針として欲しいのであります。

（「独立時報」第 74 号、1978 年）



(1)

(1) 原書の表現は、現在では適切でないため改めた。

(2) 同上。

(3) 原書の表現は、文脈上適切でないため改めた。

(4) 原書の表現は、現在では用いられないため改めた。

(5) 原書の表現は、現在では適切でないため改めた。

(6) 同上。

(7) 同上。

(8) 同上。

(9) 同上。

(10) 原書の表現は、文脈上適切でないため改めた。

(11) 片田舎の村。へんぴな地にある村。
かたいなか

(12) へんぴな土地。へき地。

(13) (1902 ～ 1981) 山形県知事(官選・1945 年 10 月～ 1946 年 10 月、公選・1947 年 4 月～ 1955

年 2 月)。その後、参議院議員。内村の弟子で東大総長となった矢内原忠雄の教え子。第二次大
や ないはらただ お

戦中、侵略戦争を批判し大学を追われた矢内 原は、朝鮮で聖書講義を敢行。その際、当時朝鮮
や ないはら かんこう

総督府の役人だった村山は、日本の官憲による矢内原への監視を避けられるように、自宅を矢
そうとく ふ かんけん や ないはら かん し や

内原の宿として提供した。独立学園が高等学校として認可されたのは当時山形県知事であった村
ないはら

山の尽 力 によるところが大きく、鈴木も「この人なくして独立学園はなかった」と語った。村
じんりょく

山は、1946 年 5 月 15 日に山形県会議事堂を会場として、知事主催のキリスト教講演会を開催し、

そこで鈴木が「正義と力」、政池が「科学と基督教」と題して講演を行った。この講演会が行わ
まさいけ キリスト

れた議事堂から道を隔ててすぐ向かいが山形警察署。そこに、つい一年三ヵ月前の 1945 年 2 月 12

日まで鈴木と 渡 部弥一郎が収監されていた。鈴木の講演は、満堂の聴衆から万雷の拍手を受け
わたな べ や いちろう まんどう ばんらい

たという。

(14) 現在の入学選考は、当時のものとは異なる。

(15) そこで働く労働者の平均賃金を引き上げること。ベアと略されることもある。

(16) 給料が少ないこと。安月給。

(17) 1971 年～ 1972 年に起きた連合赤軍による一連の事件。連合赤軍は、「赤軍派」と、「京浜
せきぐん せきぐん せきぐん は けいひん

安保 共 闘」の合体によって結成された。群馬県の山岳地帯を中心に軍事訓練を重ねていたが、
あん ぽ きょうとう

1972 年 2 月に最高幹部の森恒夫と永田洋子が逮捕された。その後、坂口 弘 ら 5 名が軽井沢の
もりつね お なが た ひろ こ さかぐちひろし

「あさま山荘」に人質をとって立てこもった。10 日間に及ぶ攻防戦の間、坂口らの銃撃により警

官 2 名、民間人 1 名が死亡した。警察の突入によって人質は救出され、5 名は逮捕された。その

後、連合赤 軍内部で「総 括」と称するリンチ殺人が行われていたことが判明。森と永田の決定
せきぐん そうかつ

により処刑された 14 名もの遺体が発見された。

(18) 思うままに快楽を味わうこと。

(19) 物事がある方向へ進んでいこうとする勢い。動向。なりゆき。
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(20) 第二次大戦前の小・中学校などの教科の一つ。1880 年の教育令改正により小学校教科の首位

におかれ、1890 年の教育 勅 語発布後は、教育 勅 語をよりどころとして、国民道徳の実践指導
ちょく ご ちょく ご

を目的とした。国家主義教育を推進する中核的な教科であり、第 2 次大戦後に廃止された。

(21) よいことではなく、悪であるが、組織や社会などにとって、やむを得ず必要とされる事柄。
ことがら

(22) 1947 年～ 1954 年度に、文部省の管理下で大学進学希望者に対して全国一斉に実施された検
いっせい

査。1947 年に筆記試験の一部として実施された知能検査が、翌 1948 年に進学適性検査と改称さ

れた。

(23) 1963 年～ 1968 年に、能力開発研究所が実施した大学への進学適性能力テスト。能力開発研

究所は、大学・高校・文部省の関係者が発起人となって設立された。
ほっ き にん

(24) 鈴木が示した TIME 誌に、"Cutthroat Pre-Meds"という題の記事がある。鈴木は cutthroat

を「喉切り」と直訳し、また「点取り虫」と意訳したと思われるが、cutthroat には、「激しい、
のど

厳しい、情け容赦のない」という意味がある。pre-med は「医学部進学課程の学生」の意である

ので、厳密には「医学部入学前の学生」のことと思われ、記事の冒頭には医学部入学のための競

争の激しさについて記されている。記事のタイトルである "Cutthroat Pre-Meds"をていねいに

訳せば、「医学部進学課程に入学するための激しい競争」とでもなるだろう。

(25) 医術は単なる技術ではなく、人を救う道であるということ。

(26) ここでは、金儲けの意であろう。
かねもう

(27) 衰 えて弱くなること。盛んでなくなること。
おとろ

(28) 他よりもひときわ優れていること。また、相応の能力や内容を備えていること。一人前であ

ること。

(29) 信教出版社が刊行する月刊誌。1952 年 4 月創刊。

(30) 何の節度もなく気ままにふるまうこと。わがまま。

(31) 1922 年（大正 11 年）4 月 15 日刊。内村が発行していた『聖書の研究』に掲載した英文を集

めた本。内村は、1922 年 5 月 5 日の日記に、「『英和独語集』Alone with God and Me が岩波書店

より出た、世に如何に受けらるかゞ見物である、今 日の基督教界殊に英米宣教団に対し小爆弾
い か が み もの こんにち キリスト こと

の用は為すであらう、それ以上を望む事は出来ない。」と記している。（内村鑑三全集 34 巻
な

p.45）この詩は、内村鑑三全集 19 巻 p.434 以降に収録。内村自身による和訳は次の通り。

独立 ／ 金にも優り、 名誉にも優り、 知識にも優り、 生命にも優る、 嗚呼 汝 独立
きん まさ まさ まさ まさ あ あ なんじ

よ！ ／ 噫王等よ、 噫公等よ、噫監督等よ、噫博士等よ、 汝 等は圧制家である。 ／ 独
ああ ら ああきみ ら ああ ら ああ は か せ ら なんじ ら ひと

り真理と偕に在り、 独り良心と偕に在り、 独り神と偕に在り、独りキリストと偕に在り
とも あ ひと とも あ ひと とも あ ひと とも あ

て、我は自由である。

(32)（新共同訳）「闇の中を歩む民は、大いなる光を見／死の陰の地に住む者の上に、光が輝いた。
おお かげ

／あなたは深い喜びと／大きな楽しみをお与えになり／人々は御前に喜び祝った。刈り入れの時
み まえ

を祝うように／戦利品を分け合って楽しむように。／彼らの負う 軛 、肩を打つ杖、 虐 げる者
お くびき つえ しいた

の鞭を／あなたはミディアンの日のように／折ってくださった。／地を踏み鳴らした兵士の靴／
むち くつ

血にまみれた軍服はことごとく／火に投げ込まれ、焼き尽くされた。／ひとりのみどりごがわた

したちのために生まれた。ひとりの男の子がわたしたちに与えられた。権威が彼の肩にある。そ
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(33) イエス・キリストがこの世に生まれたこと。

(34)（新共同訳）「わたしは道であり、真理であり、命である。わたしを通らなければ、だれも父

のもとに行くことができない。」（ヨハネによる福音書 14 章 6 節）

(35) (1847 ～ 1929)、明治時代の政治家。岡山県議会議員を経て、衆議院議員。

(36) 浄土真宗の本山。
ほんざん

(37) いったん衰えたことを再び盛んにした人。
さか

(38) (1415 ～ 1499)、室町時代、 浄 土真 宗 の僧。本願寺を建 立 。
じょう ど しんしゅう こんりゅう

(39) (1888 ～ 1973)、浄土真宗の僧侶からキリスト教の牧師となった。蓮如から 18 代の末裔。鈴
れんにょ まつえい

木と親交のあったヴォーリズとの出会いを通して、近江兄弟社聖書学校へ入学。
お う み

(40) 完全であろうとするの意。

(41) 内村鑑三は、この言葉をアメリカの随筆家・詩人である Ralph Waldo Emerson (1803 ～
ずいひつ か

1882) のものとして紹介している。（内村鑑三全集 31 巻 p.76 など）しかし、エマソンは、著書

Society and Solitude において"Hitch your wagon to the star."と記している。エマソンが

wagon ではなく wheels と述べている箇所があるかは不明。意味は共に、「あなたの馬車を星に
か しょ

つなげ」（直訳）、「高い理想を掲げて励め」（意訳）であり、アメリカにおいてことわざのよう
かか はげ

になっている。オバマ大統領の大統領退任演説（2017 年 1 月 10 日）にも、形を変えて引用され

ている。 "Because I know our work has not only helped so many Americans; it has

inspired so many Americans – especially so many young people out there – to believe

you can make a difference; to hitch your wagon to something bigger than yourselves."

「任期中、私たちはとても多くのアメリカ人を助けた。それだけでなく、特にとても多くのアメ

リカの若者たちを勇気づけた。若者たちは、自分たちには世界を変える力があるということを信

じられるようになり、自分自身を越えるものとつながり、高い理想を掲げるようになった。」（編
かか

者による意訳）

(42) 札幌農学校の初代教頭、William Smith Clark の言葉として知られている。クラーク氏が教

頭の任を終えてアメリカに帰国する際、馬 上 から見送りの生徒に向けて発した言葉ということ
ば じょう

になっている。（内村鑑三全集 31 巻 p.74）ただし、このエピソードの真偽のほどは定かではない。
しん ぎ さだ

(43) 数学や概念分析とを手段として、物理法則を探求する学問分野。⇔実験物理学。
がいねんぶんせき

(44) 石造りの建物の基礎のうち、隅に据える大事な石。親石。 頭 石とも。文語訳聖書はでは「首
すみ す おやいし かしらいし おや

石」、口語訳聖書では「かしら石」、新共同訳聖書では「親 石」と訳されている。鈴木は「かし
いし おやいし

ら石」という訳を好んで用いていたようであり、1957 年にブロックで校舎を建てた際には、「隅

のかしら石 多くの愛によって」と刻んだ石を玄関部分に据えた。この石はその後の増築の際も

残され続けたが、現在の校舎・講堂には用いられていない。独立学園の同窓会報の名称である

「隅のかしら石」は、この石に由来する。

325

の名は、「驚くべき指導者、力ある神／永遠の父、平和の君」と唱えられる。／ダビデの王座と
とな

その王国に権威は増し／平和は絶えることがない。王国は正義と恵みの業によって／今もそして

とこしえに、立てられ支えられる。万軍の主の熱意がこれを成し遂げる。」（イザヤ書 9 章 1 節～ 6
しゅ な と

節）なお、原書で引用している文語訳聖書では 7 節までだが、新共同訳では 6 節までとなる。
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(45)（新共同訳）「家を建てる者の捨てた石、／これが隅の親石となった。これは、主がなさった
すみ おやいし しゅ

ことで、／わたしたちの目には不思議に見える。」（マタイによる福音書 21 章 42 節）

(46) トルコ南部の都市。パレスチナ以外で最初のキリスト教教団が組織された場所。現在は、ト

ルコ語でアンタキヤ、あるいはアンタキアと呼ばれる。

(47) きし。終わるところ。果て。

(48) クラークの在任期間はわずか 8 ヵ月余りであり、クラークから直接教えを受けたのは一期生

のみである。そのため、二期生である内村や新渡戸稲造などは、クラーク氏から直接教わった経
に と べ いなぞう

験はない。

(49) アンティオキアの昔の呼称。

(50) 伝聞の内容。…とのこと。…だそうで。

(51) 岡山県東北部の地名。ここで言及されている学校は、鈴木と同じ内村門下だった森本慶 三
けいぞう

(1875 ～ 1964)が創設した「津山基督教図書館高等学校」(1950 ～ 1982)のことと思われる。（津
キリスト

山基督教図書館は 1926 ～ 2001。)現在同校校舎は、同じく森本が創設した「つやま自然のふし
キリスト

ぎ館」（元・津山科学教育博物館）の展示場となっている。

(52) 原文では、この位置に「或ひは清砂の上に立ち、」が入る。意図的な省略であるかは不明。な
ある い せい さ い と

お、本引用は数箇所で改行位置などが原文と異なるが、 概 ね原文に合わせて改めた。
か しょ おおむ

(53) イスラム教。

(54) ザールラント（地名・Saarland）のことと思われる。ザールラントは、ドイツ西部、フラン

スとの国境に近い州。炭 田を背景に重工業が発達した。第二次大戦後はフランスの占領地区と
たんでん

なったが、1957 年に再びドイツに帰属した。州都はザールブリュッケン。

(55) 自衛隊の前身。1952 年～ 1954 年まで。

(56) 心配事や不安な思い。憂鬱な思い。悲しい思い。もの悲しさ。
ゆううつ

(57) 『聖書之研究』83 号（内村鑑三全集 14 巻 p. 410 以降）に掲載。
の

(58) 中国東北部と朝鮮との境に聳える火山。標高 2,744m。朝鮮では白頭山と呼ぶ。
そび ペクトサン

(59) 中国の古代神話上の霊山で、最も神聖な山とされた。中国の西の地にあるとされ、黄河の水
こう が

源があると考えられていた。

(60) 天 山山脈。延長 2,450km にもなる、中央アジアにある多くの山脈の集まり。最高峰は標高
てんざん

7,439m のポベーダ峰。

(61) 世界最高の大山脈。長さは約 2,550km、幅は 220km、平均高度は 4,800m。最高峰は 8,850m

のエヴェレスト。

(62) 北アメリカ大陸西部の大山脈。長さは約 4,500km。最高峰はコロラド州にある 4,399m のエル

バート山。

(63) 北アメリカの大河。長さ 6,210km。
たい が

(64) アメリカ、ニューヨーク州の川。長さ 480km

(65) ヨーロッパの中央南部の山脈。最高峰は 4,807m のモンブラン。

(66) アフリカ大陸の北部を占める世界最大（南極大陸と北極を除く）の砂漠。大きさは東西 5,000km、
のぞ

南北 1,800km であるが、周辺の砂漠化がなお進行中である。
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(67)（新共同訳）「わたしたちすべてのために、その御子をさえ惜しまず死に渡された方は、御子
み こ お み こ

と一緒にすべてのものをわたしたちに 賜 らないはずがありましょうか。」（ローマの信徒への手
たまわ

紙 8 章 32 節）

(68) 4 期生。

(69)（新共同訳）「そこで、わたしのこれらの言葉を聞いて行う者は皆、岩の上に自分の家を建て

た 賢 い人に似ている。雨が降り、川があふれ、風が吹いてその家を襲っても、倒れなかった。
かしこ

岩を土台としていたからである。わたしのこれらの言葉を聞くだけで行わない者は皆、砂の上に

家を建てた愚かな人に似ている。雨が降り、川があふれ、風が吹いてその家に襲いかかると、倒

れて、その倒れ方がひどかった。」（マタイによる福音書 7 章 24 節～ 27 節）

(70) 穿つ。詮索する。普通には知られていないところを暴く。
うが せんさく あば

(71)（新共同訳）「あなたがたは地上に富を積んではならない。そこでは、虫が食ったり、さび付

いたりするし、また、盗人が忍び込んで盗み出したりする。富は、天に積みなさい。そこでは、
ぬすびと

虫が食うことも、さび付くこともなく、また、盗人が忍び込むことも盗み出すこともない。」（マ
ぬすびと

タイによる福音書 6 章 19 節～ 20 節）

(72) 世の中の人。世間の人。
せ けん

(73) 1,000 円以上のお金。この文書が書かれた 1954 年の国家公務員（六級職）の初任給は 8,700

円、2021 年の国家公務員（総合職・大卒）の初任給は 182,200 円であり、20.9 倍の差がある。そ

のため、国家公務員の給与を基準にして単純計算すれば、当時の 1,000 円は現在の 2 万円ほどの

価値があったと考えることができる。一方で、1954 年と 2020 年では、消費者物価指数（持家の

帰属家賃を除く総合）は約 6 倍になっていることから、消費者物価指数から単純計算すれば、当

時の 1,000 円は現在の 6,000 円ほどの価値があったと考えることができる。また、インターネッ

ト上の「日本円消費者物価計算機」（消費者物価指数（持家の帰属家賃を除く総合）、GDP、戦前

基準企業物価指数を基に算出しているとのこと）

(https://yaruzou.net/hprice/hprice-calc.html?amount=20&cy1=1924&cy2=2019)によれば、当時の 1,000

円は 2019 年の 5,096 円～ 5,953 円となる。大きな差があり参考にならないかもしれないが、目安

として記述した。

(74)（新共同訳）「医者を必要とするのは、健康な人ではなく病人である。わたしが来たのは、正

しい人を招くためではなく、罪人を招いて悔い改めさせるためである。」（ルカによる福音書 5 章
つみびと く

31 節～ 32 節）鈴木の引用には、最後の部分が省略されている。

(75) 独立学園周辺の集落。独立学園は下叶水地区にあり、その周りには、上叶水、新股、大石沢
しもかのみず かみかのみず あらまた おおいしざわ

などの地区がある。文中の「ある集落」がどこかは不明。なお、原書の表現は、現在では適切で

ないため改めた。以後同じ。

(76) 群衆の状態に置かれた人々が示す特殊な心的状態。無責任性・被暗示性・非論理性などの傾
とくしゅ しんてき ひ あん じ

向がある。

(77) 明るい光。逆境の中で見出す、希望や解決の兆し。
きざ

(78)（新共同訳）「あなたがたも知っているように、異邦 人の間では、支配者と見なされている
い ほうじん

人々が民を支配し、偉い人たちが権力を振るっている。しかし、あなたがたの間では、そうでは
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(79) Mary Mason Lyon (1797 ～ 1849)、アメリカにおける女子教育の先駆者。文中のマウント・
せん く

ホリヨーク・セミナリー （Mount Holyoke Female Seminary：マウント・ホリヨーク・女子

神学校）の創設者。原文および『後世への最大遺物』にはメリー・ライオンとあるが、現代の一
しん い ぶつ

般的な日本語表記と思われるメアリー・リヨンに改めた。Mount Holyoke Female Seminary

の創立は 1837 年。1893 年に神学課程（セミナリー・カリキュラム）を廃止し、マウント・ホリ
しんがく

ヨーク・カレッジ（Mount Holyoke College）に改名し、現在に至る。

(80) "Go where no one else will go, do what no one else will do." が元の英語。

(81) 王と諸侯。諸侯は、人民を支配した人、江戸時代の大名の意。
しょこう しょこう

(82) イタリア中部の都市名。

(83) San Francesco d'Assisi (1182?～ 1226)、フランシスコ修道会の創立者。聖フランチェスコ。

愛と清貧の生き方を徹底した。
せいひん

(84) 牛小屋から 牛 糞を片付けること。ここでは、牛小屋から出した糞を堆肥作りのために積み
ぎゅうふん ふん たい ひ

上げる作業も表す。きれいに積み上げて十分に発酵させるためには、相応の経験と技術が必要。
はっこう そうおう

(85) 桝本楳子 (1892 ～ 1992)、独立学園旧職員、100 歳まで在職。1926 年、楳子の夫が列車事故
うめ こ うめ こ

の犠牲となり他界した際、楳子は夫も自分もクリスチャンだと言って仏式の葬式を断り、キリス
うめ こ

ト教式で葬儀を行うこととした。この話を聞いた内村と金井為 一 郎牧師が葬儀の司式を行い、
かな い ためいちろう

これが縁で、楳子は内村の聖書研究会の会員となった。その後、楳子が 3 人の子の家庭教師につ
うめ こ うめ こ

いて内村に相談した際に紹介されたのが鈴木だった。戦後、楳子は茨城県で開拓農業を 営 んで
うめ こ いとな

いた次男・忠雄（1914 ～ 1980）とその妻・華子（1922 ～ 2012）のところへ身を寄せ、共に 1950
ただ お はな こ

年まで 5 年間農業に励んだが、水害で作物が全滅。そのころ鈴木が茨城の桝本家を訪れ、三人
はげ ぜんめつ ますもと

に独立学園高校の職員となることを依頼。忠雄と楳子はすぐに受諾したが、迷った華子は石原
ただ お うめ こ じゅだく はな こ いしはら

兵 永や政池仁に相談し、決断。桝本一家は 1951 年 6 月に着任し、独立学園構内に居 住 。以
ひょうえい まさいけじん ますもと きょじゅう

後、忠雄は鈴木担当の英語と鈴木ひろの担当の数学以外のさまざまな教科を教えたほか、教頭の
ただ お

任や学園のあらゆる仕事を担った。楳子は書道、華子は音楽などを教えた。鈴木は楳子と表記
にな うめ こ はな こ うめ こ

しているが、梅子、うめ子、楳、宇免などと表記することもある。
う め

(86) (1394 ～ 1481)、室町時代中期の臨済 宗 の僧。
りんざいしゅう

(87) 正月になり門松を立てるということは、死への旅の区切りをまた一つ通り過ぎるということ。
かどまつ

だから、おめでたいはずの正月も、単純に喜ぶことはできない。

(88) 詞：Sanford F. Bennett (1836 ～ 1898)、曲：Joseph P. Webster (1819 ～ 1875)。詞も曲

も 1868 年作。独立学園で長年使用している英語讃美歌では 228 番。本文中の 488 番は、1954 年

版の讃美歌（日本キリスト教団出版局）における番号。

(89) マタイによる福音書 5 章 4 節。

(90) 物事の内部にひそむ弊害。
へいがい
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ない。あなたがたの中で偉くなりたい者は、皆に仕える者になり、いちばん上になりたい者は、
つか

すべての人の 僕 になりなさい。人の子は仕えられるためではなく仕えるために、また、多くの
しもべ つか つか

人の身代金として自分の命を献げるために来たのである。」（マルコによる福音書 10 章 42 節～ 45
みのしろきん ささ

節）
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(91) 5 期生。

(92)（新共同訳）「金にまさり、多くの純金にまさって望ましく／蜜よりも、蜂の巣の 滴 りより
きん みつ はち す したた

も甘い。」（詩編 19 編 11 節）

(93) 現在のトルコ西海岸の都市。エペソ、エフェソスとも。

(94) 現在のトルコにある、古代の港湾都市。エフェソスの南に位置する。
こうわん

(95) 8 期生。

(96) 担当教科は生物。旧屋代村（現高畠町）の公民館長を務めた。
や しろむら たかはたまち

(97) 独立学園旧理事、旧職員。本書再版の際にはあとがきを執筆。化学をはじめ、多くの教科を
しっぴつ

担当した。後に、鈴木の娘と結婚。

(98) 国立・都道府県立・市町村立の、いわゆる公立学校。

(99) 現在の小国町の北部。
お ぐにまち

(100) 中国共産党の略。ここでは、中国のことと思われる。

(101) 6 期生。

(102) 旧約聖書「コヘレトの言葉」1 章 2 節の引用。文語訳では、「空の空 空の空なる哉 都て空
くう くう くう くう かな すべ くう

なり」。新共同訳では、「なんという空しさ／なんという空しさ、すべては空しい」。なお、「コ
むな むな むな

ヘレトの言葉」は、以前は「伝道（者）の書」と呼ばれていた。

(103) 物資の乏しい状態に耐える生活。
とぼ

(104) 墓石に刻んだ文章。この短文は、アマースト大学在学中の内村が、自身の聖書の見返し（表

紙と本文の間）に書いたとされる。

(105) 基督教独立学園高等学校創立式が行われたのは 1948 年 5 月 26 日であるが、このころ創立記

念式の日付は年によって異なっていた。たとえば、独立学園史上初めての創立記念式は創立 5 周

年を記念したものであるが、1953 年 7 月 29 日に開かれている。5 月 26 日の実施が基本となるの

は、1958 年の創立 10 周年以降のことである。

(106) 新校舎（当時）建設の着工にあたり、1956 年 9 月 29 日に行われた。建材である石の切り出

しや運搬作業などは、生徒と職員が協力して行った。
うんぱん

(107)（新共同訳）「主御自身が建ててくださるのでなければ／家を建てる人の労苦はむなしい。主御
しゅ ご しゅ ご

自身が守ってくださるのでなければ／町を守る人が目覚めているのもむなしい。／朝早く起き、

夜おそく休み／ 焦 慮してパンを食べる人よ／それは、むなしいことではないか／主は愛する者
しょうりょ

に眠りをお与えになるのだから。」（詩編 127 編 1 節～ 2 節）

(108) 物事が進み、はかどること。

(109) 朝日。さわやかで新鮮、 勢 いがよいことのたとえ。
いきお

(110) 1956 年 10 月 27 日。現職の東大総長だった矢内原忠雄が、山形市で独立学園新校舎建築記
や ないはらただ お

念講演を行った。

(111) 公 のものを自分のもののように勝手に使うこと。
おおやけ

(112) 好ましくない、気がかりな傾向。

(113) ここでは、大部分の皆様がたの意。

(114) 旧民法で、法律上の婚姻関係にない男女の間に生まれ、父親が認知していない子のこと。現
こんいん
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(115) 1957 年 11 月 22 日、ブロック建ての新校舎（当時）献堂式にて。

(116) 当時在校中の生徒の父である西川勇平のこと。西川は聖書雑誌「恩恵」の主筆。誌面で独立
おんけい

学園の 窮 状 を訴え、校舎建築に必要な石の採石費用として、一口 300 円の「一石献金」を始
きゅうじょう ひとくち いっせき

めた。その結果、校舎が完成した 1957 年末までに 95,700 円の献金があった。1957 年の国家公務

員（六級職）の初任給は 9,200 円、2021 年の国家公務員（総合職・大卒）の初任給は 182,200 円

であり、19.8 倍の差がある。そのため、国家公務員の給与を基準にして単純計算すれば、当時の

95,700 円は現在の 190 万円ほどの価値があったと考えることができる。一方で、1957 年と 2020

年では、消費者物価指数（持家の帰属家賃を除く総合）は約 5.8 倍になっていることから、消費

者物価指数から単純計算すれば、当時の 95,700 円は現在の 56 万円ほどの価値があったと考える

ことができる。また、前 出 の「日本円消費者物価計算機によれば、当時の 95,700 円は 2019 年
ぜんしゅつ

の 444,091 円～ 556,701 円となる。大きな差があり参考にならないかもしれないが、目安として

記述した。

(117) 独立前の本間利雄氏が勤務していた建築事務所。
ほん ま とし お

(118) この時は地下室と 1 階のみだったが、以後少しずつ増築していった。なお、新校舎 2 階の完

成献堂式は 1959 年 10 月 2 日。

(119) 8 期生。

(120) 桝本忠雄(1914 ～ 1980)、独立学園第二代教頭。鈴木が東京帝大物理学教室助手となった 1928
ますもとただ お

年 5 月ごろから、鈴木は桝本家の家庭教師をしていた。1938 年 3 月に慶應義塾大学法学部を卒
ますもと

業し、同年 4 月に三菱石油に入社したがすぐに招集され、中国戦線に配属された。1943 年 7 月に

負傷し除隊となり、同年 12 月 22 日に芦屋華子と結婚。1944 年 3 月に再度招集されたが、鎌倉
あし や

や御殿場の部隊で中隊長を務めた。終戦後、1946 年 3 月から茨城県に移住し、開拓農業を行っ
ご てん ば

た。1951 年 6 月、鈴木に請われて一家で独立学園に着任し、召天した 1980 年度まで教頭を務め
こ

た。本書 8-1-7、10-2-8、桝本楳子の註も参照されたい。

(121) マタイによる福音書 10 章 29 節。

(122) 役員の皆さん。

(123) イスラエル初代の王であるサウルを見出す（サムエル記上 9 章）などした、旧約聖書の重要

登場人物。聖書中、「預言者」（同 3 章 20 節）、「神の人」（同 9 章 7 節）、「先見者」（同 9 節）と
よ げんしゃ

呼ばれている。

(124)（新共同訳）「今まで、主は我々を助けてくださった」（サムエル記上 7 章 12 節）
しゅ

(125) 一般に、役所。ここでは、公務員となること。

(126) 日本では慣習的に家を継ぐのは長男であるので、農家でも長男が家屋や農地を相続し、農家
か おく

となり、家を継いだ。そのため、二男・三男などは、家屋も土地もない状態で家を出て行かなけ
か おく

ればならず、経済的に苦しい状況に置かれることが多かった。

(127) 1958 年度の修学旅行は、2 年生が 7 月 21 日～ 8 月 9 日、3 年生が 7 月 26 日～ 8 月 15 日ま

で。2 年生の最後、3 年生の最初に 2 学年が合流し、北海道の茶内（釧路と根室の間あたり）で 1
ちゃない

週間の酪農実習を行った。
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行の民法ではこの語を避け、「 嫡 出 でない子」としている。非 嫡 出 子とも。
ちゃくしゅつ ひ ちゃくしゅつ し
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(128) 内村鑑三著『後世への最大遺物』からの引用。

(129) 原文ではドイツ語的に「カイゼル」と表記されているが、「カエサル」と改めた。

(130) 原文は「クレニオ」だが、現代の聖書の表記にあわせた。以後同様。

(131) 新約聖書における総督はローマ皇帝の代理者の称号で、ローマ帝国が支配した地方の行政を

司 る者のこと。
つかさど

(132) ルカによる福音書 2 章。

(133) 9 期生。

(134)（新共同訳）「【都に上る歌。】目を上げて、わたしは山々を仰ぐ。わたしの助けはどこから来
あお

るのか。／わたしの助けは来る／天地を造られた主のもとから。／どうか、主があなたを助けて

／足がよろめかないようにし／まどろむことなく見守ってくださるように。／見よ、イスラエル

を見守る方は／まどろむことなく、眠ることもない。／主はあなたを見守る方／あなたを覆う陰、
おお かげ

あなたの右にいます方。／昼、太陽はあなたを撃つことがなく／夜、月もあなたを撃つことがな

い。／主がすべての 災 いを遠ざけて／あなたを見守り／あなたの魂を見守ってくださるように。
わざわ

／あなたの出で立つのも帰るのも／主が見守ってくださるように。今も、そしてとこしえに。」
い

（詩編 121 編 1 節～ 8 節）

(135) 現在の名はイズミル。トルコの西端で、エーゲ海に面する古代都市。
せいたん

(136) (110 ころ～ 156 ころ)、スミルナの司教。イエスの 12 弟子の一人である使徒ヨハネから教

えを受けたと言われ、ローマ総督により火刑に処されたとされる。

(137) Adolf Hitler (1889 ～ 1945)、ドイツの政治家、ナチ党党首、独裁者。第二次大戦を引き起

こした。

(138) 東 条 英機。
とうじょうひで き

(139) ロシア帝国。18 世紀初めから 1917 年のロシア革命までのロシア。したがって、1904 年～ 1905

年の日露戦争時の露はロシア帝国を意味する。
にち ろ ろ

(140) あるところに片寄って存在すること。
かた よ

(141) 原書の表現は、現在では適切でないため改めた。

(142) 差別用語とされてはいないようだが、使用に注意が必要な語とされることもある。ここでは

この註を 補 うことで、原文のまま表記した。
おぎな

(143) 1959 年 10 月 2 日。1957 年に建てたブロック建て校舎の上に 2 階を増築した。

(144)（新共同訳）「【都に上る歌。ソロモンの詩。】主御自身が建ててくださるのでなければ／家を
しゅ ご

建てる人の労苦はむなしい。主御自身が守ってくださるのでなければ／町を守る人が目覚めてい
しゅ ご

るのもむなしい。／朝早く起き、夜おそく休み／ 焦 慮してパンを食べる人よ／それは、むなし
しょうりょ

いことではないか／主は愛する者に眠りをお与えになるのだから。」（詩編 127 編 1 節～ 2 節）
しゅ

(145) 黒沼 栄 一。独立学園旧講師、山形大学教授。基督教独立学園維持会の発起人。山形大学聖
くろぬまえいいち

書研究会・磐 上 会を引率して独立学園に度々来校した。
ばんじょうかい

(146) 独立学園卒業生。菊竹種次の子。6-12 の註も参照のこと。
たね じ

(147) 10 期生。10 期生の卒業により、卒業生が 100 名を超えた。

(148) 本書の別の箇所ではヤハウェ、ヤアウエと記されているが、ここでは文語訳聖書をそのまま
か しょ
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(149)（新共同訳）「【賛歌。ダビデの詩。】主は羊飼い、わたしには何も欠けることがない。／主は
さん か

わたしを青草の原に休ませ／憩いの水のほとりに 伴 い／魂を生き返らせてくださる。主は御名
あおくさ いこ ともな み な

にふさわしく／わたしを正しい道に導かれる。／死の陰の谷を行くときも／わたしは 災 いを恐
かげ わざわ

れない。あなたがわたしと共にいてくださる。あなたの鞭、あなたの杖／それがわたしを力づけ
むち つえ

る。／わたしを苦しめる者を前にしても／あなたはわたしに食卓を整えてくださる。わたしの頭

に香油を注ぎ／わたしの 杯 を溢れさせてくださる。／命のある限り／恵みと 慈 しみはいつも
こう ゆ さかずき あふ いつく

わたしを追う。主の家にわたしは帰り／生涯、そこにとどまるであろう。」（詩編 23 編 1 節～ 6

節）

(150) 原書の表記は「平隠」であるが、おそらく誤植であるので改めた。

(151) 1960 年 1 月 27 日の旧校舎の火災のこと。夕方 5 時頃出火。ピアノだけ運び出すことができ

たが、1 時間足らずで全焼した。

(152) 1960 年 9 月 23 日。

(153) 11 期生卒業式。

(154) オリオン座。英語の Orion は「オライオン」と発音する。

(155) すばる。牡牛座にあるプレアデス星団のこと。原文の「プライアデス」は、英語の Pleiades
お うし ざ

の発音に近い。

(156) 内村鑑三著、畔上賢造編の書籍。1926 年 10 月 20 日初版発行。
あぜがみけんぞう

(157) ゲティスバーグは、アメリカ合衆国北東部、ペンシルヴァニア州南部の地名で、南北戦争中

の 1863 年に北軍が南軍を破った地。同年、リンカーンがこの地で行った「ゲティスバーグの演

説」（Gettysburg Address）は、「人民の人民による人民のための政治」というフレーズで特に

有名。鈴木はこの演説の Hay Copy と呼ばれる版を引用したと思われる。原文は、 "the

unfinished work which they have, thus far, so nobly carried on"。

(158) 暦 に関する法則。天保暦（1844 年）、グレゴリウス歴（1873 年）など。
こよみ てんぽうれき

(159) 旧約聖書のエステル記 3 章 7 節に、「クセルクセス王の治世の第十二年の第一の月、すなわ

ちニサンの月」との記述がある。

(160) Gaius Julius Caesar（前 100 頃～前 44）、古代ローマの天才将軍、政治家。各地の内乱を

平定し、ポンペイウスら反対者にも勝利し、ローマで独裁者の地位に就いたが、元老院議事堂で

暗殺された。著書・ガリア戦記などは、ラテン文学の傑作と言われる。カエサルの名は、ローマ

皇帝の称号となった。英語読みではジュリアス・シーザー。

(161) 惑星または彗 星などの天体が、その軌道上で太陽に最も近づくところ。ここでは、地球が
すいせい き どう

太陽に最接近する位置のこと。

(162) 太陽などの引力の影響で、春分点が毎年移動する現象。

(163) 太陽は黄道上を、西から東へ 1 年に 1 周する。黄道は、地球の赤道を延長した大円である
こうどう こうどう だいえん

天の赤道と 1 年で 2 度交差する。この 2 度の交差点のうち、太陽が赤道を南から北へ横切る点が

春分点。

(164) 13 期生卒業式。
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引用したためこの表記となったと思われる。この文章中の以後同じ。
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(165) Archimēdēs(前 287 頃～前 212)、古代ギリシアの数学者・物理学者。てこの原理やアルキメ

デスの原理などを発見。

(166) ギリシア語の eureka。日本語では他に、ユリイカなどの表記もある。

(167) 現在では属州と表記されることが多いと思われる。

(168) もろもろの神。神々。

(169) 人が持って生まれた性質や才能を、円満完全になるよう鍛え育て上げ、発達させること。
きた

(170) 『聖書の研究』第 158 号（内村鑑三全集 20 巻 p.77）に収録。以下、全文。

汝 の財産を神に献げよ、然らば神は己が有として之を守り、如何に紊乱せるものなり
なんじ ささ さ おの もの これ い か びんらん

と 雖 も能く之を整理し、再び之を 汝 に委ねて己が(神の)ものとして之を使用し給ふべ
いえど よ これ これ なんじ ゆだ おの これ たま う

し。

汝 の身体を神に献げよ、然らば神は己がものとして之を養ひ、疾病の重きに拘はらず能
なんじ ささ さ おの これ い や ま い かか わ よ

く之を癒し、再び之を 汝 に与へて己が(神の)ものとして之を使用し給ふべし。
これ いや これ なんじ え おの これ たま う

汝 の霊魂を神に献げよ、然らば神は己がものとして之を聖め、 汝 の罪は緋の如くな
なんじ ささ さ おの これ きよ なんじ ひ ごと

るも雪の如く白くなし、再び之を 汝 に還して己が(神の)ものとして之を使用し給ふべし。
ごと これ なんじ かえ おの これ たま う

神に献げよ、神の有とせよ、神をして自由に其能力を 施 さしめよ、然らば困難として免
ささ もの その ち か ら ほどこ さ まぬ

がれざるはなし、疾病として癒されざるはなし、罪として潔められざるはなし。
や ま い いや きよ

乱れし其 儘、病みし其 儘、汚れし其 儘、今之を神に献げよ、而して神をして其 大能
そのまま や そのまま けが そのまま これ ささ しか そのたいのう

を以て 汝 に代りて整理、治癒、救済の任に当らしめよ。
もっ なんじ ち ゆ

(171) 18 期生。

(172) （新共同訳）「涸れた谷に鹿が水を求めるように／神よ、わたしの魂はあなたを求める。」
か

（詩編 42 編 2 節）

(173) 1954 年版の讃美歌。特に、1 番から 3 番までの繰り返し部分の歌詞、「みたまよ、みたまよ、

わがたまぞあこがるる。縋りまつる手をばとりて主にみちびきたまえかし」を意識した選曲と思
すが

われる。

(174) 身近でわかりやすいこと。高 尚 でなく、通俗的でなじみ深いこと。
こうしょう

(175) 極めて厳しいこと。

(176) 原文の表記は「惨酷」だが、現代においてより一般的であると思われる「残酷」に改めた。
ざんこく

(177) 家畜を殺すための場所。

(178) Mao Zedong (1893 ～ 1976）、中国の政治家・思想家。1921 年、中国共産党創立に参加。日

中戦争では抗日戦を指導した。戦後、 蒋 介石を打倒し、1949 年、中華人民共和国を建国し、国
しょうかいせき だ とう

家主席となった。1966 年には 極 左的弊害を生んだ「文化大革命」を起こしたが、毛沢東の死
きょく さ てきへいがい もうたくとう

後その指導の 誤 りを指摘され、文化大革命は 1977 年に終了が宣言された。鈴木のこの文章は文
あやま

化大革命の初期に書かれたもの。

(179) 原書では 1966 年とあるが、誤植のため訂正した。

(180) 学生運動で武器として用いられた棒。ゲバはドイツ語のゲバルト（Gewalt）の略で、国家

権力に対する実力闘争の意。

(181) 警察機動隊。
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(182) 憂き身をやつすとは、身の痩せるほどに物事に熱中すること。また、無益なことや本業でな
う み み や

いことに熱中すること。憂き身は浮身とも書く。
う み うき み

(183) 元はヘブライ語で「油を注がれた者」の意。古代ユダヤ人が待ち望んだ救い主。鈴木は「メ

シヤ」としているが、現代の聖書の表記にあわせた。以後同様。

(184) キリニウスは三度総督となっている。一度目はシリア総督で、期間は紀元前 6 年～紀元前 4

年。二度目はアジア総督で、期間は紀元前 3 年～紀元前 2 年。三度目は再びシリア総督で、期間

は紀元 6 年～紀元 9 年。複雑でわかりづらいが、以後の鈴木の主張は以下のように整理できるだ

ろう。ただし、人口調査の時期については諸説あり、鈴木の主張が正しいとは限らない。①ルカ

は総督という語を、総督の種類によって使い分けている。②ルカが用いた語とヨセフスの記述を基
もと

に考察すれば、ルカによる福音書に記されている人口調査はキリニウスが一度目のシリア総督

だった期間中に行われたものである。③しかし、ルカの言葉遣いの区別を無視する学者は、キリ

ニウスが二度目のシリア総督の時期（総督としては三度目）に人口調査が行われたと考え、ルカ

の記述が間違えていると主張する。④しかし、間違っているのはルカではなく、学者のほうであ

る。⑤このように、学者の学問が駄目になってしまっている。

(185) Josephus Flavius （37 頃～ 100 頃）、ユダヤ人の祭司、歴史家。ユダヤ名は Joseph Ben

Matthias。16 歳から 3 年間荒野で修行したのち、エルサレムに帰った。その後、使節として
あれ の

ローマへ行ったが、ユダヤ戦争 (66 ～ 70) 前夜に帰国。しかし、戦いに敗れ捕虜となった。解
ほ りょ

放後はローマ皇帝に仕え、70 年のエルサレム陥落後はローマに滞在し、ギリシア語で「ユダヤ
つか かんらく

戦記」や「ユダヤ古代誌」などを執筆した。
しっぴつ

(186) 現在では、前 6 年ごろ～前 4 年頃の誕生とされることが多く、とりわけ前 4 年頃とされるこ

とが多いようである。

(187) 西暦 525 年。

(188) Dionysius Exiguus（470 頃～ 550 頃）、ローマの司祭。神学、数学、天文学に優れ、多く
しんがく

の重要な教会法の集成に貢献したほか、多数のギリシア語文献を翻訳したといわれる。初めて
こうけん ぶんけん ほんやく

西暦紀元を算定したが、この計算は 4 ～ 7 年の誤差があると考えられている。ディオニシウス・

エクシグウスとも表記。鈴木はデオニシウス・エクシグウスと表記。

(189) ミトラ（ミトラス）教（など）の、太陽神の新生を祝う冬至の祭が起源と言われる。
とう じ

(190) 新潟県南西部、長野県境にある山。標高 2,454m。

(191) 旧制の工業専門学校の略称。ここでは、都立工業専門学校（1940 年の設立時は府立）のこ

とと思われる。

(192) みずから山野や荒れ地を切り開いて作った農地でおこなう農業。

(193) 米の値段。

(194) 元はフランス語で、面積の単位。1 アールは 100 ㎡。

(195) 晴れた日には外で畑を 耕 し、雨の日には家で読書をする暮らし。鈴木の文脈とは異なるが、
たがや

悠々自適な生活という意味で用いられる。
ゆうゆう じ てき

(196) 家族の一員が一定期間家を離れ、ほかの場所で働くこと。ここでは、冬期などの農閑期に
いえ のうかん き

農家の父親などが都会へ移り住み、そこで働いて賃金を得ること。
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(197) 原文は「見せびらかさせて」。

(198) 26 期生の卒業式。当時建設途中だった新講堂・体操 場 （現在の講堂の前の講堂）にて行わ
じょう

れた。

(199) 3 章 1 節～ 2 節。

(200)（新共同訳）「あなたがたは、キリストがわたしたちを用いてお書きになった手紙として 公
もち おおやけ

にされています。墨ではなく生ける神の霊によって、石の板ではなく人の心の板に、書きつけら
すみ

れた手紙です。」（コリントの信徒への手紙二 3 章 3 節）

(201)（新共同訳）「主はシナイ山でモーセと語り終えられたとき、二枚の 掟 の板、すなわち、神
しゅ おきて

の指で記された石の板をモーセにお授けになった。」（出エジプト記 31 章 18 節）
さず

(202)（新共同訳）「もしいけにえがあなたに喜ばれ／焼き尽くす献げ物が御旨にかなうのなら／わ
ささ み むね

たしはそれをささげます。／しかし、神の求めるいけにえは打ち砕かれた霊。打ち砕かれ悔いる
く

心を／神よ、あなたは 侮 られません。」（詩編 51 編 18 節～ 19 節）
あなど

(203) Richard Milhous Nixon (1913 ～ 1994)、アメリカの第 37 代大統領（1969 ～ 1974）。共和

党出身。1972 年の大統領選挙の際、共和党関係者が、ワシントンの「ウォーターゲート・ビル」

にある民主党本部へ侵入し盗聴を試みたが、警備員に発見され、逮捕された。その後、大統領の

側近のこの事件への関与が明らかになったばかりか、大統領本人の権力濫用なども発覚し、重大
らんよう

な政治問題へと発展した。最終的に、アメリカ史上初めて、現職大統領が辞任するに至った。
いた

(204)（1918 ～ 1993）、昭和後期を代表する政治家、元総理大臣（1972 ～ 1974）。首相在任時に、

日中国交正常化を実現した。新潟の農村に生まれ、貧しい幼少期を過ごし、高等小学校しか卒業

していない（後に現在は専門学校となった学校で土木を学んだ）という非エリートの経歴から、

角 栄ブームが巻き起こり、今太 閤（現代版豊臣秀吉の意）とも言われた。しかし、田中が進め
かくえい いまたいこう

た日本列島改造論の失敗や第一次オイルショックなどにより物価が 急 騰。また、1974 年 10 月、
きゅうとう

田中が自らの地位を利用して不当に資産形成をしていたことが週刊誌に暴露され、田中人気は急

落。同年 11 月に首相を辞任した。さらには、1976 年 2 月、戦後最大の汚職事件と言われるロッ

キード事件が発覚。田中に関するロッキード事件とは、1972 年 8 月の田中・ニクソン会談におい

て、当時総理大臣だった田中角栄が、アメリカのロッキード社の大型旅客機と軍用機の導入を約
かくえい

束し、その見返りとして 5 億円を不当に得たというもの。田中は 1976 年 7 月 27 日に逮捕され、8

月 16 日に起訴された。一審は 懲 役 4 年、追 徴 金 5 億円の有罪判決、二審は一審を支持し控訴
ちょうえき ついちょうきん こう そ

棄 却 、最高裁での上告審の最中に田中が死去したため、公訴棄 却 （裁判の打ち切り）となっ
き きゃく こう そ き きゃく

た。しかし、別人に対するロッキード事件上告審の中で、最高裁判所は田中が 5 億円を受けとっ

たことを認定した。田中は、ロッキード事件係争中も自民党の最大派閥を率い、政界に大きな影
は ばつ

響を保ち続けたため、闇将軍とも呼ばれた。
やみ

(205) 1975 年 4 月 12 日、28 期生の入学式の二日後、朝礼で喫煙の告白があった。この日以来、
きつえん

全校生徒が集まる場（当時は大教室、現在では講堂）の正面に、内村鑑三の書「畏神不恐人」

（神を畏れて人を恐れず）が掲げられるようになった。
かか

(206) 当時の講堂の東側の壁面に書かれていた。現在の講堂においては、同じく東側の壁面に刻ま

れている。現在の表記は、「神を畏るるは学問の始め」。
おそ
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(207)（新共同訳）「主を畏れることは知恵の初め。無知な者は知恵をも諭しをも 侮 る。」（箴言 1
しゅ おそ さと あなど しんげん

章 7 節）本文中で口語訳について言及しているため、口語訳と、最新の訳である聖書協会共同訳

も記載しておく。（口語訳）「主を恐れることは知識のはじめである、／愚かな者は知恵と教訓を
しゅ

軽んじる。」、（聖書協会共同訳）「主を畏れることは知識の初め。／無知な者は知恵も諭しも 侮
しゅ おそ さと あなど

る。」

(208) ここではヤハウェと改めず、ヘブライ語のフリガナに合わせて原書の通りの表記とした。

(209)（新共同訳）「あなたの神、主の名をみだりに唱えてはならない。みだりにその名を唱える
しゅ とな とな

者を主は罰せずにはおかれない。」（出エジプト記 20 章 7 節）
しゅ

(210) 原文ママ。現代の表記としては「初め」のほうが一般的であると思われる。

(211) 原書の表現は、現在では適切でないため改めた。
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